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1. 巻頭言

総合情報処理センターへ向けて

情報処理センター長

山田英二

念願であった情報処理センターの省令化が、いよいよ実現しそうである。思えば昭和54年

度に予算施設として情報処理センターが発足し、翌55年の運営委員会で省令化を目指す棟に

と決議されてから、本当に長い道のりであった。

この問、歴代の学長・局長の暖かい御理解に恵まれて、教職員を先取りして配置していただ

くと共に、予算も優先的に処置していただけたので、来るべき総合情報処理センターのあり方

についての十分なる研究と、種々の試行を繰り返すことが出来た。教養部での情報処理I、E

の開講、センター施設の情報処理教育への開放、教務事務の電算化、図書館業務電算化の支援、

各部局事務室への端末機の設置、ファックスやテレックスサービス等々数えあげるときりがな

いが、長崎大学に所属する全ての教職員や学生に役立ち、そして自由に使えるセンターにする

為の貴重なデータが得られたと思っている。その上、センタ一所属教官を文部省の長期在外研

究員として派遣していただくことも出来たので、外国の大学の計算機センターについても十分

調査している。

情報処理センターが設置された昭和54年は、高度情報化社会という言葉が夢物語的に使わ

れはじめた頃で、大型計算機センターでもまだカード入力が主流を占めていた。それにもかか

わらず、レンタル予算で出来るだけコンビュータシステムの骨格を大きてし、端末機は学内予

算で処置して、会話型を指向したセンターを作ったが、この思想は今日まで妥当なものであっ

たと思う。しかし設立以来8年ぇ高度情報化社会という言葉がすっかり定着した現在、大学の

コンピュータをとりまく環境も大幅に変って来ている様である。大学のコンビュータも、当然

今までとは違った思想を持つべきで、丁度良い時機に発展する好機を得たと感謝している。

昨日、各部局の御要望を取り入れ、そして今までセンターで研究して来た成果も加味した総

合情報処理センター構想案を作り上げたところである。勿論これには将来を見透した長崎大学

独特の構想も含ませている。正式に政府予算案に計上されれば、 1月の運営委員会で御審議願

い、より良いものにしたいと考えている。

総合情報処理センターは、長崎大学に所属するすべての人々が、必要な時に、自由に使える

センターとなることを強く願っている。順調に行けば、昭和64年1月には新しいコンビュー

タシステムが運用を開始する予定である。一度御利用いただき、卒直な御感想をお寄せいただ

きたいと思う。(昭和62年12月22日記)



2. 随想

私と情報処理センター

熱帯医学研究所

嶋田雅暁

私の場合、疫学調査をやっている内にいつの間にか情報処理センターを利用するようになっ

た。センターを利用するといっても、たった一つの統計ノ'{':!ケージを馬鹿の一つ覚えで使って

いるだけ。自分で独自に複雑なプログラムを組み「コンビュータ」を使いこなしている方々に

は遠く及びもつかない。 I情報」の「処理」などとはそれこそ言えない。単なる計算機代わり

のようなものだ。

ほんの10年前、紙と鉛筆で一生懸命「正」の字を書いていた。 8年前は電卓。何度も計算

が合わないで困った事を思い出す。アフリカのケニアで30 0 0名ほどの調査データを扱うこ

とがあった。そのとき初めてコンピュータと言うものを使ってみようと思った。たまたまNE

CのPC8001という当時はやりのパソコンと、 BASICの手ほどきをしてくれた良き先

輩にめぐまれたということがあった。とはいっても、今でもそうだが、まるで泥縄の学習だっ

た。まず彼の作ったプログラムリストを片手に、何がパソコンに起こっているのかを念入りに

調べた。教科書らしいものは当初はなかった。回本から送られてきた本でいっきに疑問が氷解

ということもあった。コンビュータが使えるようになると、その自体は楽しいことだったが、

肝心のデータ処理がいっこうに進む気配のないことに気づき始めた。パグ取りに時間を食われ

るのだ。単純なスペルのミスから、思いもかけないプログラムの動きまで、何度泣かされたこ

とか。というわけで今でも、当時、時閣の節約になったかどうかは疑わしいと思っている。し

かし計算の間違い、これだけは本当に完全に無くなった。計算を何度も繰り返す必要がないと

いう事は、何にも替え難くうれしかった。

日本に帰ってみて驚いた。パソコンの勃興期であった。なんと、自分が苦労してフ.ログラミ

ングしたものよりはるかに優秀な(と思わせる)ソフトパッケージもすでにいくつかあった。

使ってみると、自分のものではないせいか、使し、心地は良いとは言えなかったが確かに便利。

プログラムを組む時間も節約できる。何度か使った。そうしたある日、どうしても鵬に落ちな

い結果に気づいた。幸か不幸かそのソフトは、 BASICで書かれていたので中を覗くと、何

と重大な間違い。プラスであるべきところがマイナスという単純な誤り。それからというもの、

初めて使うプログラムには必ず教科書などからの例題をやってもらうことにした。おかけでそ

のあとも一度あやしいのを事前に発見し、大事に至るのを防ぐことができた。どんなフ。ログラ

ムにも間違いはあるという当り前のことをそこでそこで再認識し、信頼のおけるソフトが心鹿

欲しいと思った。

「↑青報処理センター」の大型計算機というものについては、幾人かの人たちからの薦めがあっ
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て初めてその存在を知った。端末も満足に使えないのに、パソコン端末からアクセスするとい

う、例によっての泥縄式学習法。何か知っていそうな人には初対面でもしつこく聞き回った。

皆さん親切で(どういうわけかコンピュータを扱う人にはこういうタイプの人が多い)ご迷惑

ばかりかけたと思う。この場を借りてお礼を申し上げたい。使ってみればパソコンとは違って、

複雑怪奇。今でも、パソコンのフロッピーにある程度の事が書き込んであるから何とかやれる

だけで、それでさえまるごと人からもらったものを写しただけのものが多い。それでもその扱

い難しさにもめげずにいまだに使いつ続けいる。最大の理由はそのソフトの信頼性。やっと安

心して使える計算機に出合えたような気がする。こうして、今でも私の場合、 「情報処理セン

ター」は単なる計算機の延長。今の私にとってやはりあくまで計算にしか過ぎないと割り切っ

ている。 I情報」の「処理Jをさせるほどの能力は持っていないし、考えてもいない。いつの

日にか誰かが、私のような素人でもそんな大それた「情報処理」なるものを簡単にしてくれる

ことを願っている。

3 -



3. 利用者の声

人文社会系の研究における計算機センターの新しい利用形態

一一一一 一パソコンと計算機センターをどう使い分けるか一一一一一一

医療技術短期大学部

長谷川芳典

計算機の利用形態は、科学技術の進歩とともに固まぐるしく変化する。筆者が卒論のデータ

整理をしていた10数年前には、 「電卓」も「パソコン」も「ワープロ」も、まだ日本語とし

ては通用していなかった。最初に購入した電卓は39 800円であったと記憶しているが、メ

モリー機能は付いておらず四則演算のみが可能であった。こうした時代に、多少なりとも複雑

な統計処理をしようとすれば、大学内の計算機センター(以下、"センター"と略す)を利用

するほかはない。プログラムやデータをパンチしたカードを抱えて、なんどもなんどもセンタ

ー(京大)に通ったものである。

パーソナルコンピュータ(以下、"パスコン"と略す)が普及した現在、 10数年前と同じ

目的でセンターを利用する人は少ないと思う。かつて、センターの端末室に行かなければでき

なかった作業の大半はパソコンでもできるようになった。こうなると、センターのサービスが

いかに充実したとしても、パソコンで同じことができる場合にはわざわざ端末室には通わない。

パソコンをいったん買ってしまえば利用料金を徴収されることはないし、利用時間を気にせず

2 4時間いつでも好きなだけ使える。漢字も大小英文字も色とりどりの図形もかんたんに表示

できる。そして何よりも、自分の部屋で操作ができるという手軽さが、センターに通う煩わし

さから救ってくれるからである。

こうした現在において、人文社会系の研究者はどのような場合に計算機センターを必要とす

るのか、計算機センターに何を期待しているのか、以下に筆者なりの考えを述べてみたい。な

お、あらかじめお断わりしておくが、筆者の専門は実験心理学であって、人文社会系の他分野

の計算機利用の実態を正確に把握しているわけではない。ただ、実験の制御やデータの記録・

解析などにおいて、心理学における計算機の利用程度は他分野に比べると比較的高いレベルに

あり、以下に述べる利用内容は、人文社会系はもちろん、非工学系・医療技術系の大部分の分

野にもあてはまるのではないかと思っている。それから、以下の記述は昭和62年10月現在

の情報に基づいている。冒頭に述べたように科学技術は日進月歩であり、この文章が公表され

る頃にはさらに新しい利用形態が可能になっているかもしれないことを付記しておく。

1.パソコンで何ができるのか

はじめに、現在ノ守ソコンで何ができるのかをはっきりさせておく。上にも述べたように、パ
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ソコンの利用者は、センターのサービスがいかに充実したとしても、パソコンで同じことがで

きる場合にはわざわざ端末室には通わない。したがって、このことをはっきりさせておけば、

センターに何を期待しないかということがおのずから明らかとなり、結果的にセンターに期待

する部分が浮かび上がって来るはずである。

(1)ワープロによる文書作成

専用機やソフトウェアの目ざましい進歩と低価格化に伴なって、ワープロの利用方法は、セ

ンタ一方式から Hパーソナルユース"方式へと変容した。

センター方式とは、特定の部屋にワープロ専用機を置いて共同で利用する方式のことであり、

センターの端末利用もこれに含まれる。この方式の欠点は、利用時聞が制限されたり順番待ち

を強いられたりする点にある。いっぽう、パーソナルユース方式とは、自分の机のすぐ脇に専

用機やパソコンを設置して利用する方式である。低価格化が後者の利用方式に拍車をかけたの

は、言うまでもない。

ワープロの利用内容が、清書機械としての利用から記憶補助機械あるいは思考補助機械とし

ての利用というように変容したことも、パーソナル方式への変化を必然化している。 7-8年

前までは、ワープロは単なる清書機械にすぎなかった。教材のプリントを作るときなど、下書

きは手書きで行ないワープロで印刷をするという教官も多かったのではないかと思う。しかし、

専用機やソフトの機能が充実してくると、アイデアや他人の論文から得た知識などを文書ファ

イルとして保存しておき、必要に応じて検索したり、別の文書ファイルに複写するといった利

用ができるようになってきた。こうなると、ワープロ室までいちいち通っていたのではらちが

あかない。常に自分の机の横に置いて利用することが不可欠になってくるのである。

ワーフ・ロ専用機で作成した文書ファイルをパソコン用のファイルに変換する「ファイルコン

パータ」の向上も、パーソナルユース方式を促進している。これまで、ポータブルワープロ専

用のフロッピーディスクに保存した文書は、他の機種のワーフ。ロでは全く読めないという不便

さがあったが、最近ではそれらをMS-DOS上のテキストファイルに変換するソフトウェア

が普及している。これを利用すれば、自分の家のコタツの上でポータプルワープロを使って論

文などの下書きをしておき、それを保存したフロッピーディスクを研究室に持ち込んでテキス

トファイルに変換し、ワープロソフトで再編集することなどができるようになった。

こうした時代にあって、パソコンユーザーがセンターの端末をワープロとして利用するメリ

ットは、ほとんどなくなってきた。もし利用するとしたら、メール通信や機械翻訳を目的とす

る場合、あるいは、医学分館の端末室にあるようなページプリンターで鮮明な印刷をする場合

である(もっともページプリンターの実勢価格が大幅に低落した現在では、このメリットすら

なくなりつつある)。
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パソコン上のワープロソフトには、このほか、プログラムやデータファイルの作成ができる

という決定的な特長があるが、これについては次の(2)で詳しく述べることにする。

(劫 BASICによるデータ処理

パソコンの進歩に伴って、 BASIC言語も格段の進歩を遂げた。計算機センターではBA

SIC言語は文字通り "Beginner's All-purpose Symbol ic 

Instruct on Code"としての地位しか与えられておらず、実際のデータ処理

はFORTRANなど他の言語で処理されているものと思うが、パソコンのBASIC言語に

は、それとは比較にならないほど多くの機能が備わっている。(なおここでお断りしておくが、

以下に述べるBASICは、すべて"MS-DOS"あるいは IBMの"日本語-DOS"と

いうOSのもとで動く BASICのことである。これ以下のBASICでは利用価値は半減す

るので、 N88DISK-BASICやCP/M上のBASIC、あるいはハンドヘルドコン

ピュータなどで得たデータは、ファイルコンパータやRS232Cを介した転送などによって

早めにMS-DOS上のファイルに変換しておくことが望ましい)。

FORTRANしか利用しない研究者の中には、 BASICを誤解している人が多いように

思う。ひとつは、 BASICは大量のデータを処理できないという誤解、もうひとつはBAS

I Cは処理速度が遅く実用的でないという誤解である。もちろん、いずれも、全くの誤解とい

うわけではないが、少なくとも筆者が専門とする心理学のデータに限って言えば、 BASIC

を用いたためにデータが多すぎて処理できないとか、処理速度が遅すぎて待ちきれないという

ようなことは、きわめて希にしか起こらない現象であると思う。

BASICが大量のデータを処理できないというのは、全データを本体メモリに移して、マ

トリックス的に処理する場合に限られる。この場合、標準的な16ピットパソコン(たとえば

8086CPUを搭載しているパソコン)では、セグメントの関係で64KBまでのデータし

か処理することができない。 200x200の整数値データすら扱うことができないのは確か

である。しかし、たとえば、入学試験の科目別得点を合計し、さらに標準偏差等を算出すると

いった処理においては、全データを本体メモリに移す必要は全くない。フロッピーディスクな

どから、少数個のデータを順々に読み込んで処理し、別のフロッピーディスクに書き込めばよ

い。こういった場合には、プログラムを多少工夫すれば、何億人分のデータであっても、フロ

ッピーディスクを取り替えていくだけで処理が可能である。

BASICの処理速度が遅いということも、現在ではほとんど問題にならない。パソコンの

CPUの向上に伴なってBASICでも実用に耐えうる速さで処理ができる。 BASICコン

パイラを使えば、さらに2-7倍の速度で処理ができる。あるいは、構造化プログラミングを

可能にした新BASICなどを利用することもできるし、それでも待ちきれない人はC言語な
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どでプログラムを書けばよい。いずれにしても、センターとの聞を行き来する時間よりははる

かに短い時間で処理できるはずである。

MS-DOS上のBASICの最大の特長は、閉じMS-DOS上のワープロソフトと一体

となった利用ができる点にある。つまり、ワープロでプログラムを書いたり、データ入力をし

たり、あるいは処理結果をそのままワープロ文書として読み込んだりすることができるという

点である【注1]。たとえば、 1.2，4.5，3.3，4.1，5.6という 5個の数値データの

自乗値および自乗和を求めたいとする。このときには、まずワープロで下記のような l行だけ

の「文書」を作成する(ただし数字やコンマはすべて半角とする)。

11・2パ .5，3・3パ・1，5.6

この「文書」に適当なファイル名をつけて保存しておく(ここでは、かりに"data.da 

t "としておこう)。

つぎに、同じくワープロで下記のような10行足らずの文書をつくる。

10 OPEN "B:DATA.DAT" FOR lNPUT AS #1 
20 OPEN "B:KEKKA.DAT" FOR OUTPUT AS #2 
30 FOR 1=1 TO 5 
40 lNPUT #l，A 
50 TA=TA+A本A
60 ? #2，USING "###.### ";A事A;
70 NEXT 1 
80 ? #2，" 
90 ? #2，"自乗和=";TA
100 END 

そして、この文書に適当なファイル名をつけて保存する。

さらに、 BASICを起動して、このファイルをフ.ログラムとして呼び出し実行すれば、こん

どは"KEKKA. DAT"というファイルに結果が保存される。

これを再度ワープロソフトで読み込めば、結果を記した下記のような文書が得られる。

1.440 20.250 10.890 16.810 31. 360 
自乗和= 80.75 

以上の操作には次のような利点がある。第lに、データ入力に関しては、漢字を含むデータ

の入力・削除・訂正等がきわめて容易であり、しかもワープロソフトに習熟しておれば、文字

列の置換・検索などの編集がたやすくできることである。第2に、プログラム作成に際しては、

データ入力同様に、漢字を含むプログラムの編集がきわめて容易にできる。さらに変数名の検

索、あるいは"PRINT"を"LPRINT"に書き換える置換作業などが一発でできる。

また、ワープロソフトのウインドー機能を使えば、プログラムの一部分を別のプログラムの任
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意の箇所に挿入することも一発でできる(これらの編集作業は、 C言語やアセンブリ言語のプ

ログラム作成にも共通している)。第3に、データ出力に関しては、処理結果がそのままワー

フ.ロ文書になっているため、見出しを付加したり罫線を挿入したりして、結果を思いのままの

書式にまとめることが容易にできる。 MS-DOS基本コマンドを使えば、行単位のソーティ

ングも一発でできる(もちろん、 "LPRINT"による結果の打ち出しなど全く不要となる

ので、プリンターのインクリボンが相当に節約できることは言うまでもない)。いずれにして

も、ラインプリンターに打ち出された結果を手作業でワープロに再入力する手間など全くいら

ないし、出力の書式に神経質になる必要もなくなる。

パソコン本体のCPUもBASIC自体も、この数年間にめざましく向上した。 32ピット

パソコンの普及も時間の問題である。少なくとも、人文社会系の素人がプログラムを自作して

何らかの処理を行なう限りにおいては、パソコン十BASIC+ワープロソフトで充分であり、

センターの端末室へ行ってFORTRANでプログラムを作成するというような研究者はます

ます減っていくものと思う。

(3)データの入力方式の多様性

パソコンでは、多様な方式で生データを本体メモリやフロッピーディスクに取り込むことが

できる。

まず、手作業で数値を入力する場合には、上に述べたようにワープロソフトを利用できる。

ワーフ.ロの機能を生かせば、入力ミスの訂正やデータの検索がきわめて容易にできる。今でも、

BASICの入門書などには、 "INPUT"によるキ一入力や、 "DATA"文などが紹介

されているが、これらのステートメントに頼るのは、もはや時代遅れである。

手作業での入力を自宅のこたつの上でやりたいという場合には、ハンドヘルドコンビュータ

を使う。ハンドヘルドコンビュータに装着したRAMディスクか3. 5インチフロッピーディ

スクにいったんデータを保存しておき、パソコンに転送する。 RAMディスクから転送する場

合にはRS232Cインターフェースを、またフロッピーディスクから転送する場合にはRS

2 3 2 C方式に加えてMS-DOSへのファイル変換ソフトを用いる方法もある。

市販の統計ソフトでは、たいていの場合、独自の形式のランダムファイルでデータを保存す

るようになっているが、その形式さえわかれば比較的簡単なBASICプログラムによってワ

ーフ.ロで作成したテキストファイルとの双方向変換が可能であり、キ一入力をやり直す必要は

全くない。

近年、マークシートカード読み取り機が10数万円で発売されるようになった。これを利用

すればアンケートの集計が簡単にできる。共通一次試験の要領で回答者にマークをしてもらい、

これを読み取り機にかけてパソコンに転送する。調査者があらためて回答結果をキー入力する
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必要はまったくない。カード以外の回答用紙を用いた場合でも、回答用紙からマークカードへ

の転記をアルバイトに依頼すれば、雇用人数に反比例して時間の節約ができる。

ω 作図
センターニュースなどに、端末で作図をする方法が紹介されているが(例えばセンターニュ

ースNo. 86)、もともと作図はパソコンの独壇場である。パソコンで作図をさせる方法に

は3つの形態がある。 lつは、マウスあるいはマウスタブレットなどを用いて自分の好みの図

形を描く場合、第2は印刷された図形や写真をイメージスキャナを用いてパソコンに取り込む

場合、第3は数値を入力して各種のグラフを描かせる場合である。第l、第2に関しては、使

い勝手も精度もよい低価格の周辺装置が出回るようになってきた。第3に関しでも、使いやす

いソフトがいくつか発売されている。作図専門のソフトのほか、表計算・データベース機能と

一体となったものも発売されている。

従来、学会発表や教材用の図版スライドを作成する場合には、あらかじめロトリングセット

などで紙の上に図版を作成し、パナコピーフィルムなどを使ってそれらを撮影する方法が一般

的であった。今では、パソコンで‘ディスプレイ上に自動的に表示した図版を撮影すれば、コス

トが安くしかも美しいカラースライドが簡単にできる。また、プロッタなどの周辺装置を利用

すれば、論文投稿用の図版も簡単に作成できるようになった。

(日人工知能

パソコン用の人工知能ソフトも、ここ数年の聞にかなり普及してき士。人工知能言語の代表

格と言えば fL1 S P Jと fPROLOGJということになるが、いずれも数万円-10万円

程度で購入できるようになっている。人工知能のなかで人文社会系あるいは医療技術系の研究

者にとって最も利用価値のあるのは知識データペース機能であると思うが、個人的なデータペ

ースに限ればパソコンソフトが充分にその役割を果してくれる。つい最近、センターでもPR

OLOG (センターニュースNo.102)、UT1 L 1 S P (センターニュースNo. 1 0 

3)の運用が開始されたが、筆者の研究分野に関する限りでは、パソコンソフトに代えて利用

することのメリットは今のところ見い出せない。

2. センターの現状、センターに期待すること

以上述べてきたように、現在では、 10数年前には大型計算機でしかできなかった処理の大

半がパソコンでできるようになってきた。初めにも述べたように、パソコンが使える研究者は、

パソコンでできることはパソコンでやる。わざわざ端末室に通って大型計算機に同じ処理をさ
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せることはありえないと思う。したがって、今後、センターに期待することは、パソコンでは

当分できそうにもないことが中心となる。以下に、センターに期待することを、現状と対比さ

せながら述べることにする。

(1)専門端末とエミュレータ

はじめに、パソコンをセンターの端末として利用する際の要望について述べる。パソコンの

めざましい普及に伴なって、端末室に出向いて専用端末機を利用する従来の方式に代えて、研

究者が各自の研究室に設置したパソコンでエミュレータソフト【注2】を起動し、ホストコン

ピュータに接続して利用する方式が主流になろうとしている。そこでセンターでも、これに対

応した受け口を多数準備してもらいたい。また、エミュレータソフトやモデムを利用者が個別

に購入するにはコストがかかりすぎるので(各10万円-20万円)、できればセンター側で

一括購入して希望者に貸し出すようにしてもらいたいと思う。

エミュレータソフトを起動してパソコンを端末代りに使うことの最大の利点は、データの入

力や保存がパソコンの側で自由にできることである。たとえば、計算処理の結果を保存する場

合、専用端末ではデータを印刷するか、大型計算機側の記憶装置に保存するしかないが、パソ

コンを使えば、画面に表示されたデータ等をいども簡単にフロッピーディスクに取り込むこと

ができる。フロッピーディスクに取り込まれたデータは、同じDOS上のワープロで読み出し、

論文の表としてそのまま利用したり、望み通りのフォーマットで印刷したり、あるいは検索・

置換、ファイルの合成などをすることが可能である。そのほか、パソコンのワープロで作成し

た文書やフ@ログラムを大型計算機に転送することもできる。これまでは、プログラムの作成を

はじめ、データの入力から出力にいたる全過程を専用端末に頼っていた研費者が多かったが、

これからは、このようにデータの入出力はパソコン自体で行ない、必要な処理だけをセンター

に頼るという利用形態に移行していくべきであると思う。ついでに少々出すぎたことを言えば、

これからのセンターの予算計画においては、専用端末の増設をはかることはもはや時代遅れで

あり、むしろ貸出用のモデムやエミュレータソフト、回線網などの充実に力点をおくべきであ

ると思、う。

(2) 機械翻訳・英文表現力チェック機能

センターで充実してもらいたいソフトの第1として、機械翻訳サービスをあげたい。現在用

意されている iATLASIIJは、筆者が試用した限りでは、研究にはほとんど役に立たない。

次の翻訳例を見ていただきたい。
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和文
①この問題はl臼も早く解決されなければならない。
②この問題は少しでも早く解決されなければならない。
翻訳結果
①This Droblem is 
must be solved 

e a r 1 y t h e f r s t and 

②This problem must b e s 0 1 v e d e a r 1 y e v e n 
a t t 1 e 

これでは、和英辞典で逐次訳していったほうがよっぽどよい。もちろん、原文に対する前処

理、翻訳後の文章に対する後処理を忠実に行なえば、もう少しマシな英文が得られるかもしれ

ないが、少なくとも高等教育を受けた研究者が英文を作成する限りにおいては、自力で直接英

語を作った方がはるかに手っとり早い。

研究者がむしろ必要とするのは、自分の作成した英文の文法や表現力をチェックするプログ

ラムである。現在、パソコン用にも、 rR i g h t Wr terJ rGrammatikJ 

といった文法チェックソフトが市販されているが、大型計算機を使えば、もっと多様で精密な

チェックができるはずである。もっとも、大型計算機でこの種のソフトを活用するための前提

として、パソコンとの文書ファイルの転送が容易にできる機能をあらかじめ整備しなければな

らないカ九

このほか、人工知能言語を生かした機械翻訳システムを開発し、階層対話型の翻訳システム

(ATLASIIのような1通りの翻訳出力ではなくて、翻訳の過程で利用者に随時質問を行な

い、その要請に応じて多様な英語表現を出力するシステム)を実現する必要があると思う。

(3) 各種データベースの充実

人文社会系の研究者がセンターを利用する上で、これからますます利用価値が高くなるのは

各種の共用データペースであると思う。学術情報センターのサービス開始と大学問コンビュー

タネットワークの拡充に伴ない、今年(1987年)になってから、きわめて容易に情報検索

ができるようになってきた。本医療短大でも、エミュレータソフトの購入後、文献検索等を行

なう教官が増えてきている。

しかし、これまでに利用してみたところ、次のような問題のあることがわかった。まず、

rJPMARCJに関しては、情報が古くしかも網羅されていないという問題点があった。た

とえば、本年(1987年) 7月に rL1 S P Jに関する書籍を検索したところ、わずか4点

しか出力されなかった。 1 0月に再度検索したところ、やっと9点に増えてはいたが、それで

も圏内で rL1 S P Jに関する書籍がはるかに多数発行されていることを考えれば、きわめて

断片的なデータペースであると言わざるをえない。これは、 rJPMARCJが、国立国会図

書館に所蔵されている書籍についてのみのデータベースであるためだと聞いている。いくらた



くさん発行されていても、国会図書館に納入されなければデータには入らない。しかし、研究

者が知りたいのは、あくまで、国内でどういう本が発行されているかであって、国会図書館の

蔵書状況を知りたいわけではない。何とかしてもらいたいものだ。第2に、研究文献データベ

ースの充実の問題がある。本医療短大では、医学系の文献検索を必要とする教宮が多いが、現

在収容されている ILife Science CollectionJは、分野が偏ってお

り不十分であるとの声が強い。そのほか、筆者が必要とする心理学関係のデータベースも全く

ないなど、現時点では、学術情報センターを利用したくても利用できるデータベースがないと

いう研究者が各分野にわたって存在している。

(4) 情報処理教育とパソコン教育

筆者は情報処理教育の専門家ではないので差し出がましい発言になるが、これからの情報処

理教育においては、もっとパソコン教育を重視してもらいたいと思う。これまで、センターの

専用端末を用いた教育や公開講座は積極的に行なわれてきたが、パソコン操作に関する正規の

教育はほとんど見当らないように思う。もちろん、大型計算機でもBASICの勉強はできる

が、専用端末では、先にも述べたようなファイル操作、グラフィック処理、ワープロとの連携

操作など、 BASICの最も魅力的な部分が抜げ需ちてしまう恐れがある。教育・研究におい

てパソコンが不可欠の道具になっている現在、センターとしてもパソコン教育にもっと力を入

れてもらいたい。 Iセンター」は、あくまで撞盟組理卑センターであって、犬却計算機のセン

ターではないということに留意してもらいたい。

教官向けのパソコン講習、あるいはパソコンに関する最新情報の提供もぜひやってもらいた

い。現在のところ、パソコンに関する質問・相談を受け付ける機関は学内に全くない。そのた

めパソコンについてわからないことは、専門書や雑誌で調べるか、業者もしくは「より詳しい

知識をもった教官」に質問するしかない。しかし、専門書等を読んで解決するには時聞がかか

るし、業者は当てにならない。けっきょく、 「より詳しい知識をもった教官」に問い合わせが

殺到する。もし、センターにパソコン専門の技官を配置し相談の受け付けや学内講習会を引き

受けてもらうことができるならば、 「より詳しい知識をもった教官」ははるかに多くの時聞を

自分の研究にあてることができるはずである。

(日その他

人工知能言語の発展に伴ない、エキスパートシステムの構築が簡単にできるようになった。

エキスパートシステム自体はパソコンでも作れるが、共用性という点からみれば、大型計算機

を利用することが望ましい。もっとも、利用者に一方的に任されていたのでは、システムを構

築できる専門家は一部の「計算機マニア」に限られてしまう。センター側で専門技官を配置し、
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構築の補助をしてくれればありがたい。

計算機の進歩は目ざましい。本稿が印刷されるころには、 32ピットパソコンが注目を集め

ているであろう。しかし、パソコンがどのように進歩しても、計算機センターが不要になるこ

とはありえない。むしろ、パソコンネットワークの中核、あるいは共用データベースのセンタ

ーとしての指導的役割がさらに要請されるようになるものと思う。今回、長崎大学情報処理セ

ンターは、めでたく総合情報処理センターへ昇格する見通しとなったが、その構築にあたって

は、過去に設立された総合情報処理センターを模すことなく、発想を大転換して、新しい利用

形態に見合ったシステムを作り上げてもらいたいと思う。

注

【注1】文章がそのままMS-DOS上のテキストファイルとして保存されるワープロソフト

「一太郎」など)。これ以外のソフトでは，いちいちテキストファイルへとに限る(例えば，

文章との交換をしなければならない。

【注2】ここでいうエミュレータソフトとは，滋空宇コードの双方向変検機能を持った端末化ソ

q
u
 

フトのことである。



4. 事例報告

海事衛星通信回線を使用してのTSS処理

はじめに

水産学部練習船鶴洋丸

小委勝

TSSとはTime Sharing Systemの略称で、多数の利用者が一つの計算

機システムを、端末から時分割し、あたかも自分が独占しているかのように利用できる方式で

ある。 1987年7月6臼より同年8月29日および10月21日より 12月14日の本学練

習船鶴洋丸の遠洋航海の期間に、海事衛星通信装置を使用して、本学情報処理センターとパソ

コン端末でのTSS処理の実験を行い、簡単なプログラムの処理をし、海事通信衛星国際公衆

電話回線経由でのTSS処理が一定の条件を満たせば、ほほ問題なく動作することが確認され

7こ。

このことは、時間的制約を除けば高価な計算機システムを船舶に搭載することなく衛星通信

装置、パソコン、モデム等の端末機器を使用して、高度な情報処理と最新の計算機システムを

利用できるメリットがある。

同センターの最近のニュースではフルスクリーンによるテキスト編集、 ODM(日本語文章

処理システム)、 ATLAS(日英、英日自動翻訳システム)等の使用がパソコン端末により

可能になったとのことである。われわれ船舶の利用者にとって、今後ますます有効利用が期待

される。

使用機材

海事衛星通信装置 JUE-35B型 日本無線

ノfーソナJレコンビューター PC9801UV2 NEC 

プラズマディプレイ NEC 

5インチフロッピードライブ TF-50 エフ.ソン

モデム HI-MODEM2400 インターコム社

4WIRE-2WIRE変換器 日本無線

プリンター PC-PR201TL NEC 

通信用ソフト ESTERM アスキー

CTERM アスキー
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方法

1. システム構成の概要

パーソナルコンピュータおよびモデムは、一般に使用されている市販品である。システム構

成の概要は[図1]に示す。パソコンから出た信号はモデムを経て、 4WIRE-2WIRE

変換器に入る。海事衛星通信回線は、無線回線であり 4線式を採用しているので、 2線式モデ

ムを4線式に変換するためのハイブリッドトランスを付加する必要がある。

[図1] 
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本体で適正なレベルに増幅された信号は、パラボラアンテナより赤道上空の海事通信衛星に

送出される。主らに同衛星を経由して、海岸地球局 (CE S)により受信されこの信号は、再

び4線式から2線式に変換され、国際公衆回線の交換台(INT EX.)に入る。日本圏内

との交信なら、 NTTの中央交換台 (CNT.EX. )を通り、地方交換台 (LOCe¥1

EX. )経由の圏内公衆電話回線により長崎大学情報処理センターのモデムを通りFACOM

M360に接続される。陸上より船舶地球局 (SE S)に信号が送られる場合は、これと逆の

経路を通る。
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2.通信の相手方、通信手順およびモデムの概要

ホスト・コンビューターは、長崎大学情報処理センター(以後センターと略記)F ACOM 

M-360である。通信手}I頂(プロトコル)は、次のとおり。

2線式全二重、調歩同期式無手順 (TTY手順)、通信速度1. 200bps、2. 400 

bps 、データ長(JIS/7bit)、ストップピット長1. 5bi t 、Xコントロールあ

り、 Sパラあり、パリティ偶数、 CR十LFで送信、受信CRで復帰+改行動作、エコーパッ

ク無し。

モデムHI-MODEM2400は、 300、1. 2 0 0、2.400bps全二重 (CC

1 TT V. 2 2 2、V. 22bis/Bell 103、21 2 A 準拠)制御コマンドは

ヘイズATコマンド準拠、 AA型NCU内蔵。

3. TS S処理テスト

鶴洋丸の航海中、インド洋と太平洋海事衛星経由でセンターとのアクセスを20回程度くり

かえし主とし通信速度2.400bpsで次の項目について、実験を行った。

(1)ノ守ソコンPC9801UV2のターミナルモードによるLOGON、LOGOFF。

( 2 )市販の通信ソフト ESTERMを使用してのTSSコマンドの動作、 EDITモード

でのサブコマンドによるプログラムの修正。

( 3 )パソコン端末とセンター聞のプログラムまたはデータのアップロード、ダウンロード。

(4) RUNコマンドによる簡単なプログラムの処理テスト、 TSSにおける一連の基本操

作の確認。

( 5 )簡単なフ。ロシジャーファイルの作成、および実行。

結果および考察

海事衛星は、太平洋、インド洋および大西洋衛星の3個を[図2]に示す赤道上空35. 7 

69Kmの静止軌道に打ち上げることによりほぼ地球の全海域をカバーするように設計されて

いる。

海事衛星経由のTSS処理実験より次のことが云える。

1.海事衛星通信装置(JUE-35B型)使用の場合、受信感度指標80以上あればインド

洋、太平洋上の衛星を経由してのセンターとのTSS処理に大きな問題点は認められず、文字

化けも赤道付近でわずかに出る程度であった。
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TSS処理の基本的なコマンドであるLOGONよりEDITコマンドによる簡単なプログ

ラムの作成、サブコマンドの動作、プログラムの修正、 SAVEコマンドでのデータセットへ

の格納、 RUNコマンドによるプログラムの実行および簡単なプロシジャーファイルの作成な

どパソコンによるTSS端末を計算機システムへ接続し、簡単なプログラムを入力実行するま

での動作、センターと本船間での通信ソフトによるプログラムまたはデータのアップロード

(送信)およびダウンロード(受信)などの動作が確実に行われた。

しかし、鶴洋丸が海事衛星を船尾方向180-183度に見て航行するとき、本船の海事衛

星通信装置のパラボラアンテナがメインマストにより通信路を遮断されブロッキング現象で極

端に通信状態が悪化して、受信感度指標50以下となり回線が通信中切断され通信不能となる。

特に捜業中は、頻繁に変針するのでこの傾向が大である。

海事通信衛星と本船の距離がわずかに近づく赤道付近の海域では、受信感度が高緯度の海域

より上昇する。このことにより端末のノイズによる誤動作を生じる。高緯度での受信感度より

低緯度では、低く設定したほうがよい。 本実験で使用した簡単なプログラムと実行結果の一

例を[附表1]に示す。
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2.海事衛星電話回線の特殊性および端末設備の実験上考慮すべき点はつぎのとおりである。

(1)信号の伝播において、往復およそO. 6秒の遅延がある。通信衛星が赤道上空約36. 

000キロの静止軌道上にあるため、電波が船舶地球局と海岸地球局との聞の往復に要す時間

である。このことは、自局端末から信号伝送後、相手端末装置からの応答を受けるまでにおよ

そO.6秒要するので、回線断、応答の有無の確認時間の設定には、この時聞の遅れを考慮し

なければならない。本実験に使用されたモデムは、キャリア検出時聞は初期値O.6秒である

ので、センターとのLOGON時回線が切れる不都合を生じる時があり、この時間設定を1秒

に変更し、以後正常勤作が確認された。

キャリア断検出時間は、初期値7秒であり、この時間設定については、問題は認められなか

っTこ。

( 2 )適正送信レベル:通常の海事衛星電話回線には、エコーを防止するため、陸側の4線

/2線式変換部分にエコーサプレッサー (CC 1 TT勧告G1 6 1準拠)が挿入されている。

このエコーサプレッサーは、船側の話手が話しているとき、その声が陸側の受け手側で反響し

て、およそO.6秒後に話手の受話器にエコーとなって戻ってくる声をカットするスイッチ回

路である。ただし、陸側から一定レベル以上のレベルで信号を送信するとスイッチは閉じ、同

時に送受両方向に信号を流すことができる。したがって、この回路が動作している場合は、全

二重方式の通信が可能であるが、送受信レベルの設定において注意が必要で、ある。

海事衛星電話回線は、適正伝送レベ、ルの範囲が狭く、 [表1]高過ぎると信号が歪むだけで

なく、他の回線に妨害を与える。低過ぎると雑音レベルとの余裕が取れない。データ通信等の

高速度通信を行う場合は、適正伝送レベルを守ることが特に重要である。

[表1] 船舶地球局の海事衛星電話回線の品質

コンパンダーなし コンパンダーあり

伝送帯域幅 300Hz-3. OOOHz 300Hz-3. OOOHz 

受信信号レベル -6 dBm -13dBm 

受信雑音レベル 一28dBm (S/N改善度 13-15dBm)

送出信号レベル 6 dBm -13dBm 

(伝K送DレベルのメインBテ)ナンス規格 NTT区間::t 2dB. 
D区間:士2.5d
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実験に使用されたモデムは、送信レベル-6dBm--16dBmで、ある。実験では-6dB

m程度にセットされたが特に問題点はなかった。 4線2線式ハイブリッドトランスでの-8

dBの減嚢があり、これを補正するため送信レベル範囲を0--20dBmの聞を2dBmス

テップ毎に、調整できるモデムが適当であろう。

( 3)適正受信感度:エコーサプレッサーは、 2.1 0 0 H zのトーン信号(送信レベルー

1 2 d BmO :t 6 d B)を受信すると一時的に機能を停止する。

船側から信号の送信に前置して2.100Hzのトーン信号を送信することにより、送受信

レベルに関係なく同時両方向に信号を流すことが出来る。しかし多少のエコーは避けられず、

データ通信等では、送信信号のエコーを受信信号と誤認する可能性があるので受信感度の設定

において注意を要する。海事衛星電話回線は、受信雑音レベルが大きく受信感度を必要以上に

よく設定すると端末設備のノイズによる誤動作を招くなど、得策でない。

一方、船舶地球局には陸上回線の加入者線に相当するものがなく、船舶地球局設備と端末設

備の損失がほとんどゼロである。したがって、受信信号レベルは-13dBmを大きく外れる

ことがないので、受信感度は、必要以上によく設定しないほうがよい。本実験で使用されたモ

デムの受信レベルは、 -6dBm-ー45dBmである。高緯度の位置ではモデムの動作は安

定した。本船と通信衛星との距離が近付く赤道付近マは、実験初期にし 2 0 0 b p s、2.

400bps共に意味不明な文字が時々パソコンのスクリーン上表示されるなど誤動作を生じ

た。他のパソコン通信のホスト局PC-VAN(NEC日本電気系)との通信では、このよう

な現象が発生しなかった。そこで4WIER-2WIER変換器に付加されている減衰器によ

り-12dB受信レベルを下げたところ動作は安定した。

センターに連絡したところ送信レベルがOdBmであった。陸上回線では-15dBm程度

で送信されているのが普通である。センターにお願いして-10dBmに下げて頂いた。それ

以後安定に動作するので、センヲーの送信レベルが高すぎるための誤動作らしい。送信レベル

同様、受信レベルにおいても感度を、調整できるよう減衰器を備えたモデムのほうが適当であ

ろう。

本実験に使用したモデムには、ノイズ対策のためのイコライザーが付加されていない。特に

無線回線を使用するときは、ノイズ対策のなされたモデムが望ましい。

(4 )スプリアス:海事衛星通信回線の網制御信号として2. 600Hz (受信レベル-4

d BmO :t 4 d B)を使用しているので伝送信号中に、網制御信号に影響を与えるようなレ

ベル(およそ-8dBmO以上)の2.600Hzの成分を含んで‘はならない。

本実験では、センターへのアクセスは、手動により実施したのでこの点については、考慮さ

れなかった。次回はモデムから直接網制御を行えるよう設計してみたいのでこの点にも留意し

たい。
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( 5 )通信速度:海事衛星電話回線ではNTTの電話回線経由の場合、最高通信速度は4.8 

o 0 b p sが限界とされている。センターの公衆回線で使用できる最高速度は、現在のところ
2.400bpsである。長崎方面のNTT回線品質はあまり良好とは言えない。筆者の陸上

での実験では時間帯により 2.400bpsで文字化けが出ることがあった。今回はほとんど

2.400bpsを使用したが1回のセッション時間が短かかったこともあるが良好に動作し

た。センターの通信速度もスピードアップされる可能性もあるのでできれば、 4. 8 0 0 

b p sの速度による実験も行ってみたい。

3.舶用パソコン端末の特殊性

(1)動揺:ローリング、ピッチング、パンチングなどは直接データ通信に影響をおよほす

要素ではないが、パソコンその他端末機器をおく机などに十分の注意を払い固定する必要があ

る。さもないと、機器を破損する恐れが大である。

( 2 )振動:船舶におけるパソコン端末使用において波によるパンチング、推進機関から発

する振動が問題である。本実験中ごくまれではあるが通信ソフトを立ちあげる際に、読み込み

エラーが出ることがあった。本実験に使用したパソコンは、 3. 5インチのマイクロフロッピ

ー・ディクスク 2ドライブ内蔵(1MB/ドラ弓ブ)のものである。このエラーは、従来の5

インチミニフロッピーディスク (2HD)に比較してトラック密度が高いことに起因するシー

クエラーと考えられる。そこで5インチミニフロッピーディスクEPSON、TF-50(2 

HD)に取り替えたところ、この読み込みエラーは解消された。このことから特に推進機関の

振動の大きい船舶の場合は、 5インチミニフロッピーディスクドライブの方が信頼度が高い。

( 3)気温、湿度:一般に本線の無線室内の室温は、ほぽ27-32"Cの聞である。湿度は

7 3%-88%程度である。陸上の環境からすると湿度が非常に高い。本実験中、特に問題と

なることはなかった。長期的に実験を続けないと正確な考察はできないが、機器の耐湿性、室

内のエアーコンディショニングについても考慮されるべきであろう。

(4 )雑音対策:最近の航海計器、無線機器などは、殆どマイクロプロセッサーを利用して

おり、これらのクロック周波数による雑音が出る場合が多いので、パソコン端末、モデムにつ

いては、設置場所に雑音の少ない場所を選定するとともに配線にはシールドラインを使用しア

ースを施すなど充分な配慮が必要である。

( 5 )アンテナの設置場所:海事衛星通信装置のアンテナの設置場所は、パラボラアンテナ

を使用しているので、仰角100 において全周360。に遮閉物がないことが理想的である。

しかし、このような恵まれた条件は大型船舶にのみしか期待できない。本船においては、相対

方位180-1840 の間メインマストに遮閉されブロッキングを起こしデータ通信はもとよ

り、電話、 FAX、テレックスもこの角範囲における送受は不可能である。今後建造される船
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舶は、この点には充分考慮する必要がる。

( 6 )プロトコル:無手順TTY方式での実験ではあったが、ブロッキング現象、極端なフ

エーデイングなどの場合を除けば、文字化けによる誤字も少ないことからこの方式で十分と思

われる。だか、船舶では小さなエラーが大きな事故につながることも考えられるのでエラーチ

ェック機能のある通信手順が最良である。

( 7 )通信費:海事衛星電話回線は、通話料が3分間、 5.700円と非常に高価である。

しかし億単位のコンピュータを船舶に搭載し、 4-5年間経てば、すでにただの鉄屑同様にな

る昨今のコンビュータ環境を考えると、最先端の大型コンピュータを船舶において使用できる

メリットは大きい。ただし利用できるのは、センターの運用時間に限られるという制約を受け

ることはいうまでもない。

一般にセンターでTSSの使用の形態は、ーセッション当り 2時間である。船舶で、この様

な使用法をとると通信料金は114.000円となり驚くほど高額になってしまう。そこであ

らかじめ使用するプログラムは、①入港中にセンターで作成しておくようにする。②データな

どの作成は、通信プログラムのエディターなどを使用する。③データはアップロード機能によ

り一括送信するなど、センターとのセッション開設時聞を必要最小限度にとどめるよう、工夫

する必要がある。だだし、パソコン対ノ.::yコンで単に2者聞の通信を行う場合に限っては、他

のメディアFAX、TELEXなどよりも時間当りの情報量を多く送信できるので、利用の形

態によっては短波による無線電報(1通25字まで600円)より安価な通信が期待できる。

(8 )センターへの要望:セッション開設時に、針路の変針によるプロッキング、シンチレ

ーション、端末の誤動作などによって回線が中断された場合、センター側にエラーが発生し、

以後のアクセスが不能となる。本実験では公衆回線を使用されているユーザーには多大なご迷

惑をかけた。このような事故は、陸上回線のみの使用時も起こりうることであるが、特に海事

衛星回線を併用しているときはその頻度が大である。

センターにもこのようなエラー発生に対処する処置をお願いするとともに、今回多大のご迷

惑をかけたことを陳謝致す次第である。

4.将来への課題

(1) TSSの通信料金: この実験で、特に問題となる点は、通信費が高価である。海事

衛星電話回線については、利用する船舶が急撤に増加しない限り、料金のコストダウンは、期

待できない。しかし、わが国においては宇宙開発公団によって、 1987年8月打ち上げられ

た技術試験衛星「きく 5号」を使って、成田一アンカレッジ聞の日航ジャンボ貨物機からの無

線通信の中継に成功した。今後航空機、船舶、自動車などさまざまな移動体との衛星通信実験

が開始される。
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この実験が成功すれば、ここ4-5年の聞に本格的移動体用国内衛星が稼働することになろ

う。圏内衛星を使用できるようになれば、当然のことながら通信コストは、大幅に低減できる

と思われる。そうなると、船舶もその通信圏内においてパソコン端末で大型のコンピュターシ

ステムを色々の分野で利用できよう。

( 2 )パソコン通信への利用 :TSSのもうひとつの利用法であるパソコン端末対パソコン

端末あるいはパソコン端末対大型ホストコンピュータの組合せで手軽に出来る通信手段として

のいわゆるパソコン通信が、ニューメディアとして今注目をあびている。昨今では、大手の電

子関係、日本航空、マスコミ系、食品系の会社、 NTTなど大手各社がこの業界に多数参入し

つつある。サービスの内容はホストに大型のコンピュータを用いた、電子メール、電子掲示板、

電子会議、翻訳、データペース、ニュース、株式市況、座席予約、電子ショッピング、パソコ

ンソフト販売など多分野にわたりサービスを開始している。船舶においても、船舶気象、航行

警報、ニュース、船舶聞の情報の交換、家族やオーナーとのメール交換、さらに各種のアプリ

ケーションプログラムとの連動、テレックス、 FAX端末への接続、他のネットワークとのゲ

ートウェイ機能など数え上げたらきりがないほど利用範囲は広い。

現状では船舶における情報は、その種類により入手経路が異なり、非能率的な情報収集を行

っていて、リアルタイムの情報を得ることが困難である。これらを一つのネットワークの傘の

下に一元化できれば、必要なときに必要な情報を参照できるので、船舶は能率的、かつ安全運

航に大きく役立つと思う。今後、海事専用ネットワークの開設を期待すると共に世界的なもの

まで発展することが望ましい。

また本船とPC-VANとの接続実験は、すでに終わっていて、これも問題なく動作するこ

とが確認された。基本的にはこのような既存のネットワークを利用することもできるだろう。

船舶におけるメールの送受信には安全運航上一字、一旬たりとも文字化けによる誤動作は許

されないほど高い精度が求められている。本実験に使用した方式はいわゆる無手順垂れ流し方

式でありエラーのチェック機能を持っていない。今後許されれば、郵政省推奨方式(JUST

PC方式)、 MNP方式 (Mi c r 0 C 0 m N e t W 0 r k i n g P r 0 t 0 C 0 1 )な

どのエラー検出プロトコルを持つモデムについての実験も行ってみたい。

1 987年12月現在で、海事衛星通信装置を設置している日本を含む各国の船舶数は

約6.0 0 0隻である。これに対し使用可能なチャンネル数は各衛星とも278チャンネルで

ある。現時点ではチャンネル利用率が10%以下で相当余裕がある。しかし、上述の使用の形

態をとるとやがては、回線容量の不足をきたすと考えられる。この点についても予め対処する

手段が必要と思う。
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要約

本実験では当初入手した参考文献が少なく、まったくの手探りの状態から開始した。これま

で筆者はPC-VANなどのネットワークでのパ、ノコン通信は経験している。しかし海事衛星

回線を介するTSSへの接続は、一見簡単に思われるが、技術的に極めて難しい問題が多い。

まずは船舶地球局と海事衛星および海岸地球局の距離が長く(往復に要する時間が約O.6秒)

モデムのキャリア検出時聞を少なくとも 1秒ぐらいに設定しなくてならないこと(普通モデム

は、初期設定O. 6秒のものが多い)。エコーの影響を極力抑えるための送出レベル、受信感

度の適正設定については特に注意をはらう必要がある。この適正レベル設定が本実験当初の難

題の一つであった。 PC-VANなどのデータペースの局とはうまく接続できるが、センター

とはうまくつながらない。調べたところセンターの送信レベルが、一般のデータベースの局よ

り大きいために受信時に誤動作を生じることが判った。

インテルサットなどの衛星を使つての固定地聞のデータ通信は現在では日常茶飯事に行われ

ていて別に珍しくもない。しかし船舶のような移動体では、その位置が刻々と変化する点にあ

る。また、船舶の針路によっては送受信用のパラボラアンテナのビームが船舶の構造物により

衛星との通信路を遮断され、引き起こされるフeロッキング現象あるいは航行海域によっては電

波が電離層を通過する際の伝播条件が異なるため発生するシンチレーション (S c i n 

t llat on)などで必ずしも通信条件が安定していない。

このため電話回線としては、利用することが出来てもより高い精度を求められるデータ通信

には使用できないといった事態も生ずる。これらに対処するには、①ずロッキング現象にはパ

ラボラアンテナを2つ装備する。②シンチレーションについてはモデムに高性能のイコライザ

ーを付加するなど対策を講ずる必要がある。これらの移動体が持つ上記の欠点を克服できれば、

船舶に大型のコンピュータを搭載する必要がなく通信料金のハイコストも装備するコンピュー

タの利息程度で運用できよう。一般に船舶には、専門のハード、ソフトの技術者が乗船してい

ないのが普通で大型コンビュータの導入には運用面で問題がある。本実験は、センターと本船

の聞でのみ行われたが、理論的にはプロトコルの一致と 1D番号さえあれば、他のホストコン

ヒ・ュータとの接続は公衆回線を使用してアクセスすることができる。

FACOM M360の利用について長崎大学情報処理センターの野崎剛一講師はじめ、内

本佳彦氏にお世話になった。これらの方々に心から謝意を表する。御助力のおかげで長崎大学

情報処理センターのFACOMM360とのTSS処理は、インド洋衛星、太平洋衛星経由

で鶴洋丸がどこの海域にいようとこれらの星の通信圏内においては、基本的に常時使用できる

態勢にある。
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5. 開発報告

PC98シリーズユーザのためのTSS通信制御プログラム

1.まえがき

工学部構造工学科

修行稔

MS-DOS上で動くスクリーン・エディターが最近いろいろと市販されているが、実際に

使ってみるとその性能の良さに驚かされる。筆者の手元にあるパソコンPC98XLとそのハ

イレゾリューション・モード用スクリーン・エディタ一MIFESXを使用した感じでは、総

合的に見るとセンターの専用端末を用いたデータセットの編集機能を凌ぐのではないかとさえ

思われるほどである。パソコンをTSS端末として使う場合いろいろな形態が考えられる訳で

あるが、上記のような最近の事情を考慮すると fFORTRANソース・プログラムやデータ

などのファイルをパソコン側で作成し、これを一括してホストに転送して計算を依頼する。エ

ラーが生じてフ。ログラムやデータの修正が必要な場合には、修正に必要な情報をホストからパ

ソコンに転送し、これをもとにパソコンのファイルを修正して再び一括してホストに転送して

計算を依頼する。」という形を中心とした使い方があってもよいように思われる。

ただ、このような使い方が実用的であるためには少なくとも次の二つの条件が満たされなけ

ればならない。

1.パソコンとホスト聞の転送速度が速いこと。

2.スクリーン・エディターが使えるMS-DOSモードと、ファイル転送や計算依頼ので

きるTSSモードとの切り替えが簡単なキー援作で瞬時に行え、転送したファイルがす

ぐ計算に使用できること。

条件1の転送速度に関しては、 2400bpsのモデムを用いれば充分実用になる可能性があ

り、条件2についてもMS-DOS上で走る通信制御フ.ログラムを作製することで容易に実現

できる。そこで、筆者は次のような方針のもとにプログラムを作ってみることにした。

1.できるだけ転送速度を上げるため、アセンブリ言語で組む。

2.機能は必要最小限度のものに絞り、通常のTSSとファイルの転送のみとしてホストの

ファイル(データセット)の編集は富士通提供のPFDE TTYTYPE [9]に頼

る。そのかわり、前記の使用方法に対してはできるだけ使い易くなるよう工夫する。

3.日本語の受信をサポートする。(注1)

試作したものをこれまで約5ヶ月間使用してきたが、不備なところの手直しもほぼ終わり、現

在筆者の手元で快調に動いている。性能としては、 PC98XLのハイレゾリューション・モ

ード(クロック 10 MH z)で2400bpsのときファイル転送速度が受信の場合毎秒約2
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1 0字 (TTY T 4 0 1 0 コマンド入力時(注2))、送信の場合毎秒約200字である。

また、信頼性については、 1300行のFORTRANソース・プログラムを交換回線を用い

て5回往復転送し、原フ.ログラムと比較するという操作をこれまで何度か繰り返し、文字の欠

落がないことを確認している。使ってみると案外便利なものであり、本センターのユーザー諸

氏の中にもあるいは使ってみたい方もおられるのではないかと思い、ここに紹介することにし

アこ。

2.必要な機器

2. 1 ハードウェア

まず、中心となるパソコンであるが、今のところ正しく動くことを確認しているのはPC9

8XL、PC9801VX、PC9801VMの3機種だけである。基本的にはMS-DOS

の走る 16ピット・マシンであれば使用可能であると思われるが、 PC98シリーズ以外の機

種の場合は.RS232Cの1/0ポート・アドレスや拡張システムコールなどが違う可能性

があるから、プログラムを若干変更し、再度アセンブルしなければならない。なお、ディスク

・ドライブが本体内蔵のものを含めて1ドライブ以上必要である。実際には2ドライブないと、

いろいろと不便を生じる。

次に、センターとの接続に用いる音響カブラまたはモデムとRS232Cケーブルがいる。

本フ。ログラムの性格上モデムは1200 b p s以上のものが望ましい。最近のモデムの値下が

りは著しく、 2400bpsのものが5万円以下で買える。

ディスプレイは高解像度のものが必要で、できればカラー・ディスプレイがよいが、モノク

ロでも使える。プリンターはなくてもよい。

2. 2 ソフトウェア

MS-DOS V. 2. 11以上のシステム・ディスクとMS-DOS上で動くスクリーン

・エディターが必要である。筆者はMS-DOS V. 3. 10とメガソフト社のMIFES

-98を使用している。スクリーン・エディターはこれがないと仕事ができないという訳では

ないが、ないと効率が著しく悪くなる。

3. 準備

MS-DOSのシステム・ディスクには、ふだんあまり使わないファイルもたくさん入って

いる。そこで、まずシステム・ディスクのパックアップ・コピーを取ったあと、これとは別に、

必要なファイルだけをコピーしたディスクを作り、本フ.ログラムなどはこれに納めて使うほう

がよい。何を残すかは各人の事情によって異なるが、本プログラムの実行に際して最小限度必
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要なファイルは以下の通りである。

システム・ファイル COMMAMD. COM RSDRV. SYS 

S PEED. COM CONF 1 G. SYS AUTOEXEC. BAT 

NECREN. DRV (またはNECDIC. DRV) KEY. COM 

これに、スクリーン・エディタ一関係のファイルと本フaログラムの実行形式ファイルTSS. 

COMが加わることになる。 MS-DOSのパージョンによってはRSDRV. SYSがつい

ていないものもあるが、この場合はRSDRV. SYS は必要ない。

上記のディスクができたら、まずスクリーン・エディターでAUTOEXEC.BATを呼

び出し、前の内容を消して代わりに次のように入力してディスクに格納する。

DATE.iJ. 

TIME.iJ. 

SPEED RS232C-0 2400 BITS-7 PARITY-EVEN STOP-2 XON.iJ. 

3行目はSPEEDコマンドであり、 12 0 O.b p sのときは24 0 0を1200に変えねば

ならない。センターの設定ではストップピットはlであるが2とした方がファイル送信に用い

ているTRANSFERコマンドのエラーが少いようである [3]。次にCONFIG. SY 

Sぞ呼び出し、次の文のうちまだ書き込まれていないものがあれば、それを追加してディスク

に格納する。

DEVICE=RSDRV. SYS.iJ. 

DEVI CE=NECREN. DRV.iJ. (またはNECDIC.DRV.iJ.) 

BUFFERS=30 .iJ. 

FILES=20ι 

RSDRV. SYSが付いていないパージョンの場合は1行目は不要である。 CONFIG.

SYSには、ラムディスクやプリンター (98X Lのハイレゾリューション・モードのとき)

を使う場合にはそれぞれのテ'ィパイス・ドライパーを登録しなければならないが、これについ

てはMS-DOSのマニュアルを参照されたい。

4. 使い方

4. 1 基本

(1)モデムとパソコンの電源スイッチをいれ、前記3.で作製したディスクを用いてパソコ

ンを立ち上げる。

(2) A>TSS.iJ. 

と入力すると (A> はパソコンのプロンプター)本フ.ログラムが走り出すから、モデムの
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マニュアルに従ってホストとモデムを接続し、 CTRL-Bを押す (CTRL-BはCTR

Lキーを押しながらBキーを押すことを意味する。以下問じ。)。ベルコード(ピッという

音)が返ってきたら、 LOGONすることによって通常のTSSモードにはいることができ

る。 TSSモードにはいったら、

盟組I

TTY T4010.o.注2) 
盟組1

TERM LINESIZE(136)ι(注3)

と入力しておく。 TSSモードではPFDE TTYTYPEを用いてホストのデータセッ

トのスクリーン・エテ'ィットが行える(注4)。

(3) TSSモードからのモード変換は、次のようにして行う。

TSS ~ 

lTSS| 

〉 〉v I F' I LE TRANSF'ER 

4 Eート鴨

CTRL-D 

{;-ト 4

CTRL-B 

マヲJlテンソウ オワリ

前述の通り、例えばCTRL-FはCTRLキーを押しながらFキーを押すことを意味する。

B はBreak、FはFi 1 e t r a n s f e r、DはDosの意である。

(4)TSSモードでREADY状態のときLOGOFFと入力すれば、ホストからの終了メ

ッセージを出力して自動的にMS-DOSモードに復帰する。この後2、3秒してホストと

モデムとの接続が切れ、モデムのキャリア検出ランプが消えるから、再度TSSを行いたけ

れば、このランプの消灯を確認してから上記(2)の要領でもう一度LOGONしなければ

ならない。

4. 2 ファイルの転送

まず、 TSSモードにおいてCTRL-Fを押し、ファイル転送モードに入る。このモード

では為すべき仕事が全てディスプレイ上に黄色の文字で表示されるから、その通りに入力して

いけばよい。本フ。ログラムではファイルの受信にはホストのEDITモードのLISTコマン

ドを用い、送信にはTRANSFERコマンド([6 ]、 [8] )を利用しているから、この

ことを念頭に置いておかれると使い易くなるのではないかと思う。ファイルの送信について注

意点を述べると、送信終了後10秒位待っと転送がうまくいっていれば、
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KEQS~OSRl DATA SET Pl~~. XXX PORT END PROCESSED 

盟辿1

と返ってくるから、このデータセットをTRANSFERコマント'から解放するため、

PREE ALL.u. 

と入力する。転送がうまくいかなかった時はその旨のメッセージが返ってくるから、再度送

信を試みる(注5)。なお、受信はアスキー・ファイル、日本語ファイルともにできるが、

送信できるファイルはアスキー・ファイルに限られる。受信送信ともパソコン側のファイル

名にはパス名がついていてもよい。

4. 3 その他

(1) CTRL-B は通常のBreakキーと同じと考えてよく、いつ使用してもよい。 TS

SモードおよびFILE TRANSFERモードで作業ミスをしたときやファイル転送を

中断したいとき、あるいはどうしたらよいか分からなくなった時などは、 CTRL-Bを押

せばREADY状態に復帰する。

( 2 )画面の文字は、 MS-DOSモードのとき白、 TSSモードのとき緑で表示され、 F1 

LE TRANSFERモードのときはユーザーが為すべき仕事が黄色、転送中のファイル

の内容が青色で表示される。

(3 )本フ.ログラムによるファイルの転送では、ファイルの内容に余分なものが一切付加され

ないから、ホストあるいはパソコン側の計算にそのまますぐ使うことができる。

(4 )本フ.ログラムでは，ファンクション・キーを全く使用していない。 MS-DOSのKE

Yコマンドを使ってTBLという拡張子を持つファイルを作ることによって、いろいろな組

合せのファンクション・キーの設定が可能であるから、好みに応じて設定されるとよい(注

4)。

( 5 )ホストがフロー制御をサポートしていれば、モードに拘らず、画面への出力を一時停止

させるキーCTRL-Sが使用できる。再開させたいときには任意のキーを押せばよい。た

だし、 TSSモードおよびFILE TRANSFERモードのファイル受信時には画面表

示の再開のためには任意のキーを2回押す必要があり、かつ画面にその文字が出力されるが、

受信中のファイルの内容には何の影響もないから心配ない。

( 6 )現在の画面をプリンターに出力させたければCOPYキーを押す。これから画面に出力

させるものをプリンターにも出力させたいときにはCTRL-Pを押す。プリンターへの出

力を中止させたいときは再度CTRL-Pを押せばよい。 CTRL-Pはトグルスイッチに

なっている。プリンターの速度は普通極めて遅いため、 CTRL-Pの押下とプリンターの

反応とにタイムラグを生ずるから注意を要する。なお、これらのキーはどのモードでも使え
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るが、 TSSモードとFILE TRANSFERモードで画面への出力を同時にプリンタ

ーに出力させると、プリンターのバッファがすぐオーバーフローを起こしてトラブルの原因

になるから、同時出力をさせずに一度ファイルに落としたものをMS-DOSモードでプリ

ントさせる方がよい。

( 7 )以上の各種スイッチの意味はHELPキーで参照できる。

5. あとがき

本プログラムは、画面表示の高速化コマンドTTY T4010の入力後であれば、 PC9

8XLとHI-MODEM2400を用い、 2400bpsで筆者の行番号なしの1300行

のFORTRANソース・プログラムを3分30秒で送信し、 3分20秒で受信する。また、

PFDE TTYTYPEコマンドを用いれば、ホストのデータセットのフルスクリーン・エ

テ'ィットが専用端末とほぼ閉じ感覚で行える。ただ、研究室からホストに接続した場合ひとつ

しかない電話がふさがってしまうという難点がある。現在既に、既設の電話線のみで電話とモ

デムとが同時に使用可能となる通信制御機器が市販されていることでもあり、センターのご努

力でこの間題点の早期解決がなされるよう希望したい。なお、本プログラムはセンターに置い

であるので、使用ご希望の方はセンターでコピニして一応使ってみて頂き、何か不都合が起こ

るようであれば筆者にご連絡たまわりたい。

最後に、本プログラムの開発に際していろいろとお世話になった情報処理センターの教職員

の方々に心からお礼を申しあげる。

(注1)

ホストが交換回線からの日本語の入力をサポートするようになった時点で、日本語ファイル

の送信機能を追加する予定である。

(注2) 

TTY T4010コマンドは、ホストから端末への転送速度を高速化させるコマンドであ

る。このコマンドを発しないとファイルの受信速度が1/3程度に低下する。なお、転送速度

の低速化はTTY TWコマンドによって可能である。

(注3)

転送するファイルのレコード長が136036はプリンタのラインサイズ)以上の場合は、

例えば255バイトであれば、

TERM LI NES 1 ZE (255) {J. 

と入力する。レコード長が標準の80バイトでありプリンタも使用しないのであれば、このコ

マンドは必要ない。
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(注4) 

PFDE TTYTYPEは専用端末のPFキーの代替機能をサポートしており、ヘルプ情

報のPFl、ENDのPF3、画面送りのPF7とPF8、修正画面の再表示のPA2キーの

機能が、パソコンではそれぞれHOMEキー(またはCTRL-̂ )を押した後、 1ι、3JJ.、

7JJ.、 8JJ.、 PA2JJ.と入力することで代替できる。 MS-DOSのKEYコマンドを用いて

これらの文字列をそれぞれf・1や f・3などに割り当てておけば、データセットの編集が専

用端末とほぼ同じ感覚で行える。なお、九大の大型計算機のPFDEは制御コードが長大と若

干異なるので、 NVTを介して九大の計算機を使用する際には、 PFDEの使用直前と直後に

CTRL-Eを押してコード変換機能の組み込みと切り離しを行う必要がある。切り離しを忘

れると、日本語がほかの文字に化けるから注意を要する。

(注5) 

ファイルの送信において送信エラーが姐発するようであれば、次のことを確認もしくは試行

されたい。

a.ストップピットは2になっているか。

b.送信先のデータセットを一度DELETEし、再度EDITコマンドで作成してみる。

その際、一行目には何か文字を入力しておく。

c. CTRL-Aを押し、使用中の機器に転送速度を合わせる。
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本*******************************掌***訓跡調ド************ホ*************
* NEC PC98 - FACOM M360 communication v.l.0 * 
* by m.shugyo Apri 1， 1987 * 
*********場*ホ**事***市*****************キ***啄******事*******ホ***ホ****

code segment 
assume cs:code，ds:code，es:code，ss:code 

org 100h 
start: jmp Ibl 

msgl db lah，13 
db 事********掌**************ホ******傘*****ホ************ホ******"， 13，10
db * NEC PC98 series - FACOM M360 communication v.l.0 *"， 13，10 
db * *"， 13，10 
db * CTRL-B プレイク信号/仕事の中断 *"， 13，10 
db * CTRL-D MS-DOSへ*"，13，10
db * CTRL-F ファイルの転送 *"， 13，10 
db ************ホ***************本**本*****ホ***************ホ*本*"， 13，10
db copyright shugyo '87"，13，10 
db "$" 

msgla db 
db 
db 
db 
db 
db 
db 
db 
db 
db 
db "$" 

msg2 db lah，lbh，"[42m"，13 
db lbh，"[12C"，lbh，"[42m"，" **市****ホ****ホホ********ネ*****"， 13，10 
db lbh，"[12C"，" * ファイルの転送 *ヘ 13，10
db lbh，"[12C"，" ********ホ**キ本*場**本**牟事**ホ***"， 13，10，10 
db lbh，"[21m"，13，10 
db R (受信)または S (送信〉を押して下さい.ヘ 13，10，10，"$" 

msg3 db lah，lbh，"[22m"，13 
db ホ*****車掌*****ホ*******常事**ホ**"， 13，10
db * ファイルの受信 *"， 13，10 
db *******ホ*喉******場****事******"， 13，10.13，10
db lbh，"[21m"，13 
db 受信するデータセットを E 0 1 T し， U N Nコマンドで行番号"， 13，10，10
db を消して下さい.その後， CTRL-Gを伸して下さい.ヘ 13，10，10
db 受信するものがデータセットでない場合は， CTRL-Gのみ"， 13，10，10
db を伸して下さい. r，13，10，10，lbh，"[22m$" 

msg4 db lbh."[21m"，13 
db 受信したデータを格納するファイルの名前を入力して下さい.ヘ 13，10，10
db 停 A NAME.  DAT)  "， 13，10，10，lbh，"[22m$" 

msg5 db lbh，"[21m"，13 
db 同じ名前のファイルが既に存在します.ヘ 13，10，10
db "G (上から書き込む〉または R (再入力〉を入力して下さい. "， 13，10，10 
db lbh，"[22m$" 

************ホ**ホ*事***************ホ**ホ*************ホ******"， 13，10
ホ CTRL-A 使用機器の設定 *"， 13，10 
* CTRL-B プレイク信号/仕事の中断 *"， 13，10 
市 CTRL-D M S - 0 0 Sへ*"，13，10
* CTRL-E 九大 P F 0のための特殊コード系 *"， 13，10 
* CTRL-F ファイルの転送 *"， 13，10 
* CTRL-P プリンターのスイッチ *"， 13，10 
* CTRL-S 画面出力の一時停止 *"， 13，10 
* COPY: ハードコピー 権"， 13，10
ネ***事***************ホ*ホ*****************市*******場********"， 13，10
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db "''''中"'''''''判住地"''''''''''牢"''''''''''ホ*キホ*判ドホ"''''''''''''， 13，10
db '" ファイルの送信 "'''， 13，10 

db "''''''''''''''''事本"'''''''''''''''''''"'''' "''''ホ*******ホ"， 13，10，10，1bh， "[21m"，13 
db "E 0 1 Tコマンドを用いて送信先のデータセットを作成し， "， 13，10，10 
db "S A V Eして READYモードに戻って下さい.その後，ヘ 13，10，10
db "C T n L - Gを押して下さい.ヘ 13，10，10
db lbh，"[22m$" 

msg7a db lbh，"[21m"，13 
db 送信先のデータセットの名前を入力して下さい.ヘ 13，10，10
db 例 NAME. FORT)ヘ13，10，10
db lbh，"[22m$" 

msg8 db lbh，"[21m"，13 
db 送信するファイルの名前を入力して下さい.ヘ 13，10，10
db 例 B NAME. FOR)ヘ13，10，10
db 送信は CTRL-Bで中止できます.ヘ 13，10，10，lbh，"[22m$"

msg9 db lbh，"[21m"，13 
db ファイルが見っかりません. $" 

msgl0 db lbh，"[21m"，13 
db 受信したデータは下記のファイルに格納されました.ヘ 13，10，10，"$"

msgl1 db lbh，"[21m"，13 
db 送信したデータは下記のデ}タセットに格納されました.ヘ 13，10，10，"$"

msgl1a db lbh，"[21m"，13 
db "1 0秒ほどお待ち下さい.ヘ 13，10，"$"

msg12 db lbh，"[17m"，13 
db "f!le_write error happened!"，13，10，"$" 

msg13 db lbh，"[17m"，13 
db "file_read error happen宅d!"，13，10."$"

msg14 db 13，10，10 
db 九州大学の大型計算績での PFD(PFDE)にのみ対応"， 13，10，10
db する特殊なコード系になりました. P F 0の終了後は必ず"， 13，10，10
db "C T R L -Eを押して下さい"， 13，10，10，"$"

msg15 db 13，10，10 
db 普通のコード系に戻りました.ヘ 13，10，10，"$"

msg16 db 13，10，10 
db 使用中の機器に合わせて下さい.ファイル送信"， 13，10，10
db エラーが起こらないようなら 5にして下さい.ヘ 13，10，10
db cpu-V30， 1200bps" ，13 ，10 
db 2 cpu-V30， 2400bps" ，13 ，10 
db 3 cpu-80286，2400bps"，13，10 
db (normal)"  ，13 ，10 
db 4 cpu-80286，2400bps"，13，10 
db (high resolution) "， 13，10 
db 5 ? "， 13，10，10 
db あなたの機器は=$"

crlf db 13，10，13，10，"$" 
crtl db lbh，"【)lh$"
crt2 db lbh，"[)II$" 
crt3 db lbh，"[20m$" 
crt4 db lbh，"[m$" 
crt5 db lbh，"[OK$" 
; 
aux buffer db 300 dup(?) 
abi dw 。
nbytes_d dw 。
file name db 80 dup(?) 
center f name db 40 dup(?) 
handle dw 。
buffer db 300 dup(?) 
nbytes_u dw 。
flg_aok db 。
flg_wb db 。
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keypfd..i ns 
keypfd...del 
keypfd_hlp 

keY_ins 
key_del 

nssn 
ssn end 
ntransl 
transl 
ntrans2 
trans2 
nhdr 
hdr 
neofl 
eofl 
neof2 
eo f2 
nrts 
rts 

db ? 

db "5" 
dw 

db lch，O，O，O，O，O 
db ldh，O，O，O，O，O 
db 09h，O，O，O，O，O 
db lbh，"P"，O，O，O，O 
db lbh，"D"，O，O，O，O 

dw 9 
db "KEQ56470I" 
dw 9 
db "TRANSFER" 
dw 27 
db "FROM AU(TRANSFIL) TYPE(3)"，13 
dw 23 
db "HDR=TRANSFIL080FB03120"，13 
dw 9 
db "KEQ52500I" 
dw 6 
db "EOF="，3，13 
dw 2 
db ".S" 

set_key_code macro key，buffer 
mov ax，key 
mov dx，offsct buffer 
mov cl， Odh 
int Odch 
endm 

create_new_file macro path，attrib 
mov dx，offset path 
mov cx，attrib 
mov ah，5bh 
int 21h 
endm 

create..handle macro path，attrib 
mov dx，offset path 
mov cx，attrib 
mov ah，3ch 
int 21h 
endm 

open_handle macro path，access 
mov dx，offset path 
moval，acccss 
mov ah，3dh 
i n t 21 h 
endm 

close handle macro handle 
mov bx，handle 
mov ah，3eh 
int 21h 
endm 
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endm 

check kbd status macro 
mov ah，Obh 
int 21h 
endm 

cns 1 i n macro 
mov ah，08h 
int 21h 
endm 

cnsl out macro character 
mov dl，character 
mov ah，02h 
int 21h 
。ndm

，b n
 
i
 
r
 

&
L
 
S
 

E
t
 

n
e
 

-
-
a
aリ

v
a
g
i
h
H
 

S
L
S
A
n
u
 

s
o
o
 

'

'

h

H

 

X
h
l
 

n
u
J
u
n
u
n
4
 

r
 
c
v
v
t
 

a
o
o
n
 

m
m
m
・-

V
J
 
a
 

l
 
n
r
 
s
 

i
 

'
A
U
 

endm 

bs macro 
push ax 
cns 1 ou t 08h 
cns 1 ou t 20h 
pop ax 
endm 

aux out macro character 
mov dl，character 
mov ah，04h 
int 21h 
endm 

cmp_string macro n，stgl，stg2 
push si 
push di 

mov cx.n 
mov si，offset stgl 
mov di，offset stg2 
repe cmpsb 
pop di 
pop SI 
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endm 
， 
aux_out_strlng macro n，strlng，lntvl 

local a，b 
push sl 
xo r s I ，s I 
a:mov cx，intvl 
b: 
loop b 
aux_out string[siJ 
inc si 
cmp si，n 
jne a 
pop si 
endm 

time intvl macro n 
local a，b 
xor s i ，s i 
a:mov cX，lOOOh 
b: 
loop b 
inc si 
cmp s i， n 
jne a 
endm 

send break macro 
mov dx，32h 
mov ax，3fh 
out dx，ax 
time intvl 8 
mov ax，37h 
out dX，ax 
t i me i n t vl 1 
call read 232c 
endm 

read_232c proc near 
mov nbytes_d，O 
mov cl，Oeh 
movdl，OOh 
int Odch 
cmp ax，O 
jne r232c 
ret 

r232c:read_handle 3，aux_buffer，ax 
mov nbytes_d，ax' 
movabi，O 
ret 

read_232c endp 

aux in proc near 
mov bX，abi 
cmp bx，nbytes_d 
ji aui n 
call read 232c 
mov bX，abi 
cmp nbytes_d，O 
Jne aUln 
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;i/o address of RS-232C 
;break command 

;command byte 

;clear RS-233C 

;data length on RS-232C 

;empty? 

;reset aux buffer index 



ret 
auin:moval，aux_buffer[bxJ 
inc abi 
cmp flg__n_k， "N" 
je cc3 

;convert code in PFD of kyushu univ. 
cmp al，16h 
jne ccl 
moval，56h 
ret 

ccl:cmp al，7ch 
jne cc2 
moval，21h 
ret 

cc2:cmp al，7eh 
jne cc3 
冊oval，5ch

cc3:ret 
aux in endp 

aux in esc proc near 
call aux in 
cmp nbytcs..d，O 
je aux in esc 
ret 

aux in esc endp 

codc_chng proc near 
cmp flg_n_k，"N" 
j e hc 
mov flg_n_k，"N" 
display msg15 
ret 

hc:mov flg_n_k，"K" 
display msg14 
ret 

code_chng endp 

esc_seq proc near 
mov flg_aok，"A" 
call aux in esc 
push ax 
cmp al， 28h 
je ank 
cmp al，Oa8h 
je ank 

cmp al， 24~ 
je kanji 
cmp al，Oa4h 
je kanji 
cmp al，Och 
je pfd 
cmp al，tlXtl 

je clr 
cnsl out lbh 
mov buffer[siJ，lbh 
1nc S1 

pop ax 
ret 

clr:display crt5 

-38一

;nagasaki univ? 

;'‘V? 

;!? 

. ， ， • 

.~? 

・-
《. . 

;empty? 
;retry aux in 

;ANK? 

;28+80(shift>? 

;KANJI? 

;24+80? 

;̂L? 

;other ESC sequence 

;erase line 



pop ax 
call aux in esc 
jmp end 

pfd:cnsl_out lah 
pop ax 

call aux in esc 
jmp end 

ank:pop ax 
call aux in esc 
call aux in esc 
jmp end 

kanji:pop ax 

call aux in esc 
call aux in esc 
mov flg__aok，"K" 

end:cmp al，lbh 
Je esc_seq 
ret 

esc_seq endp 

jls_to_sjis proc near 
jtsl:cmp al，20h 
jge jts2 
cnsl out al 
mov buffer[sil，ai 
Inc sl 
call aux in esc 
jmp jtsl 

jts2:push ax 
jts3:巴all aux In esc 

cmp al， 20h 
jge jts4 
cnsl out al 
mov buffer[si]， al 
inc sl 
jmp jts3 

jts4:pop bx 
mov ah，bl 
mov ci，Of3h 
I n t Odch 
push ax 
cns 1 ou t ah 
pop ax 
mov buffer[slJ，ah 
Inc sl 
ret 

j I s to十 sjls endp 

write_on_buffer proc near 
cmp ai，lbh 
jne wobl 
call esc_seq 

wobl:cmp fig_aok，"A" 
je wob2 
call jis_to_sjis 

wob2:cmp al，OOh 
je wob3 
cnsl out al 

wob3:mov buffer[slJ，al 
inc sl 
cmp ai，Oah 

円
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;clear screen 

;convert kanji code 

;ESC sequence? 

;ANK? 

; NULL? 

;LF? 
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Ib2 : 
Ib2a: 

mov ilg_n_k."N" 
send break 
mov ilg_aok."A" 
display crt3 
mov nbytes_d.O 

ハU
A
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;bufier iull? 

;continue 

;next string 

;enable bottom line 

;release nihongo kinou 

;normal host code 

;reset to ANK mode 

;data length on aux_buffer 



1 b2 b: 

--i
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;*** kcy in *** 

movabi，O 
xo r B I ，S 1 

lb4: 

lb4a: 

lb4b: 

chcck kbd statuR 
cmp a1，OOh 
j e 1 b5 
cns1 in 
cmp al，02h 
j e 1 b2 
cmp al，04h 
j ne 1 b4 
jmp 1 blOOa 
cmp a1，06h 
je 1 b8 
cmp al，05h 
jne 1b4a 
ca11 code__chng 
j mp 1 b3 
cmp a1，Olh 
jne 1b4b 
ca11 mchn attrb 
jmp 1 b3 
cmp al，09h 
j ne 1 b4c 
disp1ay msgla 
jmp 1b3 

;*** send charact巴r to RS-232C *** 

1b4c: aux out a1 
cns1 out al 

1b5: 

;*** get character from RS-232C *** 

lb5a: 

1b6: 

call aux in 
cmp nbytes_d，O 
j e 1 b3 
ca11 wri te on buffer 
cmp f1g_wb，"N" 
je 1b5a 
jmp 1 bfi 
cmp_string nssn，ssn_end，buffer 
j n z 1 b6 
jmp 1blOO 
jmp 1b2b 

; *キ****地************ホ*******
;* fi1e transfer routine * 
;*****************キ****取****
， 
1b8: display cr1f 

disp1ay msg2 

cns 1 i n 
cmp al，"HH 
j e 1 b2 0 
cmp al，"r" 
j e 1 b2 0 
cmp al，"S" 
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;reset aux_buffer index 
;reset buffer index 

;empty? 

;break command? 

;quit command? 

;file transfer command? 

;host code change? 

;mchn_attrb change? 

;help_key? 

;empty? 

;"KEQ56470I" 

;end process 

;receive? 

;send? 



Ib8a: 

j e 1 b8a 
cmp al，lts" 
j e 1 b8a 
cmp al，02h 
j ne 1 b8 
display crlf 
j mp I b2 
jmp Ib60 
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;
;
;
;
;
l

mov nbytes_d，O 
movabi，O 

Ib20a: xor si，si 

Ib2l: check kbd status 
cmp al，OOh 
j e I b2 4 
cnsl in 
cmp al，02h 
jne Ib22 
display crlf 
jmp Ib2 

Ib22: cmp al，07h 
j e I b30 
cmp al，09h 
jne I b22a 
display msgla 
jmp I b2l 

Ib22a: aux out al 
cmp al，08h 
jne Ib23 
bs 

Ib23: cnsl out al 

Ib24: call aux in 
cmp nbytes_d，O 
je Ib21 
call write on buffer 
cmp f Ig_wb，."N" 
j e I b25 
jmp I b24 

Ib25: jmp Ib20a 

;*** create handle *** 

Ib30: display crlf 
display msg4 

xor si，si 

Ib3l: 巴nsI i n 
cmp al，02h 

42 -

;break command? 

;data length on aux_buffer 
;reset aux_buffer index 
;reset buffer index 

;empty? 

;break command? 

;go command? 

;help_key? 

;BS? 

;empty? 

;reset file name index 

;break command? 



Jnの Ib:Jla
display r.rlf 
j mp 1 b2 

Ib:l13: r.mp al，09h 
jne Ib32 
display msgla 
jmp Ib31 

; hE: 1 p __key? 

Ib32: mov file name[siJ，al 
cmp al，Odh 
j e 1 b3 4 
1nc 51 

cmp al，08h 
jne Ib33 
dec si 
cmp si，OOh 
j e 1 b31 
dec si 
b5 

Ib33: cnsl out al 
jmp 1 b31 

;CR? 

;BS? 

lb34: cmp si，OOh 
j e 1 b30 
mov filename[siJ，O 
create_new_file file_name，O 
jnc Ib37 
cmp ax，50h 
j e 1 b35 
disPlay r.rlf 
display msg5a 
jmp Ib30 

;CR only? 

;put NUL at data end 

;if file already exists 

;illegal file name 
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cns 1 i n 
cmp al."G" 
je Ib36 
cmp al，"g" 
je Ib36 
cmp al，"RtI 

je Ib35a 
cmp al，"r" 
je Ib35a 
jmp Ib35 

Ib35a: jmp Ib30 

;go? 

;reenter? 

Ib36: create_handle file_name，O 
Ib37: mov handle，ax 

mov fi le.name[si J， "$" 

;*** send LIST command and receive center fileホ**

Ib40: display crlf 
display msg6 

Ib41: 

mov nbyles__d，O 
movabi，O 
xor si，si 

;data length on aux_buffer 
;reset aux_buffer index 
;reset buffer index 

~ 43 ~ 



lb42: check kbd status 
cmp al，OOh 
je lb45 
cnsl in 
cmp al，02h 
jne lb42a 
jmp lb50 

lb42a: cmp al，09h 
jne lb43 
display msgla 
jmp lb42 

lb43: aux out al 
cmp al，08h 
jne lb44 
bs 
cnsl out al lb44: 

lb45: call aux in 
cmp nbytes_d，O 
j e 1 b42 
call write on buffer 
cmp flg_wb，"N" 
j e 1 b46 
j mp 1 b45 
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lb47: write一handlehandle，buffer，si 
jc lb48 

lb47a: jmp lb41 
lb48: display crlf 

display msg12 

;ホ*ホ close handle *** 

lb50: send break 
close handle handle 
display crlf 
display msglO 
display file_name 
display crl.f 
time intvl 80 
cns 1 ou t 07h 
jmp lb2 

;***ホ***********
;* send file * 
:***キ***********

;*** create center file of destination *** 

lb60: display crlf 
display msg7 

mov nbytes_d，O 

-44-

;empty? 

;break command? 

;help_key? 

;BS? 

;empty? 

;LF only? 

;"KEQ52500I" 

;write error? 

;data length on aux_buffer 



movabi，O 
Ib60a: xor si，si 
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Ib61e: cnsl out al 
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;*** send transfer command *** 

Ib66: display crlf 
display msg7a 

xor 51，SI 

Ib67: cnsl in 
cmp al，02h 
jne Ib67a 
jmp Ib90a 

Ib67a: cmp al，09h 
jne Ib67b 
display msgla 
jmp Ib67 

Ib67b: cmp al，Olh 
jne Ib68 
call mchn al~rb 
jmp Ib67 

Ib68: mov center_f_name[siJ，al 
cmp al，Odh 
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;reset aux buffer index 
;reset buffer index 

;empty? 

;break command? 

;go command? 

;help_key? 

;mchn_attrb change? 

;BS? 

;empty? 

;tt.s" 

;reset center f name index 

;break command? 

;help_key? 

;mchn_attrb change? 

;CR? 



j e 1 b69 
inc si 
巴mp al，08h 
jne lb68a 
dec si 
cmp si，OOh 
j e 1 b67 
dec si 
bs 

lb68a: cnsl out al 
jmp lb67 

;BS? 

lb69: 
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;CR only? 
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xo r s 1 ，51 ;reset file_name index 

Ib71: cnsl in 
cmp al，02h 
jne 1 b71a 
jmp Ib!JOa 

Ib71a: cmp al，09h 
jne Ib71b 
display msgla 
jmp 1 b71 

Ib71b: cmp al，Olh 
jne 1 b72 
call mchn attrb 
jmp 1 b71 

;break command? 

;help_key? 

;mchn_attrb change? 

Ib72: mov file_name[si]， al 
cmp al， Odh 
j e 1 b7 4 
inc si 
cmp al，08h. 
jne Ib73 
dec si 
cmp si，OOh 
j e 1 b71 
dec si 
bs 

Ib73: cnsl out al 
jmp 1 b71 

;CR? 

;BS? 

Ib74: cmp si ，OOh 
je lb74a 
mov file_name[sil，O 
open_handle file_name，O 

;CR only? 

;put NULL at data end 

-46-



mov handle，ax 
j nc 1 b80 
display crlf 
display msg9 

Ib74a: jmp Ib70 
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Ib83: mov cx，intvl 
Ib83a: 
loop Ib83a 
cmp buffer[sil，lah 
jne Ib83b 
jmp lb90 

lb83b: cmp buffer[sil，Oah 
j e 1 b84 
aux out buffer[sil 
cnsl out buffer[sil 
inc si 
cmp s i ，nby tes...u 
jne Ib83 
j mp 1 b81 

Ib84: cnsl.out buffer[sil 
inc si 

check kbd status 
cmp al，OOh 
je 1 b85 
cns 1 i n 
cmp al，02h 
je Ib90 
cmp al， 09h 
jne Ib84a 
display msr，la 

Ib84a: cmp al，Olh 
jne Ib85 
calJ mchn attrb 

Ib85: call read 232c 

cmp si，nbytes_u 
jne Ib86 
jmp 1 b81 

Ib86: jmp lb83 
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;If file not found 

;file header 

;read error? 

;if end of file 

;data length on buffer 

;time interval 

;if end of file (̂z) 

;LF? 

;empty? 

;break command? 

;help..key? 

;mchn_attrb change? 

;clear RS-232C 
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lblOOa: mov cl.Oclh 
int Odch 
set_key_code 17h.key_ins 
set_key_code 18h.key_del 
display crt4 
display crt2 
mov ah.4ch 
moval.OOh 
int 21h 
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;shut off RS-232C 

;disable nihongo kinou 

;disable bottom line 
;end procedure 



大型コンピュータユーザのための電子メールシステムの開発

1.はじめに

教養部

木村広

長崎大学情報処理センターを利用するユーザ、閣での電子メールの送受信を実現するコマンド、

ma を開発した。

電子メールは、コンピュータネットワークを利用した情報交換システムのひとつであり、郵

便や電話と並んで、情報交換の重要な手段となりつつある。

電子メールの特長としては、まず、ユーザの都合のょいときにメールの発信、受信ができる

ことがあげられる。電話のように受信者と発信者が同時に電話口に立つ必要がなく、情報交換

が成立しやすい。また、複数の受信者にメールを出すことや、受信したメールの返事を出すこ

とが簡単に行えることも特筆される。さらに、メールをコンピュータ上に保管できるので、メ

ールの再利用が簡単にできる。等々、電子メールの有効性は、枚挙に暇がない。

既存の電子メールシステムとしては、 UNIX上のメールシステムが広く知られている。今

回のプログラムは、 UNIXのメールシステム中でも;最もスタンダードであると思われる

M a i 1コマンドの動作を参考にした。しかし、プログラムの動作する環境が異なるため(か

たやUNIX、かたやFACOM OS IV)、全く同じ動作を実現するわけにはいかず、

若干、機能を縮小した部分もあり、あると便利と思われる機能をつけ加えた部分もある。

たとえば、外部ネットワーク聞との電子メールの送受信はサポートしておらず、可能である

のは学内の電子メールだけである。この間題には、時節が到来次第、取り組むつもりである。

拡張した部分としては、制限付きながら日本語データを扱えるようにしたこと、及び、メー

ルに書留モードを導入したことがあげられる。

以下では、このma コマンドの動作、使用法、及び、プログラムの概要について、紹介

する。

このma コマンドによって、長崎大のコンピュータユーザが、より円滑に、よりアクテ

ィブに情報交換ができるようになり、より有機的なつながりが持てるようになれれば幸いで、あ

る。

2. ma i コマンドの動作

このメールシステムでは、各ユーザのメールボックスをシステムの管理するデータセット中

に保持している。
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メールを発信するとは、所定の受信者用のメールボックスの最後尾にメールをアペンドする

事である。メールには、発信者が伝えたいと思うメッセージに、メールが発送された日時など

数種の情報がヘッダとして自動的に付加される。 Subjectフィールドは、メールの発信

者によって、意図的にヘッダに加えられる情報である。このフィールドはメールを分類するに

有効な項目となるから、発信者は必ず、メールに適当なSu b j e c tフィールドを付加する

べきである。 Su b j e c tフィールドの付加の仕方については後述する。

メールを受信するとは、システムが管理するデータセット中の自分用のメールボックスをオ

ープンし、メールを読みだす、あるいは、様々な作業をすることである。通常の動作では、

ma コマンドの終了直前までに参照したメールは、受信者の管理するデータセット中の

mbox. textの最後尾にアペンドされ、システムの管理するメールボックスからは削除

される。参照されなかったメールは引続きシステムの管理するメールボックス中にとどまる。

書留のメールを参照したときは(書留のメールの出し方は後述)、受信者にその書留メールに

対する返答をシステムが強要する。システムは直ちに、その返答を書留メールを発信したユー

ザに送り返す。書留メールを参照せずにma コマンドを終了しようとしたときは、システ

ムが自動的に書留メールを表示し、受信者に返答を強要し、その返答を発送した後、 ma

コマンドを終了する。

3. ma i コマンドの使用法

メールの発送、受信の仕方は、ほほ、 UNIX4.2BSDのMai 1コマンドに準じてい

る。しかし、長崎大学内には、大文字端末が無視できない数だけ設置されており、大文字に慣

れたユーザも相当数いると考えられるため、コマンドについては、大文字小文字の区別をしな

いことにした。そのしわ寄せで、一部、 UNIXのMai 1とはコマンドのキーが異なってい

るものもある。

3. 1 メールシステムへの登録

現段階では、メールシステムに参加するために、情報処理センターでの事務的な手続きが必

要である。これは、将来、端末からその意志を表明するだけですむようにしたいものである

メールシステムへの登録を完了したユーザは、長崎大学内でユニークなアドレスを獲得し、

システムが管理するデータセット中に自分専用のメールボックスを持つことになる。
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3. 2 メールのI:Bし方

メールを発送するためのコマンド形式は、

ma i I 受信者名の並び オプションの並び

である。

通常、システムは、

S u b j e c t 

と、聞いてくるので、メールの表題として適当と思われる文字列を入力する(リターンキーで

入力終了)。その後、伝えたいメッセージを入力する。メッセージは複数行にわたってよく、

空行、あるいは、行頭のによって入力が終了する。

受信者名は、システムに登録しである名前か、発信者が別名登録機能(後述)によって定義

した名前でなければならない。受信者名は複数にわだってもよく、その場合、一つ以上のブラ

ンクで区切る。受信者名の並び中に、メールシステムに登録されていない名前を見つけた場合

は、メールはde a d. t e x tにセーブされる。

オプションとして、-a 1 1 "を指定すると、システムに登録されている全ユーザにメー

ルを発送する。 "-f=ファイル名"を指定すると、端末から入力するメッセージのかわりに、

ファイルの内容がメールとして発送される。 "-s=文字列"を与えると、その文字列がメー

ルの表題になる。このとき、システムは、メールの表題の入力を促さない。 "-m=r"は、

メールを書留にするオプションである。

たとえば、ユーザ全員に、 te s t. t e x tファイルの内容を、"t e s t "という表題

で、さらに、書留モードにて発送したい場合は、

m a -a 1 1 -f = t e s t. t e x t -s = t e s t -m= r 

とする。
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3. 3 メールの受取り方

メールを受信する処理を行なうには、

ma 

を実行する。

メールボックス中に届いているメールがなければ、たとえば、

No mai for kimura@kyoyo 

を出力してメールコマンドは終了する。

そうでない場合、メールボックス内のメールの一覧表を出力した後、プロンプト(&)を出

して、ユーザ、の入力を待っている。たとえば、次のようなものである。

>1 U suzuki@kyoyo 02/17/88 21:00:00 a 

2 N sato@kougaku 02/18/88 22:00:00 b 

3 R tanga@igaku 

& 

02/18/8823:00:00 c 

1番目のメールは、 Unresolved、すなわち、以前、 ma を実行した時すでに

メールボックス中にあったが参照しなかったメールであり、教養の鈴木氏から、 88年2月1

7日21時o0分o0秒に届いた、 aという表題のメールであることを示している。以下、同
様であるが、 NはNew、すなわち、新着のメールであることを表わし、 Rは新着であり、か

つ、書留 (Registered)であることを表わしている。

>> 1 ，)の左の">"は、リターンコマンド(後述)により、次に参照されるメールを指して

いる。

リターンコマンド等により参照が行なわれたメールの場合、この一覧表から、 U、N、もし

くは、 Rの表示は消える。

dコマンド(後述)により削除されたメールのエントリは、この一覧表から消える。

以下で、メールの受信時のコマンドについて説明する。
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リターン

メールボックスから次のメールを取り出し、表示する。

数字

その番号のついたメールを取り出し、表示する。

d 

直前に参照したメールをメールボックスから消去する。

f 受信者名の並び

直前に参照したメールを他の受信者に転送する。現在のパージョンでは、受信者名に別名

(後述)は使えない。転送するメールは書留にできない。

h 

メールボックス中のメールの一覧を表示する。メールはdコマンドによって削除されていな

いものに限る。

m 受信者名の並びオプションの並び

メールを発送する。別名(後述)の使用可。

P 

直前に表示したメールをもう一度表示する。

q 

ma コマンドを終了する。参照がすんだメールは、システムの管理するメールボックス

から削除され、通常は、受信者のデータセット中のmbox， textにアペンドされる。

参照されなかった書留メールがあった場合、それを表示した後、受信者に返答を強要し、そ

の返答を書留メールの発信者に自動的に発送する。現在のパージョンでは、返答のメールは

書留にできない。

r 

直前に参照したメールの発送者に返事を出す。現在のパージョンでは、返事を書留にはでき

なし、。

s ファイル名

直前に参照したメールをファイルにセーブする。ファイル名が与えられなかった場合には、

mbox， textファイルにアペンドする。

メールボックスの先頭に戻る。

w ファイル名

直前に参照したメールの文書部分のみをファイルにセーブする。ファイル名が与えられなか

った場合には、 mbox， textファイルにアペンドする。
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x 

メールボックスを更新せずに、 ma コマンドを終了する。 mbox. textファイル

への書き出しも行なわない。

!文字列

文字列をFACOM 03 IVのコマンドとして実行する。コマンドが終了次第、

ma コマンドに復帰する。

スVす一一小表を
A
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3. 4 ma i コマンドの環境設定

ma コマンドは、起動時iこma コマンドを発行したユーザ、のデータセット中に

mailrc. dataファイルを捜す。もし、あれば、そのファイルに書き込まれた情報に

従ってma コマンド自身の環境を設定する。

3. 4. 1 別名登録機能

ma lrc. dataファイル中に、

al as a kimura@kyoyo 

al as b uchimoto@center 

a 1 a s c a b 

があれば、メール発送時の、

ma c 

と、

ma kimura@kyoyo uchimoto@center 

は、等価である。つまり、 ma コマンドは、 c を、 a b"に、 a¥"  b 11を

それぞれ、 "kimura@kyoyo¥"uchimoto@center"に置き換え

る。

置き換えによる無限ループが生じないようにユーザ、は注意するべきで、ある。
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3. 4. 2 その他

ma Irc. data中に、

set ask 

があれば、メールの発送時に、自動的に、 "Subject を聞いてくる。これを抑制す

るには、 "set noask"を代わりにいれておく。

set hold 

は、参照しなかったメールをシステムのメールボックス内にとどめるモードに設定する。とど

めたくない場合には、"s e t n 0 h 0 I d "を指定する。

s e t r e p 1 y 

は、 qコマンドによる終了時に、参照していない書留メールがあれば、受信者に知らせ、返事

を出すモードに設定するo "set noreply は、それを抑制する。

ma コマンドのデフォルト値は、

s e t a s k 

set hold 

set reply 

である。

3. 5 日本語の扱いについて

このメールシステムでは、メッセージ部ばかりでなく、 Su b j e c tフィールドにも日本

語を使うことができる(これは、 JUNET等、外部のネットワークとの接続を考える場合に

は問題となるかも知れないが)。

パソコン端末で日本語メールの送受信を行う場合には、漢字コードを旧J1 Sにて送受信で

きるような端末プログラムが必要である。日本語フロントエンドプロセッサにATOK6、端

末プログラムはCTERMを用いて実験してみたが、うまくいくようである。
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センターの日本語端末を使用する場合、日本語メールの受取には、ほとんど、何も意識する

必要はない。臼本語メールを発信するには、日本語文書をファイルに作成する必要がある。た

とえば、 ODMコマンドで日本語文書を作成し、ラインナンパなしでセーブする。そのファイ

ルを、 f オプションで指定するとうまくいく。

その他の組み合わせについては、各ユーザで試してほしい。

4. 作業環境

このプログラムは、 C言語で記述した。

大型コンビュータ上のCコンパイラには、ソースコードのインクルードができないという、

かなりの痛手があった。さらに、日本語の扱いに関して、マニュアルに記載しである動作と異

なる動作をする部分もあった。何と言っても、エディタの使い心地が悪く、結局、使い慣れた

パソコンでプログラムを開発することにし拝。

マイコン上で、エディット、コンパイル、テストラン、デバッグを行い、出来上がったソー

スコードを、一部、大型コンビュータ用に書き換えた後、電話回線で大型コンビュータへ送っ

た。そのコードを、大型コンビュータでコンパイルして、最終的に、大型コンビュータ上で動

作するma コマンドを得た。

5. プログラムの説明

コーデインクーにあたっては、処理スピードやオブジェタトサイズよりも、移植性の良さと、

プログラムの見通しの良さを重視した。

まず、マシンに依存するコード部分をひとつのファイルにまとめた。その中に記述している

のは、プログラムの動作するマシン上で日本語を処理するに必要なデータ構造の定義と、入出

力関数など、極めて基本的なものである。

また、プログラム内で扱う抽象データ構造の定義と、そのデータをアクセスする関数を、抽

象データ構造ごとにひとつのファイルにまとめ、情報隠ぺいに心がけた。

メイン関数など、上位の関数は、それらのファイルをインクルードして使うことにして、デ

ータ構造の細かいインプリメンテーションを知らずに処理を行えるようにした。これによって、

あとあと、データ構造を換えたり、データ構造へのアクセス法を変えても、上位の関数は全く

影響を受けずにすむ。
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具体的には、以下のようになっている。

ma 1. c メールコマンドのメインルーチン

conf g.h メールコマンド内で使う定数、大域変数等の宣言

prims. c システムコール等、マシンに依存する低レベル関数の集まり

t e x t. c テキスト型、及び、それにアクセスする関数の定義

u s r. c ユーザ、型、及び、それにアクセスする関数の定義

header. c ヘッダ型、及び、それにアクセスする関数の定義

s e n d. c メールを発送する機能を実現する関数の定義

r e c v. c メールを受信する機能を実現する関数の定義

o P t s. c メールコマンドのオプションを処理する関数

このプログラムをMS-DOS上のMS-Cで記述し、動作を確かめた。その後、

'config. h"と、 prims.c を、大型コンビュータ用に書き換え、すべての

ソースコードをひとつのファイルに展開した上で(大型コンピュータのCコンパイラはソース

コードのインクルードができない)、大型コンビュータへ転送した。

言い替えれば、そのふたつのファイルの内容を、このma システムを実現したいマシン

用に置き換えるだけで、このプログラムを異なるマシンに移植する作業は完了する。ファイル

中に記述しである事柄は非常にシンフ・ルであり、ファイルのサイズも小さく、書き換えずにす

む部分も多いので、移植のための労力はかなり少ないはずである。もちろん、ターゲットマシ

ンには、 Cコンパイラが動作していることが必要であるし、プログラムの性質上、マルチユー

ザで稼動できるマシンでなければ意味がない。

このma コマンドが多くのユーザ、に使ってもらえ、センターのホストマシンが新しくな

っても存続させてもらえるようになったら、また、たくさんのユーザに改良を加えて頂けるも

のであれば、全くの幸せである。筆者としては、このプログラムのソースコードを公開するつ

もりであり、このプログラムに対する(なるべく建設的な)ご意見、ご質問等が、この

ma コマンドによって筆者に届くようであれば、筆者には2倍の喜びとなるだろう。

6. おわりに

このプログラムを書くにあたって、長崎大学教養部の田井村氏には、漢字コードなどの問題

について、よく相談にのって頂いた。また、情報処理センターの教職員の方々にも、筆者の突

飛な質問や相談で、たいへんご迷惑をおかけした。特に、阪上、内本の両氏のご協力なくては、
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このプログラムを書き上げるにはいたらなかった。紙面をお借りして、深く、感謝の意を表し

ます。
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6. 講演会から

iUN 1 Xベースのネットワークと国際化」

東京大学大型計算機センター

石田晴久

UNIXシステムは国際的なネットワークを組む場合、共通の基盤として現在のところ重要

であると考えられていますので、まず最初に iUN1 XJについて話を進めて行きます。

UNIXはコンビュータ全体を管理するための基本ソフト、いわゆるオペレーティング・シ

ステム (0S)で、 1969年頃からペル研究所で開発が始められ、元々TSS用のOSとし

て設計されました。つまり 1台のコンビュータにたくさんの端末機をつないで、大勢のユーザ

が一度に使うことが可能な(マルチユーザ)0 Sだったわけです。従ってl台のコンビュータ

上で複数の仕事を同時に実行できるマルチタス.キング機能を持っていて、その後"PDP-

1 1 "というミニコンのOSとして使われるようになりました。 UNIXはこの"PDP-

1 1 "がベストセラーになり普及すると共に、特にアメリカの大学において浸透し、普及し始

めました。この"PDP-ll"は16ピットのミニコンで、その後これを32ピットのスー

ノマーミニコンに仕立て上げたのが"VAX-l1"シリーズです。これもスーパーミニコンの

ベストセラーになりましたので、 OSとして使われたUNIXもまた普及していきました。

UNIXの普及にはこのようなベストセラーマシンに使われたという経緯がありました。も

う一つの大きな理由は、当時のAT&T社(アメリカ電信電話会社)がまだコンピュータメー

カーではなかったので、ソフトウェアに対して割合に開放的な政策を採っていたということが

あります。例えば大学がソフトウェアを要求すれば、無償同然でソース・プログラムまで提供

していましたので、契約者ならUNIXの中身を見ることができるオープン・システムになっ

てきました。これもUNIXが普及していった原因だと思います。

UNIXの普及はさまざまなOSにいろいろな意味で影響を与えていまして、例えば現在よ

く使われているパソコンOSのMS-DOSにもUNIXで開発された技術がいろいろ取り入

れられています。そういう意味ではUNIXはパソコンOSの一つのモデルになってきていま

す。(資料l 参照)
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U NIXどをは

AT&Tのベル研究所で開発のTSS用OS

マルチタスキング/マルチユーザ

元来はPDP-ll/VAX-ll用

現在ではパソコンからスーパーコンピュータまで

オープンシステム

パソコンOSのお手本

(資料 1 ) 

最初に私がUNIXを使った時、非常に良くできていたので、東大大型計算機センターでも

採用し、現在ではかなり多くの人が使っています。今になって考えてみると、ネットワークを

組むという場合、皆が閉じOSを使うということはつまり接続しやすいということになります

ので、非常に意味があります。 UNIXにはソフトウェア開発の手助けをするツールがいろい

ろありますので、これを上手に使えば、ソフトウェア開発の効率が非常に向上するということ

があります。こういうツールが豊富な点もUNIXの特長です。先程述べたように他のOSの

ソース・プログラムは公開されていないために見ることができませんが、 UNIXのソース・

プログラムはAT&Tと契約を結べば手に入るので、中身を見ることができます。しかもソー

ス・プログラムの大部分はペル研究所のプログラミングの名人が書いていますから、非常に良

くできている箇所がありますので、そういう箇所を見て勉強すればOSの生きた教材になると

思います。

それから、このソース・プログラムの90%以上が、 Pascal言語に似た高水準言語C

で記述されているので、解読は不可能ではありません。解読できれば自分なりに変更して、別

のシステムに移植することも可能です。(資料2 参照)
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U NIXが件目される理由

ソフトウェア開発用に使いやすい

天才的な工夫が込められている

各種ツールなどソフトが揃っている

AT&Tからソースプログラムの入手が可能

名人によるコーディングは生きた教材

UNIX-likeシステムも多い

ソースがCのため変更や移植が可能

オープンシステム・・・ .Apple、IBM-PC

(資料 2 ) 

現在ではパソコンの"PC9800"あるいは、 IBMの"PC/AT"クラスでも使える

ようになっています。しかし、かなり大容量のシステムなので、フロッピィディスクだけのパ

ソコンでは無理ですが、 20MBの固定ディスクを増設すればパソコンでも使えるようになり

ます。その上のワークステーションクラスでは、日本では例えばソニーの"NEWS"が評判

になっていますし、アメリカでは、 SUNワークステーションで使われています。ミニコンで

は"PDP-ll"、スーパーミニコンでは"VAX-ll"シリーズで使えるのは前述の通

りです。それ以外ではアメリカのアムダール社の大型機のUNIXが日本に導入され、現在で

は富士通の大型機、例えば長崎大学情報処理センターの富士通のマシン上でも使えるようにな

っています。 1BM、日立の大型機でも使えるようになりつつあります。スーパーコンビュー

タではCray社がCrayシリーズに採用しています。

日本では現在、通産省がソフトウェア開発の効率を向上させるためのワークステーションや

ネットワークを構築しようということで、 zシステムという計画を推進していて、その標準

OS にUNIXシステムが採用されています。通産省が外国のOSを採用するのは非常に珍し

いことで、従来の通産省の政策では考えられないことです。通産省の関係者に聞いたところ

「日本でUNIXレベルのOSを作るのは非常に困難で、しかも作成に非常に時間がかかるし、

現在の日米貿易摩療がひどくなっている時に日本で独自のものを作れば、又日本が外国機を入

れないという非難をあびかねない。それよりもむしろ、アメリカで定評のあるOSを持ってき

て、共通に使う方が、国際的な互換性もとれて望ましいのでZシステムに採用している」と話

していました。
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今になってみると、 UNIXはし、ろいろな機種に共通に使える点に長所があるOSといえま

す。ネットワークを組む場合は特に独自のOSよりは、世界的に普及しているUNIXを採用

する方が明らかに接続しやすいし、機種がいろいろ違っていても基本的にはOSが同じであれ

ば、接続が楽なわけですから、ネットワークを組む立場からも、このUNIXシステムは非常

に重要なわけです。(資料3 参照)

北浦OSになめつつあるUNIX

パソコン(固定ディスク付)PC9800、IBM、PC/AT

ワークステーション(スーパーパソコン)

ソニーNEWS、SUN-3、E-7300、20 5 0 

ミニコン PDP-llシリーズ、 PanafacomU

スーノfーミニコン V AX-l1シリーズ、 Gould

大型機 アムダール機、 IBM、富士通、目立

スーパーコンピュータ Crayシリーズ

シグマシステム(通産省)

(資料 3 ) 

UNIXをめぐる新しい動きについては、先々週アメリカに行った際に、 SUNワークステ

ーションを作っているサンマイクロシステムズ社の、ピル・ジョイというUNIXの世界では

非常に有名な人と会った時に聞いた話を参考にしてお話ししましょう。

今までいろいろな人が、 UNIXには二つの流れがあることを非常に問題にしています。一

方に、 AT&Tが売り込みを図っているシステムVがあり、それと並んでもう一方にはカリフ

ォルニア大学パークレー分校で別の形で発展させてきたパークレー版があります。システムV

はどちらかといえば、事務処理等を行うコマーシャルユーザ、向けになっているのに対して、パ

ークレー版は元々カリフォルニア大学で作ったものですから、大学や研究者向けになっていま

す。一口にUNIXといっても少なくともこの二つの流れがあり、今まで対立してきたので、ユ

ーザは非常に困っていたわけですが、この度はサンマイクロシステムズとAT&Tの間で話し

合いができて、今後共同開発することになったそうです。その結果、 UNIXのシステムVと

パークレー版を完全に統合することになったそうです。この一本化された標準システムを

Enhanced System Vといいます。これまで対立状態にあったものに、例えば

ネットワークファイルシステムがあります。これはネットワークを組んだ場合、そのネットワ

ークに関する限り、他のコンピュータのディスク上にあるファイルを、あたかも自分のコンピ
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ュータ上にあるかの様に見て、同じ様に扱えるシステムです。ネットワークの中でのファイル

やディスクの共用システムとして、サンマイクロが提唱していたNFSという方式と、

AT&Tが提唱していたRF S (R e m 0 t e F i 1 e S y s t e m)の二方式がありま

したが、今度の統合版では両方共使える様にしたそうです。もう一つはマルチウインドウシス

テムとしてMITが作ったXがありますが、最近これがパージョン11の"X. 1 1 "という

のものになろうとしています。そのXウインドウとサンマイクロが独自に作ったNeWSの二

つが競争していましたが、これらの両方を入れてしまおうということになった様です。統合を

行うとき、統合するものが3つも 4つもある場合は全部取り込むのが大変ですが、 2つだけの

場合は両方共入れてしまえば、システムVかパークレーか、 NFSかRFSか、 Xかあるいは

NeWSかという論争もなくなりますので、統合することにしたという話でした。

ただここで1つ問題になるのは、全部統合した場合はUNIX自体が非常に大きくなって、

ノ、ードディスクの容量がおよそ70MB必要になり、ユーザ、には負担になることです。しかし

ディスクの容量はどんどん大きくなり価格も安くなるので、そのような心配はそうないのかも

しれません。

その上、 NFSの様なネットワークシステムが採用される様になれば、ソフトウェアを全部

自分のディスクに入れておかなくても、他のコンピュヒータのディスクに入れておいて、いつで

もアクセスができる、つまり共用できるわけですから、これからUNIXが非常に大きくなっ

ても、ネットワークがあれば大丈夫です。

それからサンマイクロではUNIXシステムの性能を向上させるために、 SPARCチップ

と呼ぶ半導体を開発して、現在SUN-4シリーズで使用しています。このチップは簡単にい

えば、いわゆる R 1 S C (R e d u c e d 1 n s t r u c t 0 n S e t C 0 m-

puter)つまり命令セットを簡単にして小さくする方式をとっています。命令セットを小

さくすればフeログラムのスッテプ数は多少長くなりますが、その代り構造が簡単ですから

L S 1にしやすく、しかもスピードアップしやすいわけです。これは非常に高性能のチッフ.で、

現在10M1 P S (M i 1 1 0 n 1 n s t r u c t i 0 n s P e r S e c 0 n d)つ

まり 1秒間に l千万回もの命令の実行が可能です。とにかく 10MIPSという高性能の

L S 1が作られ、 19 88年には別のメーカーから20MIPS、あるいは40MIPSとい

うLS 1が出現するそうです。それからサンマイクロ社のピル・ジョイは、 1990年までに

100MIPSのチップは必ず作れると話していました。現在の超大型計算機より 2倍程度速

いそのようなチッフ。が、ワークステーションや卓上マシンとして出現するとなれば、 UNIX

が大きくなっても別段問題にはならないのかもしれません。

もう lつは特にSPARCチップに関してABI(Appl cation Binary 

Interface)を決める作業を行っているという注目すべき動きがあります。
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Binary Interfaceというのは、機械語レベルのフ。ログラムをさまざまな機種

で共通利用できるいわゆるシステムコールの統ーのことで、現在のところ、例えばAT&Tの

システムVについては行われていますが、その中にはマルチウインドウに関する規約やネット

ワークファイルシステムに関する規約等は全然含まれていません。誰かが例えばアプリケーシ

ョンプログラムを作ってコンパイルし、バイナリ形式のプログラムにした場合、それは特定の

システムには使えますが、プロセッサは同じでもウインドウシステムが違えば全然使えないの

で、互換性があるとはいえません。これでは困るので、マルチウインドウやネットワークファ

イルシステム等も含めて、システムコールを明確に決めてしまって、そのシステムを使って、

皆がプログラムを書く様になれば、バイナリレベルで互換性がとれる様になるというのです。

こういう動きは日本にとっても注目すべき話ではないかと思います。(資料4 参照)

UNIXをめ丈る新しい動き

Enhanced System V 

システムVとバークレー版を完全統合

NFS/RFS， X.11 /NeWS採用

SUNとATTで共同開発時 ATTが供給

SPARCチップ (RISC)

10MIPS吟 20，40時 100MIPSへ
ABI = Application Binary Interface 

ウインドウも含めてシステム・コール統一

(資料 4) 
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従来、大学で多数のコンピュータを接続して、ネットワークを構築する最も重要な目的は何

かといえば、資源、共用ではなかったかと思います。資源の元々の言葉はre s 0 U r c eで

resource shar ngは資源共用と訳すことができます。具体的な例を挙げれば、

自分が使用している手元のコンビュータに無いが、他のコンビュータにあるデータベースをこ

ちらから使うという場合にネットワークが必要になります。また例えば時閣のかかる計算をし

たいが手元にスーパーコンビュータが無いので、他のセンターにあるスーパーコンピュータを

居ながらにして使いたいという場合、それは何処か遠くにあるハードウェアを共同で使うとい

うことになります。現在、日本の大学聞はデータペースやハードウェアの共同利用を目的に作

られたNlネットワークで結ぼれています。しかし最近ではパソコンがどんどん研究室に入っ

ており、スーパーミニコンやスーパーコンビュータもあちこちに少しずつ入りつつありますの

で、資源そのものは割合何処にでもあるということなりますから、これからはむしろ情報交換

が重要になってきます。例えば我々が郵便でやりとりしている情報の大部分を、コンビュータ

ネットワークを通して伝える電子メイルや、自分達のグ、ルーフ.で実験を行って良い結果が得ら

れたので、一早く関係者に伝えたいといった仲間内のニュースが利用され始めています。それ

からネットワークの目的として従来からいわれている回線の多重化利用があります。これはl

本だけ回線を接続して共同で利用しようというものです。技術的には、例えば、 1行l行のデ

ータを1つのパケットにして相手に送り届ける技術が当然重要になりますし、また回線の高速

化が可能になります。一方、電話線を利用することにすれば、新たに回線を引く必要がないの

でl番簡単で、電話のある所なら何処でも使えるので、相変わらず盛んに使われています。最

近は電話関係のモデムも非常に進歩してきで、 9600 b p sが可能になりつつあります。し

かし応用次第ではこれでは遅い場合があります。例えば大学構内のLAN(Local

Area Network)の場合、 Ethernet方式で 10Mbpsまで楽に通信が可

能です。これは電話を使った場合の約10 0 0倍の速度です。この辺がネットワークを作る目

的の1つです。(資料5 参照)
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ネットワークの目的

資源共用

情報交換

データベース，ハードウェア

メイル，ニュース

回線の多重化利用 パケット交換

回線の高速化 LANで10Mbps

電話では9600bps~ 101くbps

パソコン.WS.大型機分散処理

スーパーコン，各種サーバ

資料 5) 

今後の非常に大きな分野は分散処理で、現在の様にパソコンやワークステーションが至る所

に普及し、センターには大型機やスーパーコンビュータがあるという状態では、それらをいか

にして組合せてうまく使うかが大きな課題になります。それと並んでサーバと呼ばれる装置が

非常に重要になってきます。サーバのlつにファイルサーバがありますが、これは非常に大き

なディスクがついたコンビュータを何処かに設置して、そのディスクを共同で利用するもので

す。そうなると先程述べたNFSが重要になります。逆にこれが使えれば、どこかに巨大なデ

ィスク装置を設置してJパソコンやワークステーション等で共同利用することが可能になりま

す。その場合に大きなディスクがついた装置のことをファイルサーパというのです。どこかl

カ所にレーザープリンターを設置して、これを皆がネットワークを通して共同利用した場合に、

プリンターのついた装置をプリントサーバといいます。とにかく、これからはネットワークの

中に設置しておいて、皆にサービスをするサーバが非常に重要になります。そういうものを含

めて、これから分散処理をどうするかが大問題だというわけです。

さて今日は特にこの中で情報交換について話します。

UNIXをOSに使用した場合、現在どのようなネットワーク機能があるかといえば、まず

ローカルネットワークとして、 Ethernetと呼ぶ高速のネットワークをサポートする機

能があります。これでは基本的に同軸ケーフ'ルを使って、 10Mbpsの高速伝送が可能です。

po 
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近い将来にはFDDI (Fiber Distr' buted Digital In-

tcrface)方式の光ケーフ'ルで 100Mbps程度の高速ネットワークがサポートでき

ると思われます。次にネットワーク方式が決まると、今度はそれを使ってどのような形でデー

タを流すかが問題になります。この送受信データの形をプロトコル(通信規約)といいます。

UNIXではTCP/IP(Transmiss on Control Protocol 

/Internet Protocol)規約がl番使われています。これは違うネットワー

ク同士を接続して、ネットワーク聞で情報交換を可能にする方式ですが、 UNIX特有ですか

ら、今後はもっと汎用性のある規約が求められます。そこでコンピュータ関係を含めて、国際

規格を定めている ISO(Internat onal Standard Organi-

z a t 0 n 国際標準規格機構)で審議されているOSI規約 (Open Systems 

Interconnect on)を使えば、将来は大型コンピュータでも自由に接続が可能

になるはずなので、 TCP /1 PからOSI規約に変わると思われます。

ところでUNIXには、メイルやニュースをお互いに交換する機能があります。又、自分が

f吏っている端末機を素通りして、別のコンビュータを使う telnetや、 ftp(File

T r a n s f e r P r 0 t 0 c o. 1 )といって、他のコンピュータとの聞でファイルを自由

に交換する機能があります。そして、先程から申し主げているNF S (N e t W 0 r k 

F i 1 e S y s t e m)、Xウインドウというウインドウシステムもあるわけです。

(資料6 参照)

UNIXのネットワーク機能

イーサネット (10Mbps) 時 FDDI(1 OOMbps) 

TCP/IPプ目卜コル (VMSでも利用可)

時 OSI

メイルとニュースの交換

telnet (リモー卜 login)，ftp (ファイル転送)

NSF (ネットワーク・ファイル・システム)

ファイル・サーバ，ディスクレス PC/WSも可

Xウインドウ・・・・・・マルチホスト対応

(資料 6 ) 
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t e 1 n e tはリモートTSSともいいますが、これにはいろいろな機能が付加されていて、

その 1つにコード変換を行う機能があります。例えば漢字データを扱いたい場合に現在のとこ

ろ漢字コードがメーカ毎に多少異なりますので、コード変換が必要になりますし、やや非能率

的で、すが画面エディタが使えます。 telnetの使い方はいろいろありますが、例えば相手

のコンビュータの名前がta n s e ならば、 open tanse を入力すれば呼び出せ

ます。 openは相手のコンピュータとの経路を開いてくれという意味です。(資料7 参照)

teluet (リモート TSS)

コード変換可

画面エディタ可(非能率)

scr;pt併用可

ftp不可

open tansel 

(資料 7) 
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UNIXでファイル転送する場合は ft P機能を使います。命令は簡単で、まず"open

t. a n s e i "で、相手のコンビュークを呼び出して、必要なユーザ、番号、パスワードを入力

して接続します。他のコンビュータにあるファイルを自分のコンピュータに取り込みたい時に

は、 "g(う l"というコマンドを使います。例えばあちらのコンピュータにある "that-

f I e "ファイルを、こちら慣1/1こ "lh sf le"という名前で取り込みたいという時

は、 "get thalf le th sf le"とすると瞬時に取り込むことができま

す。しかも先程お話しましたEthernetは1秒間に最高10Mbit (1秒間に 1Mバ

イト)の転送ができますから、大抵のファイルは数秒で転送できます。 ft Pコマンドはもっ

と簡敢にすることもできます。例えば、相手のコンピュータ上の"thatf Ie"という

名前のファイルをそのまま自分のコンビュータに転送する場合は、こちらを省略して"g e t 

thatf le"と入力すると、 "thatf le"という名前で自分のコンピュータに

転送できます。逆に、手元のコンビュータにあるファイルを別のコンピュータに送りたい時は、

" p u t "というコマンドを使えば、相手方へ転送できます。名前を変えないで"t h s-

f 1 e "として転送する場合は、 "put th sf le"と入力すれば転送できます。

それから、ファイルがたくさんあって、それを複数個まとめて送りたい時には、 "mge t " 

とか"mput"を入力すれば、取りまとめて転送することが可能です。それから終了した場

合は、ただ H b y e H と入力すれば終了します。それから"s t a t u s "コマンドには、今

の転送の状況を調べるという機能があります。

しかし、今よく使われている"f t P "の一つの問題点は、コード変換ができないことです。

転送の途中にはコード変換ができないので、もしa、要であれば、転送の前に変換するか、転送
の終わった後で変換するしかありません。いずれ自動的にコード変換ができる様になると思い

ますが。(資料8参照)
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ftp (ファイル!伝送)

open tansel 

get thatfile， thisfile 

put thisfile， thatfile 

mget， mput ....複数ファイル

bγe 

status 

(コード変換不可)

資料 8

それから、多少分散処理的になってくるのは、 Xウインドウ機能ですが、 UNIXでウイン

ドウ機能を使おうとする場合、資料9が想定されます。 Ethernetという同軸ケーブル

のネットワークに、スーパーコンビュー夕、大型機、ファイルサーバといった非常に大きなデ

ィスクを持ったコンピュー夕、よそのプリンタサーバということでプリンターのついたコンビ

ュー夕、あるいは他のネットワークとつなぐためのゲートウェイというコンビュー夕、あるい

はPC(パソコン)がまとめて一つの機械につながって、それが全体としてネットワークにつ

ながったり、あるいはワークステーションがいくつもつながったりした、このようなネットワ

ークが想定されます。仮にこのようなネットワークがあったとすると、 Xウインドウというマ

ルチウインドウシステムでは、一つのワークステーションの画面の上に、資料9のように紙の

上に紙を重ねた格好でウインドウというのがたくさん作れます。例えば、ウインドウの一つを

ローカルエディタとしてこのワークステーションが持っているエディタをこの画面で使います。

一方、別のウインドウは大型機の端末機、それから別のウインドウはスーパーコンビュータの

端末機として、マルチウインドウの一つ一つを別々のコンピュータの端末機と見立てて同時に

使うことが可能です。つまり、 Xウインドウは始めから、ネットワークというものがあって、

それにたくさんのコンビュータがつながっていて、それを同時にコントロールしようという目

的で設計されたウインドウシステムです。こういうコンピュータの使い方に慣れていない方は、

一人の人聞が同時に複数のコンピュータを使うということは有り得ないから、このような機能

は余計ではないかといわれるのですが、そうではなくて、もしこういう環境が出来上がってき

ますと、いろいろ使い道がありそうです。例えば、コンビュータグラフィックスで、三次元的

に分子の構造などを表示して、それをぐるぐる回転させて見ょうとすると、計算に非常に時間
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がかかり、ワークステーションだけでやると 1時間計算がかかるとします。しかし、スーパー

コンビュータで仮に2、:3分で終わるかもしれない計算があれば、その計算はスーパーコンピ

』ータで処理した方が速い。しかも、スーパーコンピュータでも 2、3分かかるのであれば、

その聞に別の処理をしたくなる。このようにスーパーコンビュータを使いながら別の処理をす

るということはあり得るわけです。あるいは、大型機に何か特殊なデータベースが入っていて、

ファイルサーバにも全々別のデータベースが入っているとします。この二つのデータベースの

データと何かを組み合わせて仕事をしようという場合に、このウインドウは大型機に、別のウ

インドウをファイルサーバ対応に割り当てて、両方からデータをもって来て、それをうまく組

み合わせるということはあり得ますので、将来的にはできた方がいいわけです。アメリカは非

常に進んでいて、アメリカの大学はこういう環境がだいたい出来上がっています。次の段階と

して複数のコンピュータを同時に使うというというふうになるだろうと思っています。

(資料9参照)

分散処理システム

WS 

。ウインドウ

サーパ

LAN 

/"ホーム

WAN ーーー海外

-ネットワーク指向 . . . NFS. RPC 

'7)レチウインドウ

-ユーザ・レベル・マルチタスキング

.7)レチメテ・ィア通信. . . . MMT 

(資料 9 ) 
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次に、 UNIXのメイル、電子メイルの交換がUNIXではやりやすくなっていますので、

具体的な使い方を述べます。まず自分宛にメイルが来ると、一度コンピュータのディスクの中

にメイルの内容が入ります。そして、 UNIXのシステムにアクセスし、使い始めると一番最

初に、 "You have ma 1. "というメッセージが出てきて、誰かからメイルが来

ているというのがわかります。そこでma コマンドを入力すれば、メイルが読めるように

なります。具体的には、 ma と入力すると、普通はメイルの一覧表が出てきます。例えば、

今メイルが4通来ているとします。誰からの、どういうタイトルのメイルかということが番号

順に一覧表で出てくるのです。それを順番に読みたい場合は、リターンキーをたたけば、最初

のメイルが読めます。あるいは、四番目のメイルから先に読みたい場合は"4 "と数字を入力

すると4番目のメイルが読めます。このma コマンドにはサブコマンドがいくつか用意さ

れています。例えば、読んだばかりのメイルがいらない場合は、"d "と入力すれば読んだメ

イルが消えます。それから、読んで消したあと次の一番上のメイルを読みたい場合は、 TOP

というサブコマンドがありますので、その略で"t "と入力すると、次のメイルが出てきます。

それで、"d t "と繰り返すと次から次にメイルが読めます。それから、 sa v eコマンドで

今読んだばかりのメイルを、後でもっとゆっくり読むとか、それに対して返事を書くためにフ

ァイルの中にとっておくことができます。もちろん、任意にファイル名を指定してセーブする

ことができます。それから一々セーブするのは面倒だという時には、最後に "q" (qui t) 

コマンドを入力すると、 mboxという特定の名前のファイルにメイルが全部入ります。あと

から、 mboxというファイルを調べればメイルがもう一回読めるというわけです。又、届い

たメイルに対して返事を書きたい時のためのコマンドに rrr "と "R"の二種類があります。

同じメイルをもらっている全員に返事を出したいという時には、小文字の rrr rrを入力してそ

のあと返事の文章を入れます。それから、メイルを出してくれた人だけに出したいという時に

は、大文字の"R"を入力する、というような便利な機能があります。そのほか、メイルを転

送してもらう機能があります。それは、ある特定のマシンにメイルを集めたいという時に、

forword"というファイルを作っておいて、自分宛に来たメイルはここに転送して

もらうという機能です。来たメイルに対して返事を出したり、あるいはそれを転送したり最近

は機能がだんだん複雑になってきています。(資料10審照)
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(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

UNIXのmailコマンド

メイルがくると→You

メイルを読む→mail

mailのサブコマンド

dt delete & 

have 

top 

S ファイルへsave

mail. 

q mboxファイルへ追加

メイルに返事を出す・・・・r.R 

メイルを転送 (forward) してもらう

資 料 10 

一方、メイルの出し方ですが、同じマシンを使っている人に対してメイルを出したい時は、

ma コマンドを入力し、相手の名前(コンピュムタの上で、使っている名前)を指定するだ

けでメイルが出せます。しかし、相手が別のコンビュータを使っている人ならば、相手の名前

のあとに@をつけて、相手が使っているコンピュータの名前を入力します。そうすれば、こう

いうマシンを使っているこの人という感じで、他のコンビュータを使っている人にも閉じネッ

トワークの中でメイルが出せるわけです。それから、さらに最近は、別のネットワークにつな

がっている別の大学の人に出したいという時は、その大学の名前、ネットワークの名前を書く。

ネットワークとしては、今では、国際ネットワークでかまわなくて、例えばアメリカの何々ネ

ットワークに加入しているスタンフォード大学の何々学部のコンビュータの誰々というような

指定の仕方があり、可能です。これにより、世界的なメイルの交換が可能になってきました。

UNIXの場合、相手を指定すると、次に "Sub ect "とシステムから聞いてきま

す。これは、見出し(メインのタイトル)をどうするかということです。 この見出しと書いて

あるところに、適当に情報を打ち込んでやればいいわけです。最近では、漢字まじり文も入る

ようになってきています。カナ漢字変換をするつもりならば、ワープロを使う要領で漢字まじ

り文を打ち込んで行くことも可能です。この"Sub ect "は通常、 1行だけというこ

とにしてあります。それが終わりますと、今度は本文を入れます。これは、手紙の内容ですか

ら、何でもいいのですが、この手紙の中身を入れる時には、もし必要でしたら、あるファイル

の中身をそのまま、本文に含めることも可能です。ですから、この機能を使えば一種のファイ

ル転送にも使えるわけです。例えば、自分がもっているソース・プログラム、あるいはデータ
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をメイルの中に含めて送ってしまうという時には、その本文を入れながら途中で、あるファイ

ルを指定しますと、そのファイルの中身をそのまま本文の中に転送できますので、そのまま送

ることが可能です。それから、最後は、 " "だけを入力して終了します。そうすると、

通常はシステムの方から、 "Cc "と聞いてきます。これは、カーボンコピーを誰に送りま

すか、という問い合わせです。カーボンコピーとは、今の手紙を関係者に送り付けたい時に、

"c c "の後ろに手紙を送りたい人の名前をコンマかスペースで区切って、例えば、 10人

並べておきますと、 10人に同じメイルが送れるという機能です。

それからユーザ名ですが、こういう形で相手の名前を指定しようとしますと、場合によって

は、これが非常に長々しくなって、毎日毎日書くのは面倒だということになります。そういう

場合には、"a 1 a s "という機能があり、そういう名前に対してあだ名、つまり、ニック

ネームをつけることができます。例えば、全体に対して、 j0 h nなら ohnというあだ名

を一度つけておきますと、次回からは、ただ、 "ma ohn"と書くだけで、この非

常に長いアドレスを指定したことになります。ですから、この名前だけを見ますと、こんなに

長い名前を書くのは面倒だなといわれるかもしれませんが、もしこれが面倒だと思うならば、

もっと短い2文字か3文字で代表させることもできるのです。

以上のように、 UNIXのメイルは、長い間梗われてきた結果、便利な機能はだいたい入っ

ています。例えば、すでにのべたように、カーボンコピーを送るとか、人にニックネームをつ

けるとか、返事を出す時にそのメイルを出した本人だけに出すとか、あるいは、カーボンコピ

ーにリストされている全員に返事を出す区別ができるとか、あるいは、ある所に来たメイルを

全然別のコンビュータに転送できるとか、ファイルの中身が入れられる等、だんだん便利な機

能がでできています。(資料11参照)
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UNIXでのメイルの出し方

%mail ユーザ名@マシン名.大学名.ネット名

Subject :見出し

本文!<フアイー

Cc:カーボンコピー送付先

[ユーザ名のalias可]

(資料 11 ) 

次に、日本でネットワークを使用する場合のユーザ、名の書き方を説明します。今、資料12 

に書いたドメイン・アドレスというのは、ユーザ名からネットワーク名までのことです。この

名前のつけ方は、国際的に取り決めがあります。最近では、資料12のようなアドレスの書き

方をしています。これは、世界中のネットワークをアメリカのネットワーク、それから、 UK

(イギリス)、 KR(韓国)、 JUNET(Japanese univers ty 

network)などの地域別に分類します。アメリカの場合は、非常にネットワークが多い

ので、今のところUSという言い方をしていません。 BITNETとか、 EDU(インターネ

ット;教育機関をカバーしているネットワーク)、その他いろいろなネットワークがあります。

次のレベルでは、例えばBITNETの中のどのマシンということで、資料12の場合、イ

スラネルのワイズマン研究所のワイズマンというコンビュータを使っている誰かということで、

アドレスの指定は終了します。

それから、あとで話しますが、 CSNETの場合には、アメリカのその他大勢の中のcsと

いうネットワークにつながっている bt 1 (ペル研究所)の中で、 a1 c eというマシンを

使っているui d 、多分a1 c eというのは@の後側に入っていてもいいと思いますが、こ

の間ある人からもらったメイルには、たまたまこういう形で入っていたので、この形でもいい

ということで示して見ました。

3行目はアメリカの教育機関を結んでいるネットワークにつながっているスタンフォード大

学のコンピュータの中のsa というコンピュータを使っている誰かというわけです。次の

行は、イギリスの中のアカデミック機関(大学)を結んでいる、ネットワーク機関にあるエジ
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ンパラ大学のa vaというコンピュータを使っている誰か、あるいは韓国でしたら、韓国の

アカデミックネットワークの中のka s tという大学院のs0 r a kというコンビュータを

使っている誰かという具合ですから、我々が海外にメイルを出す場合に、こういう指定の仕方

をすると、最近ではほとんど世界中のどこへでもメイルが出せるようになってきました。

日本の場合は、実はドメイン・アドレスの設定がまだ徹底してなく、 JUNETという名前

は、アメリカ、ヨーロッパまたはイスラエルのコンビュータでは、残念ながら、まだ認知され

ていません。仕方がないので、海外から日本にメイルを出してもらう場合には、アメリカの

CSNETの中のre 1 a yすなわち中継コンビュータをまず指定してもらいます。そうする

とアメリカの中継コンピュータにメイルが送られます。その中継コンピュータだけは少なくと

もJUNETという日本のネットワークの名前は知っていますので、日本に送ってくれます。

そして、私共のゲートウェイといっているコンピュータに届きますと、 "u-tokyo"で

東大のコンビュータセンターの中の ta n s e を使っている誰かということで日本のユーザ、

に届くことになっています。日本の場合、いまのところ残念ながら、 JUNETはまだ世界的

に公認された名前になっていないので、アメリカの大学の人からメイルを送ってもらう時には、

@relay.cs.netの指定が必要です。(資料12参照)

ドメイン・アドレス

uid@weizman.bitnet 

uid.alice@btl.cs.net 

uid@sail.stanford.edu 

uid@aiva.edinburgh.ac.uk 

uid@soralく.1くaist.ac.kr

uid%tansei.cc.u -tokyo.junet@relay.cs.net 

(資料 12 ) 

それから、最近ではこのようなネットワークを使う人が増えた結果、アメリカでも日本でも、

名刺にネットワーク上の自分の名前を刷り込んでいる人が随分増えてきています。資料13は

カリフォルニア大学パークレイで、 UNIXのパークレイ版を開発しているグループリーダー

をされているフエラーリ先生から、私のところに送ってくれたメイルで、これにネットワーク

アドレスが入っています。これを見ますと、 Received byということで一番最初、

76 -



アメリカのEDU、教育機関の一種であるBerkeleyという大学のer n eというコ

ンビュータでまず受け取り、それがさらに re 1 a Y. c s. n e tという中継コンビュータで

受け取られて、東大にある JUNETのcc u tという中継コンビュータで受け取られ、さら

に私が日頃使っている"t a n s e "というマシンに受け取られたという、ヘッダー情報が

次々に付加されてくるわけです。つまり、一番最初に本人がメイルを出したときには、この本

文とサブジェクトしか書いてありませんでしたが、結局4台のコンピュータを経由して、次々

に付加されてパークレイから私のところまで来たことになります。(資料13参照)

From ferrari見ernie.berkeleY.edu@RELAY.CS.NET Tue Oct 6 03:57:57 1987 
Received: from ccut.cc.u-tokyo.junet (ccut.arpa) by tansei .cc.u-tokyo.junet (4 

.12/6.2Junetl 
id AA00915; Tue， 6 Oct 87 03:57:56+0900 

Received: by ccut.cc.u-tokyo.junet (5.51/6.2.9Junet) 
id AA17768; Tue， 6 Oct 87 03:58・:36 JST 

Return-Path: <ferrari%ernie.berkeleY.edu@RELAY.CS.NET> 
Received: from relay.cs.net by RELAY.CS.NET id be02665; 5 Oct 87 14:09 EOT 
Received: from ernie.berkeley.edu by RELAY.CS.NET id aa13763; 5 Oct 87 13:51 E 

OT 
Received: by ernie.Berkeley.EDU (5.58/1.23)' 

id AA11666; Mon， 5 Oct 87 10:53:23 POT 
Oate: Mon， 5 Oct 87 10:53:23 POT 
From: Oomenico Ferrari <ferrari@ernie.berkeley.edu> 
Message-Id: <8710051753.AAI1666@ernie.Berkeley.EOU> 
T 0: z30050% t an se i . c c . u-t 0 ky 0 . j u n e t%u t 0 k y 0 -r e 1 a y . cs ne t@RELAY . CS . NET 
Subj ect: Re: A request 
Cc: ferrari@ernie.berkeley.edu 
Received: from CSNet-Relay by utokyo-relay; 6 Oct 87 3:55:46-JST (Tue) 
Status: R 

Oear Professor Ishida， 
It is still likely that 1 will come back from Austin on Nov 11 in 
t h e e v e n i n g. T h u s， 1 wo u 1 d b e a b 1 e (a n d h a p p y) t 0 s e e y 0 u i n 
Berke 1 ey on Nov 12. 1 wi 11 contact YOU when 1 have arranged my tr i P. 
In any evenL 1 wi 11 be del ighted to talk to Or.Murai at Austin. 
My preferred dates would be in March or Apri 1 1988， with some 
preference for the week of March 28， as it is 1 ikely to be the 

(資料 13 ) 
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それで、私共がこのような国際ネットワークとの交信を行うにあたっては、私共の事務部に

このあたりを説明するのに非常に苦労しました。日本とアメリカのコンビュータ聞で情報のや

り取りをしたいというと、アメリカのユーザが日本のコンビュータに侵入して来ると思ってし

まいます。アメリカ人は日本のコンビュータを使う資格が無いとか、そういうことはやれない

筈と言われますが、そうではなくて、例えば、資料14でいえば、ユーザ側のコンピュータを

それぞれ日本とアメリカのコンピュータとすると、ユーザの方はあくまでも、 ma コマン

ドで自分がアメリカに出したいメイルを端末機から入力するわけですが、それは一度、手元の

コンビュータに入るだけです。それから、最終的にアメリカのユーザが日本からのメイルを読

もうとするとき、最終的にユーザがやるのは、やはり自分のコンビュータの中に送られてきた

メイルを端末で読み出すというだけです。ですから、ユーザグループとユーザ、グルーフ'は完全

に切り離されています。その途中の伝送はどうやるのかといえば、私共のやり方はコンピュー

タの中にアメリカ向けに送りたいメイルがありましたら、 l時間に1回の間隔で、メイルボッ

クスの中を探して、アメリカのコンピュータに転送します。回線としては今現在はKDDの

Venus-Pというパケット交換網を使っていますが、その経路は何であれ、ある時間間隔

で、コンビュータからコンビュータにメイルを送るというのは、ユーザ、がやるのではなくて、

コンピュータの中にあるプログラムが自動的に処理するわけです。このあたりが事務系の入に

説明しでも、なかなか理解してもらえないところです。とにかく、こういう仕掛けになってい

ますので、その途中のコンビュータには関係なく、途中の伝送は自動的に行われますから、ユ

ーザ、とユーザとは、全く無関係に送られているわけです。(資料14参照)
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メイルの転送

電話の自動発着信を利用

O~-

資料 14 

それから、こういう種類のUNIXベースのネットワークの中で最近非常によく行われるよ

うになったのが、ニュースの交換です。ニュースの交?突の場合、あらゆるニュースを分類しな

いと話になりませんので、ニュースグループというのをあらかじめ決めておきます。そして興

味のある人はまず、大きなテーマで分類しておいて、ニュースを見るということになっていま

す。資料15に示したのは、 UNIXのユーザにとって興味のありそうなニュースグループの

例ですが、例えば、最近はやりのA1、人工知能関係に興味もっている人でしたら、まず大分

類としてa を指定します。そうすれば、 A1関係のニュースはこれだけありますというリス

トが出てきて、その中から選ぶことが可能です。それからannounceというのは会合等

のお知らせです。例えば学会をわつ聞きますというようなアナウンスメントです。それから

bugsというのは、プログラムのパグ、この場合にはbsdというパークレー版の4.0と

か4. 1、4. 2、4. 3・・・・とかいうパークレイ版のパグに関するものです。あるいはUN

1 Xのユーザの中にはemacsという ed t 0 rを使う人が多いので、それに関するニュ

ースだとか、いまのJUNETあるいは漢字コード (kanji)に関するニュース等もあり

ます。それからC言語について興味のある人は 1a n g. c、あるいは sp関係、それか

ら音楽好きな人はmus c、これはRecreat onの中のmus cで、音楽に関す

るニユースがいろいろあったり、あるし、はPC9800というパソコンを使っている人がその

PC9800についての情報交換をしようというのでしたら、 sys.pc98というのがあ

ります。あるいは、こういうものが欲しい、売りたい、買いたいなどというのは、 want-

e dというので見ることができます。これはある意味では、電子掲示板みたいなことも兼ねて
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いるわけです。このように、そのニュースグルーフ・を適当に作って、ニュースを分類しながら、

お互いに交換するということが、最近、随分行われています。(資料15参照)

尺JNETのニュース・グループの例
(f j .X::L"'L"'<:.::L"'<:XXとnet.xx..."'L"'<:.xxxx) 

al kanji rec.muslc 

announce kermit sources 

bugs.4bsd lang.c sys.pc98 

editor.emacs lang.lisp sγs.sun 

Junet mail-lists unlx 

JUs .rec.gaπles wanted 

資料 1 5 

それで、今まで述べてきたニュースの見方について資料16で説明します。 UNIXには、

%readnewsというコマンドがあり、これでニュースを見ます。その時に、特定のニュ

ースグ、ループρを指すという時には、 -nという記号を付けて、こちらにニュースグループの名

前を指定します。 fjは、 f 1 e a p a nの略で、日本で投入したニュースという意味

です。外国から来るニュースもたくさんありますので、それを分類して、日本人が入れたニュ

ースというので、 fj、その中の言語に関するもので特にC言語に関するものというようなこ

とで、 fj.lang.cと読めます。それから、このニュースを読む仕掛けもいろいろ工夫さ

れています。例えばニュースが100個もあり、コンビュータにアクセスして、とりあえず先

頭の10個だけは読んでしまったという場合は、その部分は、次回から二度と見たくないとい

うことも多いわけです。そういう時には、 .newsrc(rc remote com-

ma n d)を指定します。こういう特定のファイルには、自分がニュースをどこまで読んだか

という目印が付くようになっていますが、それをほとんど意識しないで、たくさんのニュース

を少しずつ読んでいくこともできるようになっています。それから自分でニュースを積極的に

入れたい場合には、 %postnewsというコマンドがあります。これを使うとコンビュー

タの方から、どういうグループ名で入れたいかを聞いてきますので、グループ名を指定して、

実際のニュースをどんどん入れることが割合簡単にできるようになっています。

(資料16参照)
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ニュースの見方・出し方

%readnews -n fj.lang.c (またはrn)

.newsrcファイルを利用して

どこまで読んだかを記録

%postnews 

グループ名を入力し、エディタ起動

(資料 16 

それで、こういうふうにして、メイル機能を使うと個人から個人に情報が伝えられます。そ

れからニュース機能を使えば、個人から大勢の人に情報が伝えられるわけです。こういうネッ

トワークによる情報交換が、なぜ最近盛んになってきたかというと、無論これが可能になった

技術的な背景があるわけですが、それ以外に、遺伝子情報や原子核物理分野など、最先端で必

死に研究の競争をしている学者の場合等は、印刷物を作って、それを郵便で届けるのでは遅い。

特に超電導など、毎日のように次々に新しい発表があった場合には、郵便物で競争相手にこう

いうものを発見したなどと言っても、もう遅いわけです。それから、普通の郵便物で届けても、

コンビュータで直接読める形になっていません。例えば、相手のデータを自分の論文の中で引

用したい場合は、新たに打ち込まなければなりません。データの場合などは、間違って入力す

る可能性がありますので、非常に危ない面があるわけです。それから、もう一つのファクター

として、特に英語で論文を書くような時にはコンピュータを使って書くことが非常に多いわけ

です。パソコンのワープロ機能で、エディタを使ってコンビュータで作った場合、論文の中身

・原型は、コンビュータに入っていますから、その気になったら伝送ができる筈です。どこへ

でも送れるということは、外国へも送れるということですけれど、とにかく、情報は元々伝達

できるような形になってきました。そうすると、ネットワークが使えたら、やはり送りたいわ

けです。それから、そのコンピュータに入れた情報を端末機やパソコンの画面等で読む電子出

版が非常に盛んになってきています。それから、電子出版されたものを遠くに送って、例えば、

レーザ、ープリンタで打ち出すことを、卓上出版といいますが、これもできるようになりました。

実際、この夏に、小さな国際会議を開いたときの論文の予稿は、ほとんど全部ネットワークで

世界中から送ってもらいました。私共のコンピュータにとにかく送ってもらって、それを私共
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の手元のレーザープリンタに打ち出させることをやりました。

とにかく、分野によっては世界的な競争が起きていて、特にアメリカではpr or ty 、

つまり自分の方が先に発見したということを強調するのが重要なわけです。その優先権を主張

する上からも、ネットワークを使って全世界にニュースを流してしまえば、コンピュータが自

動的に日付け・時間をつけてくれますので、何月何回何時何分にニュースを世界に向けて発信

したということが誰の目にもはっきり分かります。それを皆受け取っているわけですから、証

人も沢山できますし、優先権争いにも非常に良いというので、特にアメリカで使われています。

ただ、今のところこういう情報交換には一つ大きな問題があります。それはマルチメディア化

ができていないことです。文章だけならば、どこのコンピュータへでも送れるわけですが、そ

の中に図が入っていたり、数式が入っていたりすると、今のところコンピュータの図や写真の

表現方式が統一されていませんので、困ります。私共の研究課題の一つも、このマルチメディ

ア化をどうするかで、要するに、論文の中に入っている図や写真の扱いをどうするか、という

のが一番問題です。 UNIXの場合は、ちょっとした図や数式でしたら、 tr 0 f f、TeX、

p 1 0 tやSなどのソフトがありますので、受け取り先の人も同じ様なソフトを持っている場

合、同じ形式で送れば、相手がそれをレーザプリンタで復元できるわけです。今年開催した小

さな国際会議では、皆から論文を集めた時には、相手の人に皆 tr 0 f f形式でお願いしまし

た。これで送信すれば私の所にあるレーザープリンターでプリントができるからというので、

皆に頼んでこの形式で送ってもらったことがありますが、こういう場合にもUNIXでなら論

文の中の文字の種類を変えたり、大きさを変えたり図を少し入れたりできるようになりつつあ

ります。そういう点はUNIXの特長です。先程少し申しあげましたXウインドウシステムで

は、 FAXの内容を画像表示する機能がありますので、コンビュータでファクシミリの画像を

受けて、それを画面に表示したり論文に挿入することもできるようになっています。しかしマ

ルチメディアの形式が統一されていないために、いろいろなソフトの使い分けが必要になって

いますから、次世代ではこの不便さを解消するために統一する必要があります。細かい話は省

きますが、私共はこれにP0 s t S c r i p tという形式を標準形式として採用しょうかと検

討しています。(資料17参照)
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ネットワークによる'情報交換

印刷物イ郵便で届けるのは遅い

(コンビュータで読めない

論文はコンビュータで作成時伝送可

電子出版吟車上出版

世界的な競争時優先権主張

マルチメディア化が次の課題

UNIXのtroff.TeX. plot. S 

Xで1;1FAXも可

PostScript形式・

(資料 17 ) 

それから先程お話した電子メイルの中身ですが、最初皆がメイルに慣れていなかった頃は、

専ら短い手紙の代わりに利用していましたが、最近ニュース的なことにも利用されているよう

です。先々週私がアメリカのプリンストン大学で開催されたネットワーク関係の会議に出席し

た時は、ネットワークの専門家同士ですから気軽に「会議を聞きますよ」という通知から始ま

って、出欠の返事、ホテルの宿泊予定、到着予定、帰国予定等は全部ネットワークを通して電

子メイルで連絡をとりあいました。例えば会議に出席する時の申込み書は、先方の指定形式で

メイルが送信されてきますから、こちらはそれを見ながら rNAMEJと書いである所には自

分の名前を入れる、 「所属は?Jと書いてある所には所属を入れるという具合に、向こうから

来た申込み書にこちらで情報を入力して行けば、申込みが済むということになりますので確か

に大変便利です。特に急ぐ場合は非常に便利です。手紙の場合はアメリカとのやりとりに2週

間位かかることがたびたびありますが、電子メイルならば今日送信すれば明日には向こうに着

く、向こうがすぐ返事を出せばその日のうちか翌日には届きますから2、3日あれば連絡がつ

いてしまいます。また主催者が便利だと話していたのは、出席者のリストをつくる際に電子メ

イルで皆から情報を集めれば、相手の名前や所属等はコンビュータのデータになっていますか

ら、わざわざ入力せずに出席者のリストが作れます。最近では論文の交換にもメイルがよく使
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われています。ただ論文に図が入っているとなかなか送れません。先程話した tr 0 f fや

Texといった形になっていればUNIX同士ならば問題はありませんが、一般的には送れな

いので、論文ならばとりあえず文章だけ送り、図はコピーを送るケースが多いようです。ソー

スプログラムやそれに付随するマニュアルをお互いに送り合うことを随分やっているし、最近

日本語も送れるようになっています。しかし先程話したマルチメディアに関して、図や写真の

扱いがまだ統一されていない点が課題です。(資料18参照)

電子メイルの内容

手紙，ニュース，会議の通知と出欠

論文(図を除く)，ソース・プログラム，マニュアル

日本語は新JIS(7ピット +ESC)コード

図形.• . • roff， PIC， T eX， plot 

L文書処理のマルチメディア標準化
PostScript/言語形式の利用

(資料 18 ) 
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UNIXを使えば少なくともメイルやニュースによる情報交換はできると申し上げましたが、

日本でもやっといくつかの研究者用の国際ネットワークが作られるようになりましたので、そ

のお話しをしたいと思います。

日本の研究者用国際ネットワーク

[ N1net I アメリカ

9600bps 

専用回線

Venus-P 

(資料 19 ) 

資料19にわざわざ研究者用と書いた理由は、既に銀行、証券会社、航空会社等の民閉会社

では国際ネットワークを盛んに使っていますが、研究者レベルでは利用できるネットワークが

やっとでき始めたからです。現在、日本には大学の主に大型コンピュータを共同利用するため

のNlネットワークがありますが、最近はJUNETの利用も可能になっています。

JUNETは主としてUNIXマシンを接続するネットワークで、アメリカと接続されてい

るルートが2つあります。 lつは大学関係者だけが使えるルートです。現在、私共の東大大型

計算機センターに中継コンピュータがあって、途中はKDDのVenus-Pという国際パケ

ットを通過してボストンのBBNという会社の中継コンピュータに接続しています。その先が

CSNETというネットワークになっているのです。

もう lつは民間の人が使っているルートで可民聞の人は日本の特殊事情で大学のコンピュー
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タが使えないので、 KDDラボラトリとアメリカのヒューレットパッカード (HP)ラボラト

リのコンビュータを、 Venus-Pで結んでUSENETに接続しています。 USENET

はUN1Xを使っている民間のユーザが集まって、ボランティアベースで自由に運用している

ネットワークです。

それから別のルートとしてB1TNETという世界的規模のネットワークがあります。

B1TNETの中継コンビュータは日本側は東京理科大学にあって、ニューヨークの市立大学

CUNY (Ci ty Universi ty of New York)と9600 b p sの

専用線で結ぼれています。このネットワークには東京理科大学とCUNY聞の専用線の費用を、

現在IBMが負担しているという事情等がありますので、他のメーカーがコンビュータを接続

するのは難しい状況にあります。

アメリカの場合は資料19でわかるように、圏内でゲートウェイを通してお互いにつながっ

ていますので、何処かのルートを通して、何処かのネットワークにメイルを送れば、その先の

すべてのネットワークのユーザにもメイルが届く仕掛けになっていますが、日本の場合はそう

したゲートウェイが発達していないのでどのようにつなぐかがこれからの課題の1つです。

このBITNETについては、長崎大学情報処理センターのセンターレポート第7号に詳し

く掲載されています。

ほかには高エネルギー物理学の研究者のために、筑波の高エネルギー研究所と、アメリカの

原子力研究機関をつなぐHEPNET(High Energy Physics NET-

w 0 r k)がローレンスパークレー研究所の中継コンピュータを通して結ばれています。それ

からエネルギー関連の研究者のためのESNET(Energy System NET-

w 0 r k)がアメリカにあります。これは核融合をl番大きなテーマに、太陽熱利用等の研究

を行っている人々が利用していて、これには名古屋大学のプラズマ研究所が、接続されていま

す。その中継コンピュータは、核融合研究所Nuclear Fus on Energy 

Computer Centerで運用されています。

日本は従来ネットワーク利用に関する規制が厳しく、例えばネットワークでのメイル交換は

禁止されていましたので、メイルネットワーク、情報交換ネットワークの開発が非常に遅れて

いますが、 1985年に自由化された結果、いつのまにか日米聞でこのように交流が行われる

ようになりました。しかし私が出席した先々週のプリンストン大学での会議でも、別々のグル

ープが異るネットワークをそれぞれ別々に利用するのはし、かにも無駄が多いので、近々 l本化

のために人工衛星を利用しでもっと高速化しようという話が始まりました。アメリカだけでも

さまざまなネットワークが乱立して非常に不便になってきたので、やはり一本化しようとする

検討が始まっています。そのとりまとめは日本の科学研究費を扱う機関に相当するNSFが中

心になって、 NS F N E T (N a t 0 n a 1 S c e n c e F 0 u n d a t 0 n 
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NETwork)として検討が始まっていますので、早ければ2、3年以内に1本化するかも

しれません。そうなればlカ所につなぐと、すべて何処へでもつながるので随分便利になるで

しょう。

JUNlι~'l 、(υJa叫1-一泊llcse Ul川lIV./ UNIX lletりJ ) 

東工大・慶応大・東大の間で 1984年にスタート

電話線 (2400~9600bps) で UNIX マシン接続

メイル，ニュース，ソース・プログラム，論文を転送

ボランティア活動，中央組織なし

参加組織=約 100 (含む民間会社)

国際ゲートウェイ=東大と InetClub(KDD) 

(資料 20 ) 

資料20に示すJUNET(Japanese Univers ty NET)はわが国

の情報交換で最も利用されているネットワークで、 3年前に私共が東工大、慶応大、東大の3

大学問で実験を開始しました。このJUNETは電話線を回線として使っていることが特徴の

1つで、国際ゲートウェイは東大にあります。民閉会社の場合はKDDを中心に 1n e t一

Clubという独自の組織を作って、国際通信を行っています。御存知のように専用線で大学

問を結ぶことには、いろいろ問題があって実現が難しいので、電話線を使用しているのです。

電話用でも最近は9600 b p sで通信できるモデムが安く手に入りますから、 9600bp

sで主に情報交換をやっています。現在このネットワークには中央組織はありませんが、大学

と民閉会社半々、計106個所が加入し、完全にボランティアで活動しています。大学と民閉

会社聞でコンビュータを使ったメイルやニュースにより情報交換をすることに問題はないと私

は大学の関係者に説明していますが、まだきちんと理解してもらってはいないようです。

このJUNETには、 l個所の組織に数台のコンビュータがあって、 106個所が加入して

いますので、全部でおよそし 000台はありますから、世界でも5番目位に大きな一般研究
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者用ネットワークといえます。

これに対してアメリカにはいくつものネットワークがあって、さしあたり私共のJUNET

と直接接続しているのはCSNET(Computer Science NETwork) 

で、これはもともとコンビュータ関係の学科を接続するネットワークとして計画されたもので

す。 1981年に日本の科学研究費に相当するNSF資金で開始されましたが、 1985年か

らは会費が5000ドルの会員組織に替わり、現在は154の組織が参加して、その配下には

数百台ものコンビュータが接続されていると思われます。私共がCSNETを利用するのには、

JUNETの国際ゲートウェイを設置し、会費を払う代りに通信費用を全額支払っています。

アメリカにも他のネットワークとの中継用コンビュー夕、つまりゲートウェイがあって、

BITNETや、昔、 ARPANETと言っていた 1n t e r n e t 、それからボランティア

で運用されているUNIXのUSENET等がお互いに接続されていますし、国際ゲートウェ

イとしてヨーロッノ守のEARN(European Academic Research 

NETwork)や、先程話した英国のUK、韓国のKR、イスラエル等ともつながっていま

す。(資料21参照)

CSNET (Compuler Science Network) 

1981年 NSF資金でスター卜

(ウィスコンシン大など)

1985年会員組織($5，000/年)メン六ー =154

米国内ゲートウェイ.. . . BITNET， Internet， USENET 

国際ゲートウェイ(12) 

. . . . . . JUNET， EARN， UIく， KR，… 

回線・・・・・・電話線 (2400~9600) ， X.25 (パケット)

ソフトウェア.• • • • .CMDF (Memo Dist. Fac. in C) 

SENDMAIL， MH  

(資料 21 ) 
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アメリカでも電話線を回線に使っているのが特徴で、資料22に1987年の9月15日現

在のCSNETに加入している組織を地図上に表わしたものです。

CSNET Geogrophic Mop Septemberイ5，イ987

• eg.U.com 
• utl.edu 
• ulc1..8d凶・ lockheed.εom
・坦“y.uteus.edu
. <20必..回忌回u

• naSa-fSc.90Y ・ru:e.ec1u
• uhcl..edu 

( 資料 22 ) 
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東大大型計算機センターは今年9月まで、 CSNETの通信費を全額負担して、無料サービ

スをしていましたが、利用者がだんだん増えてきた結果、大変費用がかかるようになりました

ので、 10月から利用者に負担してもらっています。費用を負担してもらうために資料23に

示すCSNETコマンドで、 1度全ユーザに東大センターへ登録をお願いしています。手続き

をすれば東大の中継コンピュータを使って外国と通信がで、きるようになります。

東大センターにおけるユーザ登録

%csnet 

-h help 

-j list all JUNET host -names 

-j host list JUNET host -names containing 'hos1' 

-m list all mail-addresses for you and 

ask for a new mail-address 

-d list all mail-addresses for you and 

ask for a mail-address to delete 

-s show how to send mails to other users 

一 showhow to receive mails from other users 

-1 [期間] list account. [ 

(資料 23 ) 

一方BITNETは世界的に見て最大規模の、研究者用のネットワークで、アメリカの大学

の連合体であるEDUCOM(EDUcational COMmunity)という中央組

織が、やはり大学から費用を集めて会員組織で運用しています。 BITNETを作った人に私

が直接聞きましたので間違いない害ですが"BITNET"はBe c a u s e t ' s 

time NETworkから命名したそうです。 CSNETが回線に電話線を使用するのに

対して、 BITNETは専用線を使用していますから非常にしっかりしたネットワークといえ

ます。もともと 1985年5月にCUNY(ニューヨーク市立大学)とYa1 e大学問で始ま

り、最初はすべて IBMコンピュータが使われていましたが、最近ではOSにVMSかUNI

Xを使った、スーパーミニコンのVAXが非常に増えています。伝送方式には、実は IBMが

昔開発したRS C S (R e m 0 t e S p 0 0 1 i n g C 0 mm u n i c a t 0 n 

S u b s y s t e m) という、パッチ処理の非常に古い方式が相変わらず使われていますが、
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電子メイルやファイル転送やニュースのやりとりができます。最近アメリカで聞いたところコ

ンビュータの接続台数がついに 1000台を越え、 1001台になったそうです。ヨーロッパ

のEARN(European Academic Research NETwork)が

~ fi 1台、臼木国内では IBM機を使用している東京理科大、高エネルギ研究所、東北大、京

大、.大阪大等を結ぶAs anetに31台接続されているようです。ところで"As a-

n c t "は、白木をアジア地区の拠点にして、台湾や韓国等にネットワーク網を築こうという

ことから名付けられています。このネットワークはイスラエルやヨーロッパ全域、カナダ、メ

キシコ等世界の21ヶ国にも及んでいて、全部でおよそ1600個所がつながれています。

B1TNETは特にアメリカで使われていて、最先端の研究を行っている主な研究者は皆利用

していますが、世界的規模のネットワークですから、グループの研究成果等を全世界にいち早

く伝えられるということで、ほとんどの研究者が使い始めています。

1 987年の始め頃、愛知県岡崎市にある分子科学研究所では、欧米の主な研究者が

BITNETを使って情報交換をしているが、加入できないから情報が来ないので世界にとり

残されそうだと焦っておられましたが、最近やっと加入できたので一安心されたそうです。こ

のように、研究分野によっては加入していないと非常に困るというところがだいぶ出てきてい

るようです。(資料24参照)

BITNET (by EDUCOM) 

8ecause It's Time NETworkから命令・

9600bpsの専用禄利用--18M， VAX/VMS， UNIX 

方式は RSCS(Remote Spooling 

Communication Subsystem) 

メイル，ファイル転送，会話メッセージ，ニュース

CUNYとYale間で 1981年5月にスタート

参加台数 アメリ力

ヨーロッパ (EARN)

日本 (Asianet)

国
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資料25はBITNETが専用線でどの様につながっているかを表わした一部で、す。
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加入するときのルールは非常に簡単で、どこかの大学が加入したい場合は、まず必要なコン

ピュータを用意して、無料で提供されたソフトをのせます。後はすでに加入している最寄りの

大学を探して、自費で専用線の接続をさせてもらいます。加入後はどこかの大学が接続を希望

してきたら、少なくともーカ所と接続するのが唯一の義務です。この様にして自然発生的にだ

んだん広がってきて、今やアメリカだけでなくヨーロッパもつなぐ巨大ネットワークになって

きました。

対CSNETメイルの性格 (9月〉

日本から海外へ|海外から日本へ

342人 444人

日本側 2287通 3428通

6MB 10MB 

外国側
922人 798人

2325通 3347通

平均サイズ 2.61くB 31くB

(資料 26 ) 

資料26は私共がCSNETを通して利用した、 9月現在の情報交換に関する統計表ですが、

日本から海外へは342人がl回当たり 2画面程度の量で、平均6、7通の手紙を出したこと

がわかります。面白いことに、日本から2287通送った手紙が23 2 5通も外国に届いてい

て、一致しません。その理由は、実は相手のネットワーク名を1字間違えたり、名前を間違え

る等のアドレスの間違いや、カーボンコピーの扱いが複数に分かれたりして、数に暖昧さが出

てくるためで、す。逆に海外から日本にメイルを送った人は、およそ800人で3347遇、 1

通が3KB程度です。送った場合と受けとった場合を見比べると、いくつか面白いところがあ

ります。 lつは日本の比較的少数の人が、大勢の外国人を相手にしていることです。多分、 l

人の日本人が何人かの外国人に対して情報を求めているからだと思われます。また日本から海

外へ約6MB送り、海外から日本へ約10MB送られてきていまずから、 6対10の割合で入

qu 
Qυ 



超になっています。日本人にとって、海外に出すわけですから全部英語で書かないといけない

という大きなハンディキャップがあります。そのハンディキャップがありながら、 6対10の

割合ですから上出来といえるでしょう。電子メイルを開始した当時は1対5の割合でしたから、

今は大分縮まってきました。アメリカ人に言わせると、日本人は情報を取るばかりで与えない

という人がいますが、この統計表を見せると少しは誤解が解けるかもしれません。先程お話し

たように、アメリカではいろいろなネットワークがお互いにつながっていますので、我々の

CSNETリンクを通してBITNETのユーザにメイルを送るとか、 Internetのユ

ーザに送ったりすることが可能なのです。

日本人が一体、どのネットワークのユーザと情報交換をしたかという統計が資料27です。

日本との交官相手 (9月分〉

入: 妻I 情報量

日本へ 日本から 日本へ 日本から

Internet 39% 34% 27% 32% . 
(大学)

BITNET 21 % 30% 34% 41 % 

CSNET 10% 10% 6% 5% 

ARPANET 9% 8% 2% 9% 

米企業 8% 6% 4% 3% . 
その他....米政府， USENET.イギリス，韓国など

(資料 27 ) 
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これをみると、大部分の人がInternetとBITNETのユーザとやりとりをしてい

るのが分かります。

海外ネットワーク

USENET 国際電話
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Venus-P T e 1 e n e t 

国際専用線

(資料 28 ) 

F
h
u
 

Q
d
 

パ
ソ
コ
ン
端
末



日本の場合資料28に示すように、今のところ私共はKDDが運用しているVenus-P

を経由して利用しています。この経路なら外国のどのコンビュータともやりとが可能です。こ

のVenus-Pは国内のパケット網であるDDXと接続されているので、私共は中継コンピ

ュータとしてUNIXのSUNワークステーションそ使って、 Venus-Pに接続していま

す。しかしこのルートはどう考えても能率が悪いので、これからはVenus-Pと私共の中

継コンピュータを直接接続するように変更しようと考えています。

国際的なネットワークとやりとりができるようになりましたが、問題は料金が非常に高いこ

とで、 Venus-Pを経由して通信した場合、資料29に示すような課金方式で料金がかか

ります。

Venus--Pの国際パケット料金

料金=￥2.4/パケット+￥40/接続分

東大センター 1日に30回，対米アクセス

月額 175万円 (9月分)=￥100/KB 

SUN-3/260CφDDX-PφVenus-P 

件 Telenet∞BBNセンター

(資料 29 ) 
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l行のデータがlパケットとして扱われますから、 1行の送受信に2.4円、加えて接続時間

1分あたり 40円の費用がかかります。今年の9月に私共のコンピュータを使って、アメリカ

をアクセスした料金は175万円になっています。ところが、これが国際電話に使ったように

受け取られて大変問題になったので、 10月から料金を徴収することになりました。

NSFnet : The Big Picture 

4・・=NSF n且ckboncnnd nodc 
• = ARPA conncction 

(資料30 ) 
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最後に、この間アメリカで聞いた、日本と少し違う話を紹介します。

アメリカでは、いろいろなネットワークが乱立して、皆が困ったと言い始めたので、 NSF

が中心になって今のネットワークを統合しようとしています。さしあたり、 NSFはNSF-

n e tの運用をスーパーコンビュータ聞で開始しました。現在、大学関係では資料30に示し

たプリンストン、コーネル、ピッツパーグ、イリノイ大学、コロラド大学、それにカリフォル

ニアのサンディエゴ分校の6ケ所にセンターがあります。このスーパーコンビュータを接続し

て、今後これをベースに他のネットワークも全部、これと接続して、最終的にNSFnetと

してまとめる動きが始まっています。

10G 

1G 

100M 

10M 

1M 

100K 

10K 

SWITCHING 
DEVELOPMENT一一一一砂

RESEARCH 

PHASE 3，3 Gb/ s， 

PHASE1，1.5Mb/s 

AGGRESSIVE 
DEVELOPMENT--"-

1988 1990 '92 

PHASE 2，4 5 M b / s FULL Y OPT I CAL 
FIBRE TRUNKS 

'94 '96 '98 

TIMETABLE FOR NATIONAL RESEARCH NETWORK 

(資料 31 ) 
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NSFnetで驚くのは、資料31に示すようにネットワークの通信速度が桁違いに速いこ

とです。毎秒9600bitとかいう速さでなく、これから2、3年で1秒間に1.5Mbi t 

にした後に、更に光ファイパーで45Mbitに高速化しようと計画しています。西暦200

0年までにはもっと高速転送が可能な光ファイパーを使って、 3Gbit/second 

(3000Mbi t/second)に達する超高速のネットワークにする計画があります。

当事者が考えている様に、そのための予算が本当につくかどうかは分かりませんが、少なくと

もネットワークの高速化は計画されています。なぜ高速化するかといえば、途方もなく遠くに

あるスーパーコンピュータを、あたかも手元にあるスーパーコンビュータと同じ様に利用する

ためで、例えばスーパーコンピュータと手元のワークステーションを組み合わせて、 3次元で

表示した分子をくるくる回転させたいと考えた場合に、確かにこの位の通信速度が必要になり

ます。こういう長期計画がアメリカでは実際に進んでいますが、日本では今のところ残念なが

ら、全然計画がありませんので、将来問題になると思われます。

わが国の場合、私共は一応情報交換ができて、しかも外国とも通信できる JUNETを作り

ましたが、国内ではまだ、 BITNETともN1NETとも接続していないので、それらを接

続する必要があります。

又、 JUNETという名前はまだ国際的に認知されていないので、国際的なルールに従った

名前に変える必要があります。日本については ISOでjpという略称が決まっていますから、

例えば.J Pは日本だという具合に決めれば、世界中のコンピュータに認識してもらえますが、

今はそこまで進んでいません。近い将来に日本を JPで表わして、日本国内のアカデミックな

ネットワークはacと命名しようと考えていますが、問題は、 JUNETに接続されたすべて

のコンビュータで jPという名前を解釈できる様にするためのソフトウェアの変更です。それ

から、送受信データの高信頼性と高速伝送のために、今の電話回線から専用線にしたいと考え

ています。今はメイルは1時間に1回程度しか配送していませんが、できれば誰かがメイルを

投入したならば、即座にアメリカに送られるといった具合にしたい、あるいはアメリカのコン

ピュータを日本から直接使えるようにしたり、アメリカのコンピュータから日本のコンピュー

タを直接使えるようにしたいのですが、それはTCP/IPプロトコルへのソフトウェアの変

更が必要です。文、さまざまな種類の情報のサービスが欲しいので、そのサーバを作りたいと

いう話があります。例えば誰かにメイルを出したいという時に、何処かのコンピュータでちょ

っと調べれば、その人のメイルアドレスが即座に分かるといったネームサーパや、旅行者用の

サービスとか、親展等についてネットワークを使って、今盛んに議論をしています。

例えば自分がアメリカに出張したと仮定して、アメリカのあるコンビュータをアクセスすれ

ば自分宛のメイルが読めるといったサービスを可能にしたい。親展に関して世界的に問題にな

っている点は、例えば誰かの推薦状を書いて欲しいと言われた時に、ネットワークを通してメ
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イルを送った場合に、他人にみられると具合が悪いわけです。推薦できる場合は構わないので

すが、特に「この人はダメだから採用をやめた方がよい」という場合は、第三者にみられると

非常に具合が悪いわけです。そういう親展を送る時は多分暗号等を使うことになると思われま

すが、この機密保持をどうするかといった話が行われています。(資料32参照)

JUNETの課題

1.高速専用線への移行

瞬時メイル，リモート TSS.ファイル転送

IP/SI¥/ITP (SimpleMail TP) 

2.国際ドメイン化 (xxxxx.ac.jp)

3. BITNETおよびN.1ネットワーク

へのゲートウェイ

4 ドメイン・ネームサァバ/情報サーバ

5.旅行者用サービス 6.親展の扱い

(資料 32 ) 

日本ではまだ国際的なメイルサービスを使っている研究者は数百人程度で、ごく一部の人に

限られていまずから、利用者の拡大をどのような方法で行うかといったいろいろな問題がたく

さんあります。その解決のためにはやはり一部の人だけでなく、すべての研究者の方々がメイ

ルサービスに興味を持って頂きたいと思います。

(昭和62年11月24日講演)
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7. 解説

1. はじめに

PROLOGの紹介

富士通静岡エンジ、ニアリング

第2開発部第2開発課中村一夫・鈴木剛

人工知能(Artificial Intelligence略称 Al)の研究および実用化は、現在世界中で非

常に活発に行われています。このような状況下にあって、日本の第五世代コンビュータ開発機

構(IC OT)が、新世代コンピュータの核言語(機械語)のベースとして採用したのが

Prologと呼ばれる言語です。このため、それまであまりなじみのなかった Prologは非常に

注目を集め、人工知能向け言語として LISPに次ぐ地位を固めるまでに発展するようになりま

した。これから先も、日本の人工知能に関連する多くのプロジェクトが、 Prologを中心とし

て進められてゆくことは、ほほ確実であろうと考えられます。ここではこの Prologの基本に

ついて若干説明します。

2. Prologの歴史

Prologの歴史は比較的新しく、フランスのマルセイユ大学の Colmerauerらにより、 1972

年に定理の証明システムとして考案されたのが始まりです。その後、 1974年に当時イギリスの

エジンパラ大学にいた Kowalskiがプログラミング言語としての解釈を与え、 1977年には同大

学の Warrenらが実用的な処理系を開発し、この仕様を DEC-10Prologとして世に発表、現

在の Prolog処理系の基礎をっくりました。

3. Prologの特徴

FORTRANのように処理の手続きを記述する手続き型言語や、 LISPのように関数ですべての

記述する関数型言語と異なり、 Prologは述語論理と呼ばれるものに基づいた論理式で処理を

記述するために論理型言語と呼ばれています。 Programmingin logicの名前の由来もここに

あります。 Prologの最大の特徴は、同一化(ユニフィケーション)と呼ばれるパターンマッ

チングの機能を使った引き数受け渡しのメカニズムにあります。このメカニズムによって他の

言語・と一味違った、柔軟で置れた記述力を Prologはもっています。

Prolog処理系の研究開発は、現在世界中で活発に行われています。処理速度が遅いこと、

処理に大きな記憶域を必要とすること、システムプログラミングに必要な機能が不足している

こと等、いろいろな問題を抱えていましたが、コンパイラの開発、オブジェクト指向の導入等
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により、これらの問題は徐々に改善されつつあります。 Prologの応用範囲も、エキスパート

システムの開発、自然言語処理システムの開発、 LSI-CAD、データベース検索システム

等各方面に広がっており、今後もいっそう研究開発が進むものと期待されています。

4. Prologの基本

Prologは、人、物、事など(以下オブジェクトと呼ぶ)やそれらの関係を扱った問題を解く

ためのプログラミング言語であると言えます。以下簡単なプログラム例を用いて Prologの基

本となる動きを紹介します。なお Prologは会話型の言語であり、端末の前に座ってコンビュ

ータと会話しながら処理を行うことを前提に話を進めていきます。また、説明の都合上すべて

例には英語を用います。

4. 1 オブジェクトとその関係

オブジェクトとその関係を考える例として、"Boys love girls " (少年は少女が好き)とい

う事実を取り上げることにします。この例は、 2個のオブジェクトである"boy "と gir1 " 

(数は無視)の聞に"love "の関係があることを示しています。このように関係は事実で表

現することができます。なお、関係には通常頗序性があるため、オブジェクトの順番を入れ替

えると一般にその関係は成立しなくなることに注意する必要があります。

また、関係は規則を用いることによっても表現できます。たとえば"Two persons are 

brothers if their parents are same "という規則によって、 「兄弟」の関係を記述できま

す。また、二人の人が兄弟の関係にあるか否か調べる方法も示していますーさらに、この規則

を「兄弟」の定義と考えることもできます。

Prologによるプログラミングは、この事実や規則の記述によりオブジェクト聞の関係を定

義する (Prologに与え石)ことによって行われます。いったんプログラムができてしまうと、

オブジェクトに関する様々な質問を発することができます。 Prologは与えられた事実や規則

をもとに、別の事実や規則を導き出す(推論する)動作を繰り返して、質間に合う答を探して

行きます。

4. 2 事実

Prologでは事実は以下のように記述されます。例えば、"Girls love dog "を肢う場合に

は、

love( girls. dog). 

と記述します。オブジェクト名や関係の名前は小文字で書き始めることと、最後に必ずピリオ

ド(". ")を打つことが注意点です。オブジークトとして数字を記述することもできます。さ
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らにし、くつかの例を示します。右側の文はその説明です。

valuable(gold). Gold is valuabl巴.

Integer(O). 0 is Integer. 

owns(yamada， gold) Yamada owns gold. 

fathcr(john，mary). John is father of Mary. 

gives(boss，money， us). Boss gives money to us. 

なお、関係を表わす名前(love valuabなど)を述語と呼び，話弧内のオブジェクト

( go I d 0など)を引き数と呼びます。上の例で loveは2引き数の述語であり、 valuableは

1引き数の述語です。さらに、事実や規則を集めたものをデータペースと呼びます。

4. 3 質問

事実を入力したら、以下のように入力することによって、質問を行うことができます。

?-love( girls ，dog). 

これは、"Do girls love dog ? "という意味です。この場合も文末にピリオドが必要です。

先頭の"?一"はシステムが出力するプロンプテイングマークです。こうした質問を受け取る

と、 Prologはすでに入力されているデータベースを探索し、質問と一致する事実を探します。

事実と質問は、閉じ述語(名前が同じであれば同じ)であり、かつ対応する引き数がすべて等

しい時、一致したとみなされます。引き数の個数が異なるものは、異なるものと解釈されます。

この一致させようとする行為が同一化(ユニフィケーション)です。一致する事実が発見され

ると、 Prologは"YES "を返し、そうでなければ"NO "を返します。

もう少し例を示します。以下のようなデータベースがあるとします。

syogun( Ieyasu ). 

daimyo( masamune ). 

japanese ( ieyasu l. 

この事実についていろいろ質問してみます。

?-syogun ( ieyasu l. 

YES 

?-japan巴se( masamune ). 

NO 

?-daimyo( masamune ). 

NO 

?一kanpaku(hideyoshi ). 

NO 
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3番目と 4番目の例については、データペース中にそのような事実が見付からないため、

Prologは"NO "を返します。ただし、"NO "は「その時点でのデータベースの内容では同

一化ができない」ということを言うのであって、その質問が虚偽であるということを言ってい

るわけではありません。

次に、 「だれが」とか「何を」といった一歩進んだ質問について考えます。

4. 4 変数

以下のようなデータベースについて考えます。

love ( boys， dog). 

love ( boys， cat ). 

love( boys， girls >. 

love( girls， cat >. 

love ( girls， candy >. 
love( girls， dog). 

ここで、少女が好きなものをすべて探すことにします。その場合、

?-lov巴(girls， cat). 

?-love( girls ， candy). 

?-love( girls ， dog >. 

と3回質問をすれば良いわけですが、項目数が多くなるとこれは容易ではありません。また、

データベースの内容が詳しくわからない場合には、このような質問は不可能です。"What 

objects do girls love ? "というような質問ができれば便利です。そのために用いられるの

が変数です。変数は大文字で始まる名前であり、任意のオブジェクトを値として取ることがで

きるものと約束します。この変数を用いて、次の質問をします。

?-lov巴(girls， X >. 

この質問に対して Prologは、

X = dog 

という答を返して、次の応答に備えます。この質問が発せられると、データペースが先頭から

探索され同一化が試みられます。述語名と第l引数が一致するものがデータペース中に存在し、

また変数は任意のオプジュクトを値としてとれるために、この質問と "love(girls， dog)" 

の同一化が成功し、変数"X "は値"dog "を取ることになります。このような場合にも同

一化という言葉を用い、変数"X "が"dog "と同一化されたと言います。この際に、

Prologはデータペース中の"love( girls， dog) "の位置を覚えておきます。

端末に答を出力して応答待ちになっている状態で、実行キーが押下されると Prologはそれ
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以上データベースの探索を行いません。利用者がその答で満足したという意志表示になるから

これに対して、セミコロン(" ; " )が入力されると、 Pro10gは再びデータペースの探です。

この場合に探索の開始位置はデータペースの先頭ではなく、先ほど記憶して索を開始します。

おいた位置からになります。また、探索開始の直前に変数"X "の同一化は解除され、変数

この場この状態の変数を未同一化変数と呼びます。は何の値も持っていない状態となります。

合も探索の結果質問と同一化可能な事実が発見され、

x = cat 

という答えが出力されます。以下閉じことの繰り返しとなります。

同様にして、

?一10ve( boys， X )， 

?-love ( X ， candy )， 

?-love( X， Y )， 

といった質問が可能です。ただし、さらに変数を増やした

z )， ?-X ( Y ， 

という質問は不可能です。

次にさらに質問を複雑にして、"What objects d~ both boys and gir1s 10ve ? "という

「少年の好きなものは何でかつ少女もそれが好きか?Jと解釈されこれは、場合を考えます。

ます。すなわち二つの独立した要素から構成されています。 Pro10gではこの質問を、

?一10v巴(boys， X)， 10ve( gir1s， X )， 

この質問に対" )はかつ、あるいはandの意味を表します。'
 
'
 
(
 

と記述します。カンマ

して Pro10gは、カンマで区切られた要素一つ一つについて記述されだ順番にデータペースを

この過程を図示すると以下のようになります。探索し、同一化を試みて行きます。
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ι 
図1

1 0 v e 

索
係
る

探
関
れ

の
無
わ

ス
と
行

一
置
ら

ぺ
位
か

タ
の
一
頭

一
印
先
)

デ
は
に
化

時

間)
↑
 

1
J
V
d
 

寸

S

)

d

)

1
J
1
J
l
t
n
g
 

g
t
r
a
a
o
 

o
a
-
-
c
c
d
 

d
c
g
 
c
d
c
d
n
b
 

e
a
e
o
o
o
胃
l
A
'』
a
冒
『
&

v
d
v
d
v
u
r
r
r
 

G
O
O
-
-
-
-
-

b
L
U
L
u
g
g
g
 

白
U

向
U

白

」

白

U

白
U

A

U

v
v
v
v
v
v
 

n
v
n
v
n
u
n
u
n
v
n
u
 

X) . 
(X=dog) 

cJU --φ
・l

T
且--g
 

(
 

X) ， (boys， ?-love 

I 1ove( girls， X) "の同一化成功図2

G 

X) . 

力
化
入一の同
る

ン
の
れ

ロ
X
さ

コ
り
除

ミ
よ
解

セ
に
が

(girls， 1 0 v e X) ， (boys， ワー 10 v e 

X=dog; 

端末への答の出力とそれに対する応答図3

4 

一~c a t 

索

開

の

探

再

司

)

の

り

後

る

ス
よ
功
わ

一
置
成
変

ぺ

位

化

は

タ
の
る
一
置

一
寸
れ
同
位

デ
が
さ
(

X) . (g i r 1， 

E争

10ve 

)
 
vd 

)
 
s

、J，q
、J

IJ

、Jl
t
n
g

g
t
r
a
a
o
 

nu
免

u
・1
a
-
p
u
p
u
A
U

λ
u
c
u
o
 PO

F
3
0
0
 

0
9
0
0

。。司
l
&
胃
E

，.，I
A

v
d
v
d
v
d
r
r
r
 

G
O
O
-
-
-
1
・1

b
b
b
g
g
g
 

，，.‘、，，
z

‘、，，.‘、，，，‘、，，
E

‘、，，.‘、

品
U

向
U

戸
』
戸
U

ρ

u

凸
u

v
v
v
v
v
v
 

n
u
n
v
n
v
n
u
n
u
n
V
 

I
l
l
i
-
-

X) ， (boys， ?-love 
↑ 

(同一化)

X ) "の2度目の同一化成功の直後

ι 
" love ( boys ， 図4

X) . 
(X=cat) 

再び先頭から探索が
汀われる

cJM 

'
』
&
ゐ
1
1
・

T
A
 

・100
 

，，E
、

c今

10ve 

)
 

)
↑

y
 

d
s
)
d
)
 

)
)
1
t
n
g
 

g
t
r
a
a
o
 

o
a
-
-
c
c
d
 

d
c
g
 
Q
u
e
d
p
a
 

ssslay---

y
y
y
T
r
r
 

o
o
o
l
-
-
-
-

b
b
b
g
g
g
 

，f
、，
t
、，，目、
J

，‘、，
t
、，
t
、

e
e
e
e
e
e
 

v
v
v
v
v
v
 

n
u
n
u
n
u
n
v
n
v
n
V
 

I
l
l
i
-
-

X) ， (boys， ワー 10 v e 

106 



x ) "の2度目の同一化成功
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X) . (girls. love X) • (boys. ?-love 

これ以上答なし~ NO 

端末へ結果の出力図9

に戻って処理を再開する Prologの動作を後戻り(パッ
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(印の位置)

クトラッキング)と呼びます。

なお、以前の状態



4， 5 規則

Prologのプログラムが事実と規則から成立つていることは、以前に述べたとおりです。規

則は、ある一つの事実が他のいくつかの事実あるいは規則に依存している場合に用いられます。

また、ある事実を成立たせるための条件を記述したものとも考えられますし、定義を記述した

ものとも考えられます。たとえば、

1 put on sweater if it is cold weather， 

X is a bird if X is an animal ，and X has feathers， 

N+l is integer if X i~ 

などです。ここで、 Nや Xは変数を表します。このような規則を Prologでは以下のように

記述します。

puton( sw巴ater) weath巴r( co ld >. 

bird ( X ) animal ( X ) ， has_feather ( X >. 

integer( N) integ巴r(M) ， N i s M+l. 

記号" "は、コロン(" : " )とハイフン(" -" )を結合したものであり、ならばある

いは fと読まれます。カンマは以前の通りです。なお、 3番目の例に現れる"M is N-l " 

は、変数"M "と値"N-l " (通常の引算)を陶ー化させるもので、"is "は組込み述語と

呼ばれています。詳しくはマニュアルなどを参照してください。"の右辺に記述される事

実あるいは規則が増えるに従って、条件が厳しくなって行きます。

ここで、

?-puton( sweater )， 

と質問すると、データベース中に"weather( cold ) ~という事実が定義されていれば、答

は"YES "となり、そうでなければ"NO "となります。

?-bird( penguin )， 

と質問した場合には、 Prologは"an ima 1 ( pengu i n ) "という事実と"has_feather 

( penguin )という事実の2つをデータペース中から探します。そして2つの事実が発見され

た場合に、答 "YES"を返します。変数"X "に値 penguin が同一化されると、他の2

つの"X "も同時に penguin に同一化されます。また、

?-bird ( X >. 
と質問することにより、データペース中に定義されている全ての鳥を検索できます。
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プログラム例F 
;). 

ここで、端末からフ。ログラムを入力して実行させる簡単な例を示します。例に用いるのは、

整数を次々に取り出すプログラムです。なお、プログラムを入力するためには、ある機能(こ

れも組込み述語)を必要とします。詳しいことはマニュアルなどを参照してください。右側の

記述は簡単な説明です。
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プログラムの入力と実行の例図10 

おわりに6. 

以上、簡単に Prologの概要について紹介しました。 Prologは若い言語であるため、未成

熟な面もありますが、他の言語にないユニークさもいくつか持っています。実際に使用してみ

て、是非新しいプログラミングの感触をつかんでほしいと願っています。最後に現在使用可能

な処理系の特長を挙げておきます。

実質的な国際標準である DEC-I0仕様に準拠している。① 

(処理方式としては引き数コピー方式を採用)高速コンパイラを装備している。② 

アトム名として日本語を使用できる③ 

180余りの組み込み述語と、ガーベジコレクタを装備している④ 

他言語(FORTRANなど)で作成したプログラムの呼び出しが可能である
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〔参考文献〕

Prologに関する書物は多数出版されている。ここではそのごく一部を紹介する。

①黒川 利明 (1985) : Pro logのソフトウェア作法(岩波書庖)

② Kowa 1 sk i (1979) : Log i c f or Prob 1 em So 1 v i ng (NORTH HOLLAND) 

③ Clocksin & Mellish (1984) Programming in Prolog (2nd edition) 

(SPRI NGER) 

④ Bratko (1986) : PROLOG PROGRAMMING FORARTIFICIAL INTELLIGENCE 

(ADD 1 SON WESLEY) 

〔マニュアル〕

富士通PROLOG手引書
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8. センタ一概要

センターの目的

長崎大学情報処理センターは、学内共同利用施設として設置され、本学における研究、教育、

事務および図書館の各部門における情報を処理することを目的としています。

本センターの特徴は、通信回線によるコンビュータ・ネットワークを可能にする大型コンビ

ュータ・システムを、中心として、 TS S (T i m e S h a r i n g S Y s t e m)処理、

パッチ処理ならびに学内および大学問コンビュータ・ネットワーク利用の各々の並列処理を行

っていることです。そして、センターでは、大学構成員全員にだれでも一人一人利用登録処理

を行った上で、センターのコンビュータ・システムを利用できるように心掛けています。

コンビュータ・システムの中心は、 FACOM M-360で、主記憶容量が24メガバイ

ト、補助記憶装置の磁気ディスク装置の容量が71 3 6メガバイトで、現在センター内外に約

160台のTSS端末装置が接続されています。このシステムは、富士通の大型コンビュータ

・システムの最上位のオペレーティングシステムであるFACOM OSIV/F4 MSPで

運用されています。

本センターでは、利用者エリアに設置された装置を1利用者自身が操作するオープン利用方式

をとっていて、 TSSによる処理が主体となっています。

センターの業務

(1) センターに属する電子計算機、その端末機器およびその他の設備の維持管理

(勾教職員の学術研究のための計算処理

。)学内および大学問コンピュータネットワークに関すること

(4) 情報処理教育における計算機利用に関すること

(助附属図書館オンライン処理業務および学術情報ネットワークに関すること

(6) 学生関係の事務処理

(7) 情報処理手法に関する研究および指導
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中央システム室

j
i
-
-
U
¥
 

回~
塁

CCP 
通信制

御装置

主記憶24MB

センター内システム構成

M-360 FACOM 

電十合》一
中央処理装置

G
Y
 

磁気デイ λ7

総容量

7.136GB 
3台1台

日本語端末室TSS端末室・譜穀室

畠 中
第 1

入出力機器室

中乞自己古T
8}) 

l台 1台 lセyト

乞2

第2TSS端末室

包ヨ

包2
室

包2
C2 
I FAX r--

巨~

手芸事オープン入出力室

:

1

 

・
L

J

E

E

-

-

-
7
R
-
コ一

f
y
ア

-

-

F
し

-
J
-
川
ト

1
-
b
h
u

-一
(
-
1
-
x
ロ

-
t

-
l
-
-

プ

-
l

パーソす凡白:r:.-t'.1-" パーソナルコ Jピr タ I台
pC-9&l1 1セ，ト F9'回目 5セノト

112 -

1台

1台

特殊端末室

乞三羽

え D P J IF9450 

PR 11 v 1 

パーソナル・コンピュータ



ネットワークシステム構成

FACOM 5-3500ンステム
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工学部共通練度PC -9801V m2 

薬学仰 PC-9801Vm2システム

教育学部地理学FM-16βFDll 
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FACOM ED5-V 
m属 システム
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N 0 P:3台NP R:I台

T 55 /RJ E 

PANAFACOM U-14∞システム
主記憧7閲KBディスク総容量223MB

歯学部 D P :10台 PR・4台 LP:1台
MT:I台 CR:1台 FP [):2台
XY1ロヅタ:2古Fィジタイザー:2古

PANAFACOM U-13∞ンステム
医宇都 主記憶64KBディスク総書量10MB
附属病院 DP :1台LP:1台PTR/P:1台
fPD:2台XYプロヅタ・l台

NMC:S本格ディスプレイ制御装鷺
MC ディスプレイ帽IJ!卸襲置

WDS ワープロ端末経由配
NDP 日本語ディスγレイ袋R
DP ディスプレイ装置

BGP・ビジネスグラフィ yクプリンター撞置

OPR オフィスプリンタ袋置
NPR 日本語プリンタ袋置
PR プリンタ装置

NLP 日本語ライノプリノタ設置
MT 磁気テープ装置

CR ・カードリ ダ
vos ベクトルディスプレイ



大学問コンビュータネットワーク

大学問コンビュータネットワークは、パケット交換回線を介して

全国の大学、研究所等の計算機システムを相互に接続して、使い合

うことができるようにしたシステムです。この大学問コンビュータ

ネットワークサービスは、全国共同利用の7つの大型計算機センタ

ー(北街道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、

大阪大学、九州大学)で、昭和56年10月より開始されました。

本センターでは、 IIHf(:l57年6月にパケット交換回線(通信速度

4 8キロ・ピット/抄)を使用して、大学問コンビュータネットワ

ークに直後加入し、その利用を開始しました。(ユーザ.被能)

そして昭和59年12月からは、この大学問コンピA ータネ γ ト

ワークに加入している何処の大学の計算険システムのTSS端末か

らでも、本センターの計算俄システムを利用できるようにしました。

(サーバ機能)

F 

。
。

車北大牢大型i十寓楓セン，-

筑波大牢牢耐tA組処理セノター

量崎大牢tA帽処IHン，-

大学問コンビュータネットワークの利用目的

二シ
d 

r 

1 .他大学の計算機システムでサービスしているデータベースの利用

2.他大学の計算機システムのソフトウェアやハードウェアの利用

3. コンビュータネットワークを介しての情報交換
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ソフトウェア構成

OSIV/F4 MSP 

アプ。リケーションブρログラム

(機械翻訳処理)

概要、適用分野

ATLAS-1 I r英語」を「日本語」に自動的に翻訳
(Automatic Translat on 

System-I) 

ATLAS-II* I r日本語」を「英語」に自動的に翻訳
(Automatic Translat on 

System-II) 

(日本語処理)

ODM 

(Off ce Document 

Manager) 

日本語文書の作成・編集、削除、配

布、印制

ADJUST ・ |日本語処理作業のサポート

(A d v a n c e d J a p a n e s e 日本語ファイル編集、紙テープ入力編

User Support Software) I集、文字パターン属性情報管理、文字

セット管理、未定義文字ロギング情報

解析、コードブック編集、フォームオ

ーパレイパターン作成、プログラムで

の日本語ファイル読み取り、各種コー

ド変換

※ATLASII はODM配下の機能である.
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アプリケーションプログラム

(日本語処理)

KUIN 

(K a n j U t t Y f 0 r 

Input) 

KING 

(K a n j 1 n f 0 r m a t 0 n 

Generator) 

(図形処理)

PSP 

(P 1 0 t t e r Subroutine 

Package) 

GSP 

(G r a p h i c Subroutine 

Package) 

PSL 

(P 1 0 t t e r Subrout ne 

Library) 

概要、適用分野

氏名、住所、事務処理用語のカナ漢字

変換

日本語帳票出力サポート、文章編集出

力サポート、グラフ・図形出力サポー

高級言語でX-yプロッタ装置を用い

た図形処理そ行うためのシステムプロ

グラム

高級言語でグラフィックディスプレイ

装置を用いた図形処理を行うためのシ

ステムプログラム

円弧、直線、二次曲線、関数曲線等の

基本図形の作画、基本図形の交点、座

標変換等の計算を行わせるX-yプロ

ッタのためのサブ、ルーチンライブラリ

GRACE IV 計測データや解析結果のグラフ処理

(Graphic Appl cat on 

Components for Easy 

U s e u n d e r 0 S IV) 
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アプリケーションプログラム 概要、適用分野

(図形処理)

c; I~ 八ドド |販売予測、営業政策、商品企画

(Graphic Presentat on 

ドr0 g r a rn) 

E G 1< E T / D H A W 

GHAPHMAN 

(G r a p h i c M a n -rn a c h n e 

System for Sc ent fic 

Caluculat on Hesults) 

(情報検索)

FAIHS 

(FACOM Advanced 

Informat on Hetr eval 

S Y s t e m) 

QUEHY 

(英文処理)

図形の作成、編集及び印刷

科学技術計算の会話型図形処理

文献情報、症例等の会話型処理

各種データベースの検索

ATF 自然科学に関する論文の編集、清書

(A d v a n c e d T e x t 

Formatter for Sc ence) 
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アプリケーションプログラム

(英文処理)

ROFF 

(RUN OFF) 

(統計、分析)

ANALYST 

(Analyzer for 

Stat st cal Data) 

概要、適用分野

英文清書(九大情報工学科ソフトウェ

ア研究室提供)

統計処理、統計グラフィックス処理、

統計解析

IRA 産業連関分析

(Inter-industr al 

Relat on Analys s)・

(数値計算ライブラリ)

SSL 科学用げルーチンライブラリ

(Sc ent fic Subroutine 

Library) 

SSLII 科学用サブルーチンライブラリ

(Sc ent fic Subroutine 

Library-II) 

(人工知能)

ESHELL エキスパートシステム構築ソフトウェ

(Fuj tsu Expert Shell) Iア
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アフ.リケーションフ。ログラム 概要、適用分野

(予測)

SCOPE/MODEL 会話型経済分析・予測システム

(System f 0 r Economic 

Plann ng and Research 

/MODEL) 

サービスプログラム

ソート・マージ

概要、適用分野

データの分類・並合
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for Display Users) 

FSO 画面エディタ

(Full Screen・Option)

GSF グラフィックデータ出力、漢字ストロ

(Graphic Subroutine 

Fac ty) 
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言語処理プログラム

FORTRAN77 

C 

PROLOG 

COBOL85 

PL/I 

PASCAL 

ALGOL 

APL 

UTILISP 

BASIC 

SL-l00 

アセンプラ

UT S (U n i v e r s a 1 T i m e S h a r i n g S Y s t e m) 

言語処理プログラム

FORTRAN77 

C 

PROLOG 

クロスコンノfイラ

8 0 8 6 クロスコンノfイラ

68000 クロスコンノfイラ

ライブラリ

SSLII 
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センター建物平面図

中央ンステム室

オープン入出力室

第ITSS端末室&講義室

2階

事務室

1階

建物総面積
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端局一覧表

専用回線

学部名|学科名 器量 種 速度 (bp s) 利用開始日 備 考

医学郎附属 PANAFACOM 2400 S 55. 5. 2 0 RJE 
病院 U-l 300 

工学郎 電気・電子工学科 FACOM S-3500 9600 S 6 O. 4. llDP :21台
PR : 7台
NLP: 1台
MT : 1台
FD : 1台

歯学部 歯科矯正学 PANAFACOM 9600 S 5 7. 5. 1 I R J E. TS S 
U-1400 P R : 1 1台

PR : 5台
TBL: 1台

工学郎 FACOM9526 9600 S57. 4.14 DP : 10台
{センター設置3台)
PR 2台
(セYタ一般置1台}

教養郎 教務係 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 S58.10.18 WDS: 1台)センター
BGP: 1台般置

附属図書館 事務郎 FACOM EDS-V 9600 S58.10. 1 I R J E. TS S 
NDP:3台)センター
NPR:l台Ilt置. 

事務局 庶務部・庶務保 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 S 6 o. 1. 5IWDS:2台)センター
BGP:l台般置

施設部・企画保 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 S 6 o. 1. 5 I WDS: 1台)センター
BGP: 1台般置

施設郎・建築限 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 S61.12. 1 I WDS : 1台)センター
BGP: 1台股置

学生都 学生保・厚生保 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9&00 S 6 O. i.. 5IWDS:2台)センター
BGP: 1台股置

教育学館 教務係 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 S 6 o. 1. 5IWDS:l台)センター
BGP: 1台段置

経済学部 図書館経済分館 F6683A 9600 S 6 O. 1. 5IVDS:5台)センター
F6677Al. F9450E OPR: 1台吸置

学生係 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 4 D PC : 1台

NPR: 1台設置

医学部 図書館医学分館 F6683A 9600 S 6 o. 1. 5IVDS:5台)センター
F6677Al. F9450E OPR: 1台股置

用度係 F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 4 D PC : 1台
WDS: 1台}センター
NPR: 1台般置
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専用回線

学郎名 学科名

歯学郎 電算室 (7F) 

庶務係

薬学部 会計係

工学郎 庶務係

水産学部 庶務係

附属図脅飴 管理係

保健管理 事務室

センター

工学部 機械工学第E

薬学郎 薬科学科

教脅学郎 地理学

工学部 共通講座工業物理

工学部 機械工学第E

工学郎 電子工学科

工学郎 機械工学科

工学郎 電子工学科

工学都 被備工学第E

.DP ディスプレイ

.DPs 英小文字テ・ィスプレイ
'NDP:日本語テ・ィスプレイ
.WD5:ワープロ端末
.PR カナプリンタ
.NPR:日本語プリンタ
.VDS:ベクトJレテ・ィス7'レイ

機 積 速度 (bp s) 

F6683A 9600 
F6677Al 
F6 6 5 8A. F6 6 5 4D 

F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 

F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 

F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 

F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A F 9600 
9 4 5 0 E. F 9 4 5 4 L 

F 6 6 5 8 A. F 6 6 5 6 A 9600 

PC9801E 2400 

PC-9801Vm2 2400 

富士通FM-16.8FD 2400 

PC-9801Vm 2400 

PC-9801Vm2 2400 

F 6680ディスプレイ 9 6 0 0 
サブシステム

PC-9801E 2400 

F6683ディスプレイサプシ 9600 
ステム

PC-9801Vm2 2400 

.NLP:日本語ラインプリンタ
・OPR オフィスプリンタ
'BGP:ビジネスグラフィッタプリンタ
・MT 磁気テープ
'FD フロッピィテ.ィスク
. P C :'~ーソナ Jレコンピュータ
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利用開始日 備 考

5 6 O. 1. 
OPR: 1台センター
WD5: 1台段置
NPR: 1台

560. 1. 5 I WD5: 1台)センター
BGP: 1台般置

560. 1 5 I WD5: 1台)センター
BGP: 1台設置

5 6 O. 1. 51WD5:1台)センター
BGP: 1台般置

560. 1. 5 I WD5: 1台}センター
BGP: 1台般置
PC: 1台. NPR: 1台

560. 1. 5 I WD5: 1台)センター
BGP: 1台股置

561. 3. 2 0 

561. 6.27 

561. 6.27 

561. 7.12 

561. 8. 

561.10. 

561. 8. . 
561.10. 

562.11. 



交換回線

学部名 学科名 機 種 速度 (bp s) 利用開始日 日目 考

教育学部 教育工学センター NEC NP300 3 0 0 5 5 5. 2. 1 2 

工学部 電子工学科 ピクター VG470 30 0 555. 4. 

教育学部 教育工学センター FACOM 1513A 30 0 555. 4. 

工学部 電気工学科 タンテ・ィ TR5-80 30 0 555. 4. 

工学部 電子工学科 50RD M223MARKill 30 0 555. 7. 

教養部 心理学 TR5-80 30 0 555. 5. 2 0 

工学郎 電子工学科 50RD M202MARKill 30 0 5 5 5. 6. 1 3 

工学部 摘造工学科 NEC PC8001 30 0 5 5 5. 6. 2 0 

工学部 機械工学科 NEC PC8001 30 0 5 5 5. 7. 1 0 

教養部 保健体育 NEC PC8001 300 5 5 5. 7. 2 1 

工学部 機械工学科 NEC PC8001 300 5 5 6. 1. 2 7 

歯学部 歯科矯正学 ソニーテクトロニクス400 6 30 0 5 5 6. 1. 2 9 

学生部 入学主幹室 FACOM 9410 30 0 555. 4. 

教養部 統計学 NEC PC8001 30 0 5 56. 2. 2 5 

薬学部 薬学科 NEC PC8001 30 0 556. 4. 1 

医学部 公衆衛生学 NEC PC8001 30 0 5 5 6. 1 O. 1 9 . 
工学郎 電気工学科 NEC PC8001 30 0 5 5 6. 1 2. 

工学蔀 機械工学第E 50RD M223MARKill 30 0 556.12.14 

附属図書館 NEC PC8001 30 0 5 5 6. 1 2. 2 2 

工学部 電子工学科 50RD M223MARKill 30 0 557. 2. 3 

工学部 電子工学科 HORIZON BLAKBOX 30 0 557. 2. 3 

教育学部 工業技術 NEC PC8801 30 0 557. 5. 2 6 

工学郎 機械工学科 NEC PC8801 30 0 557. 6. 

医学部 第一内科 NEC PC8801 30 0 557: 6.21 

歯学部 生理 富士通 FM-8 300 557. 7. 5 

工学部 電気工学科 'INEC PC8801 3 0 0 5 5 7. 1 1. 1 0 

工学部 電子工学科 NEC PC8801 30 0 5 5 7. 1 1. 2 6 

工学部 土木工学科 NEC PC9800 30 0 558.2.16 

工学部 機械工学第E NEC PC8801 30 0 558. 3. 24 

経草寺学部 経営 NEC PC8801 1 2 0 0 558.5.28 

工学郎 電子工学科 富士通 FM11EX 30 0 558. 8. 1 

工学部 電気工学科 富士通 FM 1 1 E X 30 0 558. 8. 
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交換回線

学郎名 学科~ 6理 高官 法度 (bp 5) 初mtmf.会B m 考
工学部 機械工学科 NEC PC8001 MKII 30 0 S58. 7.11 

工学ns 機械工学第E NEC PC8001 30 0 S58. 9.10 

歯学郎 口股解fflJ学第I IF800 MODEL 150 30 0 S 5 9. 8. 

工学sg 機械工学科 NEC PC9801F3 30 0 S 6 O. 2. 8 

工学部 榊造工学科 アイ電子測器 a i -M 1 6 24 0 0 S 6 O. 5. 2 4 

熱帯医療研究所 |坊疫蔀門 NEC PC9801Vm2 1 2 0 0 S61. 1.13 

医療短大 作業療法 NEC PC8801 30 0 S61. 1.13 

医学郎 朝日関学教室 富士通 FM-8 1 2 0 0 S61. 3.25 

工学部 電子工学科 富士通 FM-11EX 30 0 S61. 6. 9 

工学郎 電子工学科 NEC PC9801Vm2 30 0 S61. 6. 9 

工学81¥ 電気工学科 NEC PC9801Vm2 1 2 0 0 S61. 6. 

工学部 電気工学科 富士通 FM-16β 1 2 0 0 S61. 6. 

工学部 電気工学科 富士通 FM-11 1 2 0 0 S61. 5.31 

熱帯医学研究所 寄生虫学部門 NEC PC-9801E 300 S61. 6.21 

商学M 歯科理工学部座 NEC PC9801M2 24 0 0 S61. 7. 

水産学部 水産学科 NEC PC9801Vm2 24 0 0 S61. 7. 

医学部 公衆衛生学教室 NEC PC9801Vm2 . 1 2 0 0 S61. 7.11 
医学部 医学科 NEC PC9801Vm4 1 2 0 0 S61. 7.15 

教育学部 理科(地学) NEC PC9801M2 1 2 0 0 S61.11. 

熱帯医学研究所 寄生虫学部門 NEC PC-9801E 240 0 S 6 2. 1. 5 

教養部 化学 NEC PC-9801Vm2 240 0 S 6 2. 1. 8 

教養部 物理 NEC PC-9801E 1 2 0 0 S 6 2. 2. 6 

工学部 土木工学科 NEC PC-98XL 2400 S 6 2. 3. 6 

教養部 保健体育 NEC PC-9801F 1 2 0 0 S 6 2.. 4. 1 0 

工学部 構造工学科 NEC PC-98XL 240 0 S 6 2. 5. 8 

工学邸 構造工学科 NF;C PC-9801Vm21 240 0 S62. 7.13 

医療短大 IBM5550 2400 S 6 2. 7. 2 2 

水産学部 NEC PC-9801UV2 24 0 0 S62.10. 9 
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1. T S Sジョブの制限値について

1月より、 TSSジョブの制限値を次の通り拡張します。

lセッション時間

CPUタイム

2. パッチジョブの処理について

言己

2時間

5分(作業領域640KB未満の時)

2 0分(作業領域640KB以上の時)

ジョブの実行は、多重処理で行われる関係上、必ずしも依頼された順番に処理される

とは限りません。その場合、同一データセットの更新が関わるジョブ等で問題が生じま

す。依頼される時は、次のことに心がけてください。

-ジョブ名を同ーとする。

即ち、ジョブ文//白血且 JOBCLASS=Aの中の下線部与を同ーとする0

・前のジョブの起動を確かめてから、次のジョブを依頼する。

• 1つのジョブで複数ステップの処理を依頼する。

パッチジョブが処理される場合には、ジョブ依頼がなされた時点で、はなく、ジョブが

実行される時点におけるデータセットがアクセスされますので、自分のパッチジョブの

処理状況とTSS処理におけるデータセットの使用に十分注意してく下さい。

自分のジョブの実行状態や、ジョブの待ち状態を知りたい場合には、 iSTATUS 

コマンド」を入力してください。

3. ジョブの状態表示について

ジョブの実行状態や、ジョブの待ち状態およびTSSの使用端末数を表示するコマン

ドに iSTATEコマンド、 @STコマンド」があります。御利用下さい。

i主恩盟L上-(ジョブの実行状態、 TSS使用端末数)

盟組1

STATE 

JDE1361 TIME=15. 58. 59 DATE=87. 01. 06 

① JDE3271 USERS=0013 

JDE1021 15. 59.00 ~CTI~E DISPL~Y 

②判事 PROCESSINGANS (A--06'TH 11:08 B--06'TH 15:56 C--06'TH 12:10)制車

①TSSの使用端末が13台である。

②クラス別ジョブの終了した日と、時刻を表わす。
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Aジョブ……6日11時o8分
Cジョブ・・….6日12時10分

箆且担12.←(ジョブの待ち状態)

貯I
WAITING 2 JOBS ON B CLASS CN(11) 
WAITING 1 JOBS ON P CLASS CN(ll) 

Bジョブ……6日15時56分

Bクラスに2件、 Fクラスに 1件の実行待ちジョブがあり、その他のクラスには実行

待ちジョブが無い。

4. パッチジョブのキャンセルについて

依頼したパッチジョブをキャンセルしたい場合は、 rCANCELコマンド」を入力し

てください。

例 ジョブ名FxxxxA(Jnnnn)のジョブをキャンセルする。

盟組1

STatus 

KE0561971 JOB PxxxxA(JOBnnnnn) IS WAITING POR EXECUTION..…・実行待ちジョブ

KE0562111 JOB PxxxxB(JOBmmmmm) IS EXECUTING……………...・H ・-・実行中ジョブ

KE0561921 JOB Pxxxx# (JOBj j j j j) 1 S EXECUTI NG.....……H ・H ・…….TSSジョブ

盟組1

CANCEL PxxxxA.P 

同ーのジョブ名がある場合

盟組I

CANCEL PxxxxA(JOBnnnnn). P 

5. 統計処理パッケージANALYSTの機能追加について

統計処理パッケージANALYSTの機能がレベルアップし、フルスクリーン端末でのメニ

ュー形式による処理が可能となりました。従来、煩わしかったコマンドの指定法を覚え

右ことなしに、容易に統計処理を行うことができ、日本語端末では日本語メッセージ表

示が可能です。基本的な処理手順は、希望の統計処理画面まで番号を指定して進め、一

覧表として表示される変数名を指定し、 EXECキー(PP6)を押します。以下に、使用例を

示します。
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> <使用例(日本語端末)

データパンクよりデータ名LEISUREを取り出し、変数名AGE.HEIGHT. WEIGEHTの基本統

計を行う。

旦ti.旦工
ANALYST 
A NALYST-MENU 

一一一一一一一一一ー〈統計解析〉ー一一
===> 

折

計

桁

分

集

分

連

行

力
・
祈
論
関
実

入
計
解
理
の
ド

タ
統
量
化
問
ン

一
本
変
量
数
定
7

助
了

デ
基
多
数
変
検
コ
補
終

。
白
ゐ
勺

ζ

宅
J
'
u『
史

J
A
U
F
-
w
e
a
v《

" 1 "を指定する。

ー一一一一一一一一一〈データパンクからのデータ入カト一
入力するデータを sで選択し‘て下さい

・‘・-、匹、，、.'，、， ，-

BLOOO WERNER -BLOOO CHE阿ISTRIES
BLOOOJ WERNER -BLOOO CHE阿ISTRIES
COFFEE 
KENOB 

SURVEY OATA ON INOIVIOUAL TASTES I SILEISURE 
LEISUREJ SURVEY OATA ON INOIVIOUAL TASTES 
SASAKI 
'vIAOA 

LEISUREに rrS"を指定し、 ENTERキーを押すとデータパンクからデータが入力される。

(GET LEISUREと同じ)

130 



PF3キーを押し、初期画面にもどり、"2" (基本統計・集計)を指定する。

次のメニュー画面が表示される。

一一一一一一ー一一一〈基本統計-集計〉一一

1 J草木統計量の計算

2 散布図の作成

3 2次元プロ y ト図の作成

ι クロス表の作成

5 クロス統計表の作成

6 基本集計表の作成

7 テーブル築計表の作成

8 層別統計量の産出

9 内訳図の作成

10 ヒストグラムの作成

" 1 "を指定する

一一一一一一一一一ー〈基本統計量の計算〉一一一一一一一一
===> 

1 変数の指定

2 パラメタの指定

3 ケースの選択条件の指定

L
V
L
ν
 

す

一

一

で

ロ

ロ

り

ク

ク

お

ス

ス

と

の

の

の

向

向

次

方

方

ク

は

上

下

y

味

移

帰

行

で

で

L

意
惟
復
帰
実
面
面
チ

定

の

に

に

復

の

画

面

の

指

一

面

面

に

容

択

択

容

の

キ

函

画

面

内

選

選

内

ど

日

の

の

画

定

数

数

定

な

M
次
前
本
指
変
変
出
泊

先

カ

ペ

力

入

一

}

〉

}

〉

}

}

出

の

キ

ロ

円

H

M
円

刊

の

タ

円

伊

作

伊

作

伊

川

げ

果

一

で

一

-

結

デ

面

一

一

キ

一

一

ト

両
キ
キ
州
キ
一
キ
十
十

4

5

の
灯

D
刊
日
キ
州
日

-、
F
』

M
N
P
E
V
A
n
r
n
U
M同

一

M
N
E』

n
M
H
C』

H
u
n
ν
F』

以

r 1 trを指定する

s阿OKED IN ONE DAY 
PARENTC ，...内・ー ーー

QII d 1.IT....... 

続く
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変数名を n S ..を指定する

(P F 6)を押下する実行キー

W I~ 1 G 11 T 
K Ci ) 

126 
126 
7567.00 
60.06 
ι6.00 
80.00 
34.00 
6.87 
47.16 
0.61 

1I F: 1 C; I1 T 
C M) 

126 
126 
21364.00 
169.56 
150.00 
182.00 
32.00 
5.51 
30.31 
0.49 

八GE

126 
126 
3249.00 
25.79 
19.00 
35.00 
16.00 
3.30 
10.92 
0.29 

ス

ス

一

北

五

竜

玩

一

ケ

値

値

侃

誤

ケ
効
均
小
大
同
市
倣
市
*

込
古

l
U戸
い
主
文
日
一
叉

h
1
J
L
?
F
J
W制
定

わ
称

4Tτ
小
リ

1
n
Hド
H
h開
ト
勺
ノ
j
L
4
-
z

(P F 3)を押すよ l画面ずつ前へもどる。終了はENDキー

詳細はANALYSTマニュアルを参照してください。

英文清書システム rrATFrr文字のディスプレイ表示について6. 

富士通英文清書システム rrATF
rrの機能がレベルアップし、イメージディスプレイ

装置に、 ATF清書文字の表示が可能になりました。イメージディスプレイ装置(セン

rrATF 

コマンド"を入力し、次に、 rr1 DPコマンド H を入力すると次ページに示すメニュー

画面が表示されます。 rr1 DP rrコマンドでは、数式、表、グラフを含む英文書をディ

2階特殊端末室に各l台設置)を利用して、最初に、ター 1階日本語端末室、

(オフィスプリンタ)装置への出力も可能でスプレイに表示するばかりでなく、 OPR

す。御利用ください。

以下に、使用方法を示します。

TEXTとし、以下内容を示す。)

B)， 

and 

30 
70 
0-4 
ON 

----A T F----@BR 

@NP(H"+$+OH"一$=H 2&0)， 
@NP(a EQUAL b PLUS c)， 
@NP(A IMPROPER-SUPERSET 
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@PL 

aしL
@IN 
@DS 

00001 
00002 
00003 
00004 
00005 
00006 
00007 
00008 



READY 
瓦T下-
READY 
IDP FROM(ATFN.TEXJ) 

(メニュー方式で処理選択を行う。)

NU >---ーつ
ーーーーーーーーーーー司ー司ーーーーーーーーーーーーー司〈

OPT!ON ===> S 

- DJSPLAY SPECIFIED PAGE 
- D!SPLAY 8ACK PAGE 
- D!SPL̂ Y NEXT PAGE 
- PAINT OUT SPEC!F!ED PAGE 
- T E RM ! NI¥ TE ! D P 

円
、
ぜ
門
阿

u
u
N
n
v
v
A

OR 'P' ASSUMED ) I F 'S' DJSPLAY OR PRINT OUT PAGE NUM8E~ ===> 1 

DJSPLAY MOOE ===> 

- MAGNJFY 

- REDUCE 

M 

PRESS PF3 TO TERMINATE IDP 

画面表示の場合"OPTION===>"の個所iこ"S"を指定し、 OPR装置へ印刷す

る場合I;j:"P"を指定する。 "P"を指定した場合ゃぐ "S"を指定した後の表示が終了

すると次のメニューが表示され、 OPR装置へ印刷する場合は、以下のように指定する。

IDP TERHJNATION HENU >ーーーーーーーーー唱ーーーーー

- PRINT ON OPR (8ACKGROUNO) 
PRINT ON OPR (FOREGAOUNO) 

NOPPINT 

ーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーー・・〈

DPTION ===>自
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NUH8ER Or COPI[S ===> 

1608 ---、-.・--PRJNlEA 10. 

TEXTのOPR蓑置への出力例)(A T F N. 

A三8，
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7. データセットの磁気テープへの退避について

直接アクセス装置上(ディスク上)にデータセットが存在し、年度更新をしない課題

については、 3月末日にテ・ィスク上のデータセットは消去されますので、各利用者の方

で磁気テープ、又はフロッピーディスクに退避される様お願いします。

[磁気テープへ退避するジョブ制御文]

・順データセットを退避する。

// EXEC PSCOPY 
//SYSUT1 DDSN=F1234.PS.FORT77，DISP=SHR 
//SYSUT2 DD DSN=データセット名，DISP=(NEW，KEEP)，
// LABEし=(l，Sし)，VOし=SER=ボリューム通し番号，
// UNIT=OPENMT， 
// DCB=(L RECL=80，RECFM=FB，BLKSIZE=3120) 
/車

-区分データセットを退避す答。

// EXEC COPY 
//IN DD DSN=F1234.PO.FORT77，DISP=SHR 
//OUT DD DSN=データセット名，DISP=(NEW，KEEP)，
// LABEL=(l，Sし)，VOL=SER=ボリューム通し番号，
// UNIT=OPENMT， 
// DCB=(LRECL=80，RECFM=FB，BLKSIZE=3120) 

//SYSIN DD 本

COPY OUTDD=OUT，INDD=IN 
/事
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8. 英文清書システム(富士通ATF)について

英文清書システム (AdvancedText rormatter for science)は、 TSS処理で英論

文の作成清書を行うシステムです。文章ばかりでなく、表・グラフ・数式・図版なども

作成することができます。

清書出力の例

where 9 is the amplifier gain and ri the 
amplifier noise. After one kick at all 
the particles. Zr;s changes by 

位ふ=会2白 j - g(芝1
+九))2ー古ZzJJ (8) 

占Z抗 E
+下T)一 29:芝2己t♂ZI.)) (9) 

ft(-2g' + g2(1 

+η))Zふ，
where ηis defined by 

η 

(10) 

__ 2 

う立. (11) 
.....rms 

これらのテキストの作成は、 TSS処理のEDITコマンド(内容識別修飾子 :TE

XT)で行い、文章と文章に対する種々な命令(強制改行等)や、清書する場合のレイ

アウトに対する命令をテキストとして作成します。
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REAOY 

A工E

REAOY 

E 01T ATFN TE)(T 

where @;t{g) ;s the ampl;f;er ga;n and @np{ r bar;$ ) the ampl;f;er 

no;se.# After one k;ck at all the part;cles， @np{ z rms$O 2$) changes 
by @br 
@np 1(8)/1/15 
@grDz rms$O 2$ over{ l;N) s;gma :;， j:: ::: bracket-open z ;， j$ ー
g{z bar ;$ + r bar ;$) bracket司 close 02$ 
over( l;N) s;gma :;， j:: ::: z ;， j$O 2$ 

@np off 
@np 1(9)/1/20 
over( l;N) s;gma :I，j:: ::: bracket-open g02$(z bar ;$0 2$ 
+ r bar ;$0 2$) 2g z bar ;$z I，J$ bracket-close 
@np off 

@np 1(10)/1/20 
over( l;n ) bracket-open -2g + g02$( l+@grh) bracket-close 

z rms$" 2$ 
@np off 
@in 0-0 
where @grh is def;ned by @br 
@np 1 (11) 11/30 
@grh 0"拘

く ATF命令について>

@PL. 
@LL. 
@I N. 
@DS ON. 
@BR. 
@IT. 
@GR. 

包NP.
OVER. 
S 1 GMA. 

ページの行数

ページの桁数

桁下げの桁数

清書出力をl行起きに出力
強制改行

イタリック体文字

ギリシャ文字

数式パラグラフの指定

分数

手口

その他、 ATF命令については、参考マニュアルを参照してください。

テキストを作成した後は、次に示すATFプログラムにより、ディスプレイ装置への

清書形式での表示や、プリンタ一用紙への出力を行うことができます。
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TEACIIコマンド

|問合せフログラム

文章版編集1膏嘗
フ.ロクラム

FORMATコ7 ンド
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文書版清書出力
フ.ロクラム

iつづりチェ yク
フ.ロク.ラム

WOROSコマンド

数式版編集清書
プログラム(パッチ用)
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7
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書
ム
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グ
式
ロ
数
プ

数式!仮編集清書
プログラム (TSS用)

数式版清書出力
プロクラム (TSS用)

A
T
P
プ

ロ

グ

ラ

ム

NLPPAGEコマンド

ド
?ン

1
1
1
7
 
コ
u'E 

A

ハ
'
t
u
 

nva 
円、dnHU 

圧縮示フログラム

文字パターン硲認
プログラム (TSS用.パッチ用)

FONTコマンド
化学式辞書更新
フ.ログラム

|文字パターン変更かクラム

upomコマンド

SYMBOLコ7 ンド

清書形式でのディスプレイ画面への表示)
 

唱

E
A(
 
イメージテ・ィスフ。レイ装置(センターl階日本語端末室、 2階特殊端末室に設置)

を利用して、最初に"ATFコマンド"を入力した後、"I DPコマンド"を入力

すると、次に示すメニュー画面が表示されます。そして、処理項目 (OPTION)

を選択することにより、イメージテ会イスプレイ画面へ清議形式で表示されます。
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REA旦工
ATF 
READY 
IDP FROM(ATFN.TEXT) 

(メニュー方式で処理選択を行う。)

IOP OPERATION MENU >ーーーーーーーーー'ーーーーーーーー

- OISPLAY SPECIFIEO PAGE 
- DISPLAY BACK PAGE 
- DISPL̂ Y NEXT PAGE 
- PRINT OUI SPECIFIED PAGE 
- TERMIN/¥TE IDP 

ーーーーーーーーーーーー骨ーーーーーーーーーーーーー『ー〈

DPTION ===>自

F
a
n
M
U
M
N
円

V
U
A

IF 's' OR 'P' ASSUMED ) DISPLAY OR PRINT OUT PAGE NUMBE~ ===> I 

。ISPLAY MODE ===> 
- MAGNIFY 

- REDUCE 

PRESS PF3 10 TERM I NATE IDP 

M 

画面表示の場合"OPTION===>"の個所1;:" S "を指定し、 OPR装置へ印刷す

"S"を指定した後の表示が終了る場合は"P"を指定する。 "P"を指定しだ場合や、

すると次のメニューが表示され、 OPR装置へ印刷する場合は、以下のように指定する。

IDP TERMINATION ~ENU )--ーーーーーーーーーーーーー

日 -PfllNl ON 0ドn ([)ACKGIlOllNO) 
- rRINl ON orR (FOREGROUNOI 

日LANK - NOPRINT 

唱鴫ーーーーーーーーーーーーー明ー明ー“ーーーー-ーー〈

orTION ===> B 

)
 
)
 

nυ E』
n
U

M
n
F
ヒ

H
U
M
n
 

n
b
H
U
 

F
O
F
O
 

A
H
e
o
 

A
H
 

nu 内
U
，
 

P
ト

」

'

p
h
v
r
t
 

A
H
戸

U

n
V
A州nγ 

マ
l
p
b
守

1

n
M
n
F
O
 
V
 

-
-
A
H
 

F
'
a
E
t
h
 

{

〈

、、
r
t
 
nu-
M
川

'''t

H
U
 

u
N

、，、，，---一

F

ド」----

pu----

AM門n
r
u円nU
 

T
'
n
u
n
n
U
 

H
N
F
『ヲー

l
 
nハ
nγ 

NUトlBER Or COPl(S ===> 

===> 1608 
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(2) 日本語ラインプリンタ装置への清書出力

READY 

① NLP FROM(ATFN. TEXT) JOB(川

②し.. ・ . . . . 1 . . . .窓. . . .2. . . .定. . . .3. . . .淑. . . . '1 . . . .淑. . . . 5 

① //FXXXXA JOB ，CLASS=B 

NLPコマンドは、ジョブ文の生成を行b、ませんので、②が出力された後、③の

ように JOs文を入力して〈ださい。 JOB文には作業領域の関係で、ジョブクラ

スBを指定してください。

(3) つづりチェックプログラム.. . . . . . . SPELLCHKコ7 ンド

テキストファイルの単語が単語帳ファイルに登録しであるかどうか調べ、登録し

ていない単語を未定義単語として、端末および未定義単語ファイルに出力します。

また、誤ったつづりの単語を修正し、正しいつづりに置き換えた新しいテキスト

ファイルを作成します。

仏) ATF命令に関する情報の問い合わせ.. . TEACHコマンド

ATF命令に関する情報およびATF使用例を出力します。

参考マニュアル

FACOM OS N/F4 MSP ATF使用手引書

FACOM ATF解説書
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9. 会話型によるグラフ作成ソフトウェア"EGRET-l"について

EGRET-lは、ビジネスグラフィックスの一つであり、 TSS配下で動作し、セ

ンタ一日本語端末室および、各事務部に設置してあるWDS端末機による利用が可能で

す。

出辺倒

100 50 

ル二五:[[? 

¥ ち0イ

消費

一名一
一
プ
-

一-フ一.

一グ一
一分一
一
部
一
/
高

(

産
宝
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EGRET-lは下図の機能体系に示すように、新規にグラフを作成するばかりでな

く、作成後、グラフの保存・再生が可能です。これらの各機能は、メニューの型で分割

され、メニューにパラメータを指定することにより、簡単に作業が出来ます。

;
 

-

y

-

一
↓
一

-

3

-j
 

e
p
a
-

-
r
u
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-
n
k
-

-
G
-

-
r
u
-

ノ./“性

01一一一jセ〆，ン附!

17::プ-1，

lf'lftlf-51 1-lE--@ 

ln7~~ 11っγi

グラフ慢作

①--困 COMME:NT 
1 I キー (PF9)I 
l 完成両面 コメゾト付加 l 

COMMAND -
キー(PF6 ) 

END<t--
(PF':J ; 

PRINTキー (PF'5)

スケ '1ソグ&配厩

- f1E:LPキー
(PF'I) 

→ ENDキ
: PF3 ) 

-141-



使用例

s (4000) E.1三~TSS L旦~

READY 

五旦RE.工.1

処JII!を泣J尺してくださいの

===> 2 

セション属性j呆作
利 JIJ手引
グラア作成
グラフ/両国の再生
終了

n
U
4
i

、正守コ
V
A

、~~ lJコ
1&もL

グラフ十n矧を選択して下さい o

司
d

、〆

----
z
 

i宝Hc

.円グラフ7 利川1者定義グラア1 

ヒストグラム8 業務別グラフ2 

多角形グラフ9 H~ グラフ.3 

散布図10 折れ線グラフ4 

現状グラフま時一折れ線グラフ5 

川J&ltグラフ
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j"'W IR ==，，> 1 

1 標準棒クラフ

2 1貴上げ棒グラフ

グラフデ タの入力フォームを指定して下さい o

行数 ==> 4 

タ'J敬一>3 

1行数 一> 6 

〈キーボード入力画面〉一一一一

初rJf旨標 1 2 :5 
hf計票

| 

1 1 11 

21一一 11
3 I 11 
4 I U 

キーボード入力画面において、タイトルおよび数値を入力し、 RETURNキーを押

すとグラフの表示画面になる。
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1 O. 学術情報センターの情報検索利用について

情報処理センターニュース 99号および100号でお知らせしましたように、学術情報

センターの情報検索サービスが本年4月より開始されました。

本学からは、↑青報処理センターの端末装置や、各研究室のパーソナルコンピュータを

センターの端末とすることにより、情報検索サービスを利用することができます。

学術情報センターは全国共同利用大型計算機センターの共通ユーザ ID制度で運用され

ていますので、大型計算機センターのユーザ 1Dをお持ちの方はSINSEIコマンドで

利用申請を行うことができます。まだ全国共同利用ユーザ 1Dをお持ちでない方は、本セ

ンタ一事務室に利用申請書等を揃えていますので御連絡下さい。

次に具体的使用例を紹介します。詳細につきましては、本センタ一事務室に利用の手引

が用意されていますのでお気軽に御相談下さい。(電話 内線22 4 0) 

パソコンをセンターの端末として利用する場合には、次の①~④の操作を行います。

① モデム又は音響力プラをパソコンに接続する。(モデム又は音響カプラをセンター

で貸出しています。)

② パソコンをターミナルモードにする。

@ センターの計算機システムを呼び出す(接続する)ために電話をかける。

(1) RETURNキー〈文はBREAKキー〉を押すとSYSTEM READYと出力される。
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(長崎大学長大.学術情報センター:学情と略します)

(1) 

( 2 ) 

( 3) 

( 4 ) 

長大計算機システムのTSS利用を開始する

長大用パスワードを入力する

学情と接続する

学情計算機システムのTSS利用を開始する

( 5 ) 学情用パスワードを入力する

(LOGONコマンド)

(NVTコマンド)

(LOGONコマンド)

( 6) 日本国内で発行された図書の著者、標題、出版者等の書誌情報を収録したデータ

ベース(国立国会図書館作成)の検索を開始する

(7) SEARCHコマンドにより H情報処理"を含む文献を検索する

2 7件見つかる

(8) DISPLAYコマンドにより検索した標題を表示する

( 9 ) 検索を終了する

(1 0) 学情計算機システムのTSSを終了する (LOGOFFコマンド)

(11) 学情との接続を終了する (NVTのENDサブコマンド)

(1 2) 長大計算機システムのTSS利用を終了する (LOGOFFコマンド)

その他詳しくは、 「情報検索サービス利用の手引J (学述情報センタ一発行)を御参照下さい。

1 1. エラーメッセージの日本語表示コマンドについて

FORTRANエラーメッセージやMSPシステムメッセージ、 COBOL85

メッセージ.の内容を日本語端末で参照するためのコマンド"LSTMSGコマンド"の運用

を開始しましたので御利用ください。コマンド入力形式は次の通りです。

(注意点)

コマンド! オペランド

LSTMSG Iメッセージ ID または コード

メッセージ 1Dが空白を含む場合は'一'を帰入

・で終わるメッセージはを取り除く

・同一メッセージ 1Dはすべて連続して表示
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12. Prologの運用開始について

プログラミング言語"Prolog"は、 19 7 2年に"7)レセイユ大学(フランス)の

Colmeraunerによって開発され、ここ数年来、世に評判の高い言語で、日本の

第5世代コンビュータプロジェクトの核言語に採用されています。この"P r 0 1 0 g " 

は内部に推論機能を備えているために知識情報処理の分野に適し、人工知能向け記述言語

として注目されています。

使用方法(開始と終了)

READY 

PROLOG 

?ー

…・・・・・・・・・・・・・開始

?司 ha 1 t. 

READY 

-・・・・…・終了

P r 0 1 0 gはもともとAS C 1 1英小文字ペースで設計された言語ですので使用に当

たっては英小文字端末で御使用下さい。

Prologについては次号以降紹介しますが、 7月17日開催のProlog講習会

で詳しく解説致しますので奮って、御参加下さい。

参考マニュアル FACOM PROLOG 手引書
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1 3. C言語の運用開始について

パソコンから大型コンピュータに至る種々のコンビュータに普及しているC言語の運

用をセンターでも開始しました。

このC言語は、アメリカのベル研究所においてUNIXのOS(オペレーティング・

システム)を記述するために 1970年代のはじめに開発された言語です。 C言語は、

UNIXでは主力言語として、 OSはもとよりCコンパイラ自体さらには各種のソフト

ウェア・ツールの開発に使われています。

C言語の主な特徴は次の通りです。

-プログラムは英小文字ベースで表現される

-プログラムは関数の集まりとして書かれる

-表現がコンパクトである。

。e~in， _e~9の変わりにL.ι} と記述する
1=1十1の代わりに++iと記述するなど

. 2進数、 1 6進数、文字主IJの扱いが容易にできる。

アセンブリ言語のような細かな操作が可能であり数値計算にも扱える。

-異機種聞でのプログラムの互換性がいい。

<使用方法>

(1) プログラムの作成 (Fnnnn. TEST. C) 

エディタでプログラムを作成する。 FORTRANプログラムやデータ等の作

成と同じ要領で作成できます。

(2) CCコマンドによる翻訳

cF並干EST.C
れる。

...・H ・-・ロード・モジュールは通常A.LOADに作成さ

(3) CALLコマンドによる実行

R.E.8.旦工
CALL A.LOAD(TEST) 

パソコン端末において利用する場合は、次のコマンドにより、コード変換テーフツレを

"USASCIIコード"Iご設定し、 H¥HはH ￥H キーを使用してください。

SETCODE !(STAND ALPH) D(USASC!D 

なお、センターでは9月頃より現在のオペレーティング・システム (F ACOM O 

SIV/F4 MS P)に加えてUNIXオペレーティング・システムの運用開始を予定

しています。
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14. UTILISPの運用開始について

センターでは、 "UT1 L 1 S P (University of Tokyo Interactive LIST Processor) 

"の運用を開始しました。 "UTILISP"は、東京大学和田研究室で開発されたもの

で、 LISP言語の一種でありプログラムの作成と修正を対話的に行うよう作成されたも

のです。

L 1 S P (LISt Processor)は、配列構造よりもリスト構造を持ったデータを処理する

ための言語で、人工知能用言語ともいわれ、次のような問題に適しています。

-論理学の命題計算

・代数多項式の四則演算、微分、積分

・多数の動的状態を発生するようなゲームの解

.患者のカルテ

・自然言語の処理

.辞典

これらの問題の計算は、数の単純な計算の繰り返しによって解かれるのではなく、施行

錯誤によって解かれ、一般に"記号処理"と呼ばれています。

<UTILISPの起動と終了>

一旦互A旦ヱ

UT 1 L 1 SP • • • • • • .起動

〉

> (QU 1 T) • • • • • • • 終了

旦玉A旦工
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15. PFDのレベルアップについて

PFDコマンド最新版の運用を開始しました。この最新版は従来のPFDと比較して、

データセット内容の編集処理 (ED 1 T)において新規データセット(プログラムやデー

タ)の作成ができ、またフ.ログラム編集時にRUNサブコマンドの利用(翻訳・結合・実

行処理)ができることなどの機能が追加されています。

従来のPFDを完全に最新版に移行させるためには、センターにおいても、もう少し作

業をする必要がありますので、当分の間(7月末頃まで)新旧両版のPFDを運用します。

そのために新旧両版の使い分けを以下の通りにしますが、移行作業完了後はPFDコマン

ドで新版のPFDの起動が行われます。

<使用方法〉

旦玉AQヱ
PFD …...・H ・....1日版PFDの起動

旦玉A旦ヱ
PFD20 …....・H ・-新版PFDの起動

同一セッション内では一度PFD20コマンドを入力する

と、それ以降PFDと入力されても新版PFDが呼び出さ

れます。
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16. TSSセッションのキャンセルについて

TSSセッションをキャンセJレしたい場合、センタ一事務室へ連絡しキャンセル依頼を

する方法しかありませんでしたが、この度、他端末より利用者自身でキャンセルできるよ

うになりました。

使用法は次の通りです。
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センターメッセージ

====== TH1S IS A TSS CANCEL CO問問AND ====== 
KEQS6700A ENTER USER NAME - …・ぃ②
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本**

①…必ず課題名は"F 0 1 00"でログオンしパスワードは不要

②…課題名を入力しなさいという督促メッセージ

③…キャンセルするセッションの課題名の入力

④…指定した課題名のパスワードを英大文字で入力

⑤…キャンセルを受け付けた時のメッセージ
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1 7. ハイレベル手順(HDLC)による交換TSSサービスについて

構内交換回線のHDLC手順による交換TSSサービスを開始しました。このサービ

スはパソコン端末でセンターの計算機を利用するもので、今までの無手順 (TTY手順)

交換TSSサービスではできなかったフルスクリーンによるテキスト編集、 ODM(日

本語文章処理システム)、 ATLAS (日英・英日自動翻訳システム)等の使用が可能

になりました。利用に際しては、パソコンをF6 6 5 0日本語端末にエミュレートする

プログラムと、通信速度2400bps、v.2 2 b i s規格のモデムが必要です。
その他、御質問がありましたら内線22 4 0まで御連絡ください。

1 8. C言語プログラムと他言語プログラムとの結合について

C言語プログラムと他言語フ.ログラムは、以下の結合が可能です。

Cプログラムからアセンブラプログラムの呼び出し

アセンプラプログラムからCプログラムの呼び出し

CプログラムからFORTRANプログラムの呼び出し

次に、 FORTRANフーログラムとの結合の例を示します。

(例) ある値の平方根を求める。平方根はFORTRANのDSQRT組み込み関数

である。 (CプログラムはEDITコマンドにより内容識別修飾子"C"で作成)

(Cプログラム)

データセット名 DF.C 

ma;n() 
〈

double fsqrtO; 

double i，j; 

for (;=1; ;<10;;++) 
f 、
j=fsqrt(&n; 

pr;ntf(";=χe 事n"，i);
pr;ntf("sqrt=χe ￥n"，j); 
〉

〉

(コマンド入力...・H ・..TTY端末による実行)
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(FORTRANプログラム)

データセット名 EX1.FORT77 

REAL FUNCTION FSQR 丁寧8(1)

REAL寧8 1 
FSQRT=DSQRT (1) 

RETURN 

END 



READY 
s ETCODE I(STAND ALPH) D(USASCII) 
READY 
FORT77 EXl LIL NOGO 
READY 
C C DF.C EX1.0BJ -WL，ーL'SYS1.FORTLIB'
READY 
CALL A.LOAD(DF> 

詳しい説明は、マニュアルあ、よび参考資料を御覧ください。マニュアル等は、センタ一

事務室に準備しておりますので御連絡下さい。
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1 9. 会話型図形処理システム "GRAPHMAN"について

センター2階の特殊端末室のグラフィック端末機や1階日本語端末室のWDS端末機で

は、会話型図形処理システム "GRAPHMAN"が利用できます。

"GRAPHMAN"は、科学技術計算分野における計算結果データを対象とした会話型

図形処理システムであり、ほかに簡単な計算処理も可能です。又、 "GRAPHMAN"

の機能は、コマンドにより以下のように分類されています。

分JJI コマンド名 組員能概要

ARRAY 配列変数を確保する.

FREE 変~領械を解放する.

B高
CLEAR すべての変数鋲緩を解敏する.

算 PRINT 変訟の値を出力する.

制 算術代)--J-rンド 算術式の舗を変散に代入する
御

コ 配列代入ヨマント 配列の各望号無に値を代入する.

マ

ン WHILE-WEND 繰り返しの制御を行う

ト
IF-ELSE-ENDIF 条件分岐の制御を行う.

DO-DOEND 線り返しの制御室予行うー

CANCEL 制御ヨマンドの入れ子を途中で解除する.

CREATE PDBを創成する

「

PDB 使用する PDBの宜置を行う

P DELPIC PDBからピタチ .7を削除する.
D 
B 
CONDENSE PDBを圧縮する

b量
作 SPACE PDB内の鎖域の使用状況を出力する.

. 
コ
ー司F RENAME ピタチ .7名を~史する.
:〆

ド LISTC PDBに宣録されているピタチ晶 7名の一覧を出力する.

TRANSFER ピタチ .7をJjlJのPDBへ!lI写する.

PDBCOPY ある PDBのピタチ .7をすべて別のPDBへ腹写する.

USE 使用するピタチ‘ 7を宣言する

国
L1STD ピタチー 7に関する詳細情報を出力する

形
DISPLAY ピタチ .7を作l司する

操

作
ERASE 表示されている画面全体を消去する

コ ERASEC 画面上のヨマント部分だ"を附去する.

マ AGAIN ERASEされた図形をもう一度表示する.

:〆 DBCOPY llateh-Copyデータセ，トを定置する.

ド DCOPY 現在画面に表示されている図形を B・tch -C opyデータセ，トに
III力する.
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$)照 ヲ7 ソト包 機 MJ 慣習

E仁Opy 現世嗣而iに表示されている肉形町ハードコピーをとる.

COLOR 色町iti定を行う

I'ICI<ING 同而上町 fI.P.:の伎町の座標簡を I~ る.

ZOOMINη 西im上町一開を師、大 筒少する.

Nf:WI'IC 析しいピタチ .7をPDsに11:録する.

1I1 ONF:DIM データパターンONEDIMのHl1結果データをQ録fる

121 MF:SII2D データバターンMF;SIl2Dの!ll1!方果データを夜録する

[JJ FLOW2N テータパターンFLOW2Nの!ll1結果データをu:録する

1 ，1 I FLOW2R データバターンFLOW2RのHJ7結果データを9録する

I~) I CONT2N デ タパターンCONT2Nのnl1結果データを登録fる
16) CONT2C データパタ ンCONT2CのH17結果データを守録する

L7 J CONT2R データパタ->'CONT2Rの!1l1結果データをな録する

1 R) MF;SII3D データバターンMESII3D円計J'1.結果データを史観する

19) Ilf:GIN いままでにI1:fJきれたデータを取前 L，初期状1習にE更す.

[IOj PICEND データ円程録が終了したととを宣言する

r 111 P.ND NF:WPIC町φ フヨマ Y トそードを終了させる
l司

OLDPIC PDsIこ栴納されているnnlt;果データを変散領戚にもヲて〈る
[IJ L1ST ピタチ島アに関する附帽をul力する またGETサプヨマンド円使

形 用方法に関するIlJ力を行う

l2J GET PDsからHTI.結果デマタを指定した配列上にもヲて〈る

l呈
口J END OLDPICのザプコマ γ トそードを終了させる.

EDIT 現在の図形鋼集データを変更する

[IJ LIST 現在的図形編集データを出力する
作
[2J ORIGIN フνーム座標系の原点を蹟定ーする.

[3J fRAME 7νーム空間町大きさなどを設定する，

ヲ [0 x X紬に関fるバヲメタを霞定する.

[5J Y(叉は L1) 

[6J L2 

マ L3 

R1 
Y紬に関するパヲメタをZ量定する

R2 
ソ

R3 . 
(7J Z z触に関するパヲメタを正量定する

ト [8J END EDITのサプコマ Y ドモードを終了させる.

EDIT COMMENT ヨメソトの編集を行う.

[IJ LIST コメントに関する情績を出力する.

[2J INPUT イ γプ，トそードに変更する.

[3J -[7]行需号 コメ Y ト円登録，変更.削除を行う.

[8J CHANGE コメントに関するパラメタを変更する.

[9J RENUM 行需号を娠り直す

[IOJ DELETE IIi定された行指号をもっヨメ Y トを削除する

ロIJGO ヨメ Y トを作E目する.

[12J END EDIT COMMENTのザプコマンドそードを終了させる.

EDIT LINE 折線データを銅製する.

[IJ L1ST 折線データに関する情微をtIl力する.

[2J INPUT イ Yプ，トそードに変更する.

[3J行帯号 折繊データの豆銀.変更.削除を行う.

日J CIlANGE. 折線データに関するパヲメタを変更する

[5J GET 折線データを指定した変散傾岐にもヲてくる.

[6J RENUM 行需号を綴り直す.

[7J DELETE 指定された行書号をもっ折線データを削除する

[8J GO 析線データを作田唱する.

[9J END EDIT LINEのザプヨマ>， F，f，ートを終了させる.
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分Jlj ヨマ γ ト名 1ft能概要

F.OIT ONEDIM 現在の関形尉lI!データを変更1る

[lJ L1ST 現在の図形編集データをUI力1る

[2] ClIHVE 曲線に001るパラメタを変更1る

[3J END EDIT ONEDIMのサフコマ Y ドモードを終了させる.

EDIT MESII20 現荘の図形編集データを変更する

[IJ L1ST 現在の図形編集データを山力する.

[2J MESII 2次元メ"'/昆図のパラメタを変更する.

[3J END EDIT MESII2Dのサプョマ γ ドそートを終了させる

F.DIT F'LOW2D 現在の図形編娘データを変更する

r I1 I.IST 明'.nーの閃形削集データを11I1Jする.
閃 L2.J VECl'Olt 表示するベクトルの仙矧，大きさの指定を行うー

形
[3J END EDlT FLOW20のサフヨマ y ドモードを終了させる.

l量 EOI1' CONTOUIt 現n:の悶形編集データを変更する.

作
UJ  LIST 現在の図形制集データをIU力rる.
[2J AUTOIIVAL 等高線に関するパラメタを変更する守

コ 13:1 IIVAL :¥，.，1'6線に1悶1るパヲメタを変則する.

マ ( L2JとL:けでは専向舶の1Ji:.i1の仕}jが拠なる } 

UJ  GET 等高線にl期するパラメタ舗を3t量生曹1拘置にもってくる.
二〆

[5J HANDOM データパターンCONT2Hに関するパラメタを変更する
ト [6J CYLlNOEIt データパターンCONT2CIこ関1るパラメタを変更1る.

[1] sr L1NE 等高級をfl<ときスプライ γ補間するかしないかを指定する.

[8] F;ND EDIT CONTOURのサプコマ Y ドモードを終了させる.

EDIT PEllliPECT 現在の図形IUII!データを留E便する

[I J !.I ST 現在の図形脳娘チータをIII力する.

[2J VIEWP 遁健闘の物体.画而.視点に日唱するパラメタを変更下る.

[3J OsJECT 物体の大きさにl則するパヲメタを3tll!する

[0 lNTEnVAL 鳥附闘の惰干線に関するパラメタを変更する.

[5J IIllJDEN 開館処1型に関1るパラメタを変更する

[6J CONTOUR 鳥附図を等高線でのみ表示するか否かを級定する

[7] ALPIIA 多rth線の 3次元凶町。データを変更する

[8] GET ~dh'曜の 3 次元閣の a データを指定した変散首i織にもヲてくる

r9J END EDIT PEltSPECTのサフコマンドそードを終了させる

DMACHO マクロデータセシトを寛容1る . 
一一 一一 一

7 
EDIT MACnO マタロの耐1島を行う

タ
[IJ !.1ST マクロのテキス PをIU力する

ロ
l2J INPUT インプタト-1'ートに変更する

股 [3]行需号 テキストのn録，変更.削除を行う
作 [4] CIIANGE テキスト内の文字列を変更する

コ [5J HENlIM 行番号を阪9直ー1-.
マ
l6J DELETE 指定された行届号をもっテキストを削除する.

ソ
[7] MSAVE 自耐集小のマグロを指定したデータセタトへ栴納rる

ト
[8] END EDIT MACHOのサプヨマ :/F-I'-Fを終了させる

トー

ーマクロf， マタロを実行する，
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GRAPHMANシステムは前述のようなコマンドを使って、作図のためのフ.ログラ

ミングを行い、マクロデータセットへ保存します。そして、 GRAPHMANコマンド

の中でマクロデータセットを定義することにより実行させ、処理(作図)結果をテーィス

プレイ画面へ表示します。

<使用例>

(マクロデータセットの内容:GMACRO. DATA) 

阿ACROCONTOUR N 
ARRAY X(&N) Y(畠N) Z (&N &N) 
XS=O.O 
DX=10.0/(&N-1l 
場院

DO I=l，&N 
X(l)= X5 
Y(I)= XS 
XS=XS+DX 
DOEND 
念

本

DO 1=1，&N 
XX=X (l) 
DO J=l，&N 
YY= Y(J) 
TEMP=EXP<YY> 
ZZ XX*YY**3 + EXP【XX)
Z(l，J) TEMP/zZ 
DOEND 
DOEND 

* 
PDB :1: 
NEWPIC CONTOUR 
CONT2N &N &N X Y Z 
PICEND 
END 5 
EDIT 
Z MAX(2) 
ORI X(7) 
FRA XW(40) YW(45) 
END S 
EDIT CONTOUR 
AUTOH N【5)
END S 
EDIT COMMENT 
10 X(60) Y(110) 5(5) CH('XGRAPH阿ANEXXA阿PLEXFXOR ~IXN5TALLATION') 
END S 
DISPLAY 
EDIT 
ORI X(52) 
END 5 
DlSPLAY BIRD 
何END
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USED STORAGE 37KB>> 

.① 

GRAPHMAN V01L35 87-07-08 

--- FOLLOWING DEVICES ARE SUPPORTED NOW. ー--
1 NON GRAPHIC D1SPLAY ( CHARACTER D1SPLAY ) 

2 F9431，F9432，F9433，F9434 
3 T4006 

4 T4010，T4012，T4013 
5 T4014，T4015，T4016 
6 NLP (F6715D，ETC) 
7 XY-PLOTTER (F6201D，F6202B) 
8 F9430 & 5COPY(F9436PL2) 

9 NLP (A4 51ZE) 

10 F6242 

PLEA5E 5ELECT DEV1CE NUMBER 一一>2 ・ ② 
PLEASE WAIT A MINUTE. INITIALIZAT10N IS PROCEED1NG NOW 

>DMACRO GMACRO.DATA ③ 
>11r.ONTOIJR 4o ④ 

X(40) 15 ALLOCATED. 

Y(40) 15 ALLOCATED. 

Z(40，40) 15 ALLOCATED. 
PDB 15 CREAT1NG NOW. 

え凶旦i ・. • .⑤ 
<< ALLOCATED 5TORAGE 149KB ， 

READY 

READY 

GRAPHMAN 

7 クロデータセットのパラメータと対応)

GRAPHMANコ7 ンド入力
端末機器の番号を入カ

7 クロデータセットの名前を指定

7 クロ名を指定し、実行 (40 
終了の意味

①

②

③

④

⑤

 
く出力例〉

、. 

I n宮tallation
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2 O. カタログドプロシジャ FORT77のパラメータについて

パッチジョブにおけるFORTRANプログラムの制御文において(カタログドプロシ

ジャ :FORT77)、コンパイル時のパラメータの指定方法が下記のように変わりまし

たのでお知らせします。

!日 PARM.FORT=・
新 OPTION=¥
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2 1. パッチジョブ処理結果のラインプリンタ出力について

パッチジョブでの実行結果をラインプリンタ装置へ出力するコマンドを準備しました

ので御利用下さい。但し、このコマンドを入力すると未出力結果がすべて出力されます。

コマンドの入力方法は以下の通りです。

旦五A旦ヱ

@LPOUT 

22. オフィスプリンタ (0P R)装置の使用について

センター 1階の日本語端末室、経済学部と医学部の図書館分館及び歯学部の電算室に

オフィスプリンタを設置していますが、このたび、図形出力も可能になりましたのでお

知らせします。オフィスプリンタ装置は通常のラインプリンタ装置と違い、用紙はカッ

ト紙で常時、 A4判、 B4判の用紙が使用できます。次に、使用方法について説明しま

す。

(1) 使用法

① 画面のハードコピーを取る場合

キーボードのPRINTキーを押す。センターのオフィスプリンタ装置を利用する

場合は、 WDS端末機のキーボードより利用が可能です。

この時の用紙は、オフィスプリンタ装置のパネルに表示されている用紙になります。

② データセットの内容を印刷する場合

DSPRINTコマンドを使用する。

(例)データセット名XXX.DATAの内容をオフィスプリンタ装置1608へ印刷

用紙はA4判へ

旦主主旦ヱ

DSPR1NT XXX.DATA 1608 LA(A4) 

オフィスプリンタ設置場所 端末プリンタ名

センタ一日本語端末室 1 608 

経演学部分館(附属図書館) E 4 9 6 

医学分館(附属図書館) M4A6 

歯学部電算室 D4B6 

ラインプリンタ用紙のイメージでl行136文字印刷する場合は"LA(A4)

"の替わりに "LP"を指定する。
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③統計処理パッケージANALYSTによる図形出力を行う場合

起動前に図形出力用の中間ファイルを割り当てる。

(データセット名をOPR. DATAとする)

旦五ADY

ALLOC F(ANAOPR) DA(ORP.DATA) SHR 

データセット属性 VBA LRECL=255 BLKS1ZE=259 

ANALYST処理の中でグラフ表示後、サブコマンド投入

P1E一一GPUT OPR ………・………・…・・・H ・H ・....保存された旨メッセージが

出る

図形データセットプリント(出力先のプリンタ装置を 1608とする場合)

旦玉A旦ヱ

DSPRINT OPR.DATA 1608 DOC CC 

DSPRINTコマンドについての識しい説明はマニュアル等を参照して下さい。

④ XYプロッターサブルーチンによる図形出力を行う場合

XYプロッターサブルーチンを含むFORTRANフ.ログラム (XYP. FORT) 

のロードモジュール (XYP. LOAD (NOl))を作成する。

旦il旦工

FORT XYP FIXED OBJ(ABC) 

B..E.8.Q工

L1NK ABC LOAD(XYP(N01)) FORTL1B 

XYP. LOAD (NOl)を実行させ、図形情報データセットをZUKE1. DA 

TAとし、 OPR装置:1 6 0 8のA4~Jの用紙へ出力する。
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旦.E..8].工

ALLOCATE 

旦.E..8..Q.工

F(FT16F001) DA(ZUKE1.DATA) 
CAT UN1T(PUB) SP(10 10) 

CALL XYP.LOAD(N01) 'PSP(NLP)' 

R.EA旦工

DSPR1NT 

旦互主旦Y

ZUKEI.DATA 1608 LA(A4) 
i注i

(注 :B4版へ出力させる場合は、 "B4"とする。)

DOC 

NEW-
TR 

一枚の用紙へ出力できない場合は、続きが次の用紙へ出力されます。
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日本語文書の清書出力⑤ 

(英日自動翻訳システムATLASIIの翻訳結果の出力も閉じです)

日本語文書処理システム "ODM"を使用し、文書を作成し "ODM"システムの中の

印刷メニューにより出力処理を行います。
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テ.ータセット名=::0:=>

'ENO ・キーを仰すことにより.

文書作成一一一一一一一一一一ーベ編集後処理>------一一一一ー一一一一一保存完了
処政選択===>
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文章の作成については、説明書「文書処理、ンステムODMの使用法」を参照して下さい。
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プリンタ装置(1 6 0 8)へ印刷をする場合次のメニューで処理選択 i4Jを入力する。

文轡作成一ー一一一一一一一一一一〈編集後処哩ト一一一一一一一一一ーー----ーーー
処 1~1! 選択=宣言> 4 
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端末プリンタ名はそれぞれの番号を入力し、 ENTERキーを押す。
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この後、自動的にオフィスプリンタ装置より出力が開始される。
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2 3. 大型計算機センター(ネットワーク利用)におけるフルスクリーン編集について

センターではこの度、九州大学大型計算機センターで開発されました H フルスクリーン

NVTユーザ (FNVT) "を入手し、運用を開始しました。これは、フルスクリーン型

端末 (F9526、F6 6 5 0など)で、 TTYフルスクリーンエミュレーションを行う

ものです。 TTY型端末用フルスクリーンエディタには、富士通のPFDと目立の

ASPENがありますので、富士通系センター(九大・京大・名大)、及び目立系センタ

ー(東大・北大)でネットワークを経由したフルスクリーン編集が可能です。次に、使用

法を説明します。

-ネットワーク利用コマンド

コマンド名 オペランド

FNVT ホスト名

-使用例

九州大学のPFDを利用する場合

コマンドは "PFD TTYTYPE"と入力する。
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ーーーーーーーーーーーーー---ー白骨ーーーーー PFO PRIMARY OPTION 門ENU >ー ー ーーーーーーーーーーーーーーー ー-

OPTION ===> 
USERIO -a園田園・

ー ーーーーーーーーーーーーーーーーー司唱ーーーーーーーーー"ーーー---ーーーーーーーーーーーーーーーーー』ー一- TIME - 11:05 

o ATTRIBUTES - OEFINE PFO ANO TERMINAL ATTRIBUTES TERMINAL - F9526 
BROWSE - REAO 50URCE OATA OR OUTPUT L15TINGS PF KEYS - 24 
EOIT - CREATE OR CHANGE SOURCE OATA KANA FEATURE - NO 

3 UTILITY - PERFORM PFO UTILITY FUNCTIONS 
FOREGROUNO - COMPILE， ASSEMBLE， LINK EOIT， OR OEBUG IN FOREGROUNO 

5 BACKGROUNO - 5UBMIT JOB TO COMPILE， A5SEMBLE， OR LINK EOIT 
6 T55 - EXECUTE T55 COMMANO OR CLI5T UNOER PFO 
7 TEST - TEST MENU5， ME5SAGES ， OR PROGRAMS 
H HELP - GET INFORMATION ABOUT PFO 
X EXIT - TERMINATE PFO USING LIST/LOG OEFAULTS 

PRESS ENO KEY TO TERMINATE PFO THROUGH PFO TERMINATION MENU 
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東京大学のASPENを利用する場合

PSCM"と入力する。

READY 

FNVT TOKYO 

*** NVT USER START *** 
*本孝 CONNECT TO HOST **掌

LOGON 

JET12026A ENTER PASSWORD FOR ・・・・・・-
WWWWWWWWRRRRRRRRGGGGGGGGMM門門MM門門88888888

+ コマンドは "ASPEN

“"““"““
n
 

-
JDT2531 ・・・・・・.LAST EXECUTION DATE=87.09.08 TIME=09.41.40 
JETI00651 TSS A71183 STARTED TIME=11:07:20 DATE=87-09-11 

11 'TERMNIAL TYPE' NO HYOUJUN-CHI GA "T80" KARA "J" NI NARIMASHITA. 
11 TERMINAL TYPE 'J' DE EDIT CO門MAND WO SHIYOU SURU TOKI NIWA 
11 CHUUI GA HITUYOU DESU. KUWASHIKU WA '>>NEWS' WO GORAN KUDASAI. 

'>>NEWS' 0 GORAN KUDASAI. UPDATE 87-09-07 

WELCO門E TO M682H. 

YOUR LAST ACCOUNT WAS $3000($2902) 

>> ASPEN + PSCM 

@ASPEN ・.. .傘傘傘$念傘 FUNCTION MENU ..奪.. .象'傘..傘..傘.*******傘.. .・*傘怠・*念・s・・$ ーーーーー ・

EDIT SYMBOLIC DATA 
DISPLAY AND FIND 
ENTER T5S COMMAND 
PROGRAM PROCESSING (TSS) 
PROGRAM PROCESSING (BATCII) 
UT ILI TY 
UPDATE INFORMATION FOR ENVIRON阿ENT
SYSOUT DATA LIST 
END OF ASPEN 

@EDIT 
@VIEW 
@TSS 
自FRONT
@BEHIND 
@UTILITY 
@ENVIRON 
@SLIST 
@END 

-
A
句

4
2
J
'
h噌

E
J
'
O
ヲ

'
a
o
n
v
'

GUIDE INFORMATION FOR ASPEN ヲヲ

ALL RIGHTS RESERVED.COPYRIGHT(C)1985.1987.HITACHI.LTD. 
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24. WD  S端末における日本語入力について

センター l階日本語端末室および各事務部に設置していますWDS端末機では、日本

語辞書フロッピーを利用しての日本語入力が可能です。これは、データベース検索時に

キーワードとして日本語入力を行う場合や、日本語データ処理をする場合に使われます。

御利用下さい。次に使用例を示します。

盈且卸:キーワードに日本語を入力してのデータベース検索

学術情報センターのデータベース"J PM (日本国内で発行された図書の著者、標

題出版等の書誌情報。国立国会図書館作成) "の検索において、"情報処理"とい

うキーワードで検索する。

READY 

NVT NACSIS 

KCQ10l0l1 N1TSS-G USER STARTED 

KCQ101241 CONNECTED TO HOST - NACSIS 

LOGON 

>> JPM CAPS 

TYPE IN COMMAND 

1/ SEARCH じようほうしより

F LP (辞書)をセットし コントロール + 辞書参照キーを押す。
ローマ字入力モードとなり、ローマ字入力で"JYOUHQUSYORI"と入力す
る。
画面は平仮名表示になる。
変換 キーを押す。("情報処理"と表示)
正しく変換されない時は再度変換 キーを押す。
正しく変換された時はコマンドの実行のため 実行 キーを押し、次の処理を行う。
通常のコマンドを入力する場合は、 辞書参照 キーを再度押し、辞書参照モードを
終了させる。

カタカナ文字を作成する時は、 カタカナ キーを押し、入力はローマ字入力で行い、

変換キーを押し、ひらがな文字を作成する時は、 ひらがな キーを押し、ローマ字入

力をし、無変換キーを押す。
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25. PFDシステムのレベルアップについて

このたび、 PF D (P r 0 g r a mm  i n g F a c i 1 t Y f 0 r D i s p 1 

ayusers)システムのレベルアップを行いました。

新しい機能は主にオプション"2 "の"EDIT(データセットの内容を編集する)

"における処理について以下の通りです。御利用下さい。

① 新規データセットの作成が可能になる。

SPACE量は1TRK (トラック:2 7 K B) 

② EDITの新コマンド及び新行コマンド

- RUNサブコマンド

編集中のフーログラムの実行処理ができる。

- EDITコマンド

編集中のデータセットを終了せずに、他のデータセットを編集ができる。

LCHANGE (1 og i c a 1 CHANGE)コマンド

文字列オペランドに論理式の指定ができる。

- LFIND(Logical FIND)コマンド

文字列オペランドに論理式の指定ができる。

- CE (Copy Extension)， AE (After Extensio 

n) ， 

BE (Before Extens on)行コマンド

画面分割時、両画面がEDITデータ表示画面である場合に一方の画面から他

方の画面へ行の複写を行う。

- CP (Copy Plural)行コマンド

複写元1個所に対し複写先n個所の行の複写を行う。

- CS (Copy Sh i f t)， CT (Copy Text) ，MS (Mov 

e S h i f t) ， MT (M 0 v e T e x t)行コマンド

行の併合を行う。

③ EDITにおける既存コマンドのオペランドの追加

- FIND コマンド

OLオペランドを指定することにより、行にまたがる文字検索ができる。
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従来、 PFDを利用された方は、 レベルア yプ版のPFDコ7 ンドを入力すると、最初

に以下の画面が表示されますの これは、今まで利用していた場合の利用者属性のデータセ

ソト形式が変更してし、み為で、そのまま (ATT!(日置換==>YES)の状態で"EN

'1‘ERキ一"を押して下さいの次回からの利用の時は表示、されません。

一一一一一一一←+ー 〈 p r-OHJJ月設定エラー 〉ーーーーーー ーーーーーーーーーーーー一一

十争+十 +φ 令十ト令
十令十+砂ゐトト十 t t 

十

十争 これは PF 0 V 1 0 L 3 0です V 1 0 L 3 0では
b 十 アトリビュートデータセ y トの形式が変更されました

アトリビュートデータセットの形式を Vl.OLIO周
t t 旧形式)から VIOL30用(街形式)に変換します t t 

争十

+十 アトリビュートデータセ y トの交換中エラーが発生
t + 

ト t.f 争 t t t t 

争 t +十 t t 砂 tt ttttt  tt  

A 1 T RSデータセットの内容を新形式アトリビュー卜でおきかえる場合は
YES を入力してください.旧形式の内容をそのまま残す場合は NO を
入力してください.

A TTRS 置換 ===> YES (YES OR NOl 

新形式アトリビュー卜では PF 0 VIOL10は使用できません.

*参考7 ニュアル (PF D使用手引書 プログラム開発機能編 v 1 0用 78SP-3101-4) 
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2 (j. フロー制御ザービス開始について

交換回線 (1200/2400bps:TTY手順端末)利用において、フロー制御

の機能を付加しましたのでお知らせします。

フロー制御とは、ホストと端末の聞におけるデータ転送時に通信速度を速くしたり、

一度に転送するデータが多量になった場合などに通信データの欠落が起こる場合があり、

これを防止する為の手法です。

フロー制御には、①端末側での受信用 ②ホスト側での送信用とがあります。

① 端末側での受信データのフロー制御 (NEC PC9801の場合)

受信用ノふyファの中身が4分3を越えるとホスト側へ制御コードDC3 (1 6進数

1 3)を送信し、一時停止をする。また、 4分のlより少なくなると制御コードDC

1 (1 6進数 11)を送信し、ホスト側からの送信再開を要求する。これらの機能は、

TERM文で、

"x "パラメータを指定することで、有効となる。

(伊1]) T E R M "c OM  : E 7 2 X S" 

フロー制御あり

② ホスト側での送信データのフロー制御

ホスト側でデータを送信中に、制御コードDC3 (CTRL+Sキー押下)を受信

した場合、送信を一時中断する機能であり、再開は、制御コードDC1 (CTRL+ 

Qキー押下 :NEC PC9801ではリターンキー)を受信することで行う。

これらの機能は、 TTYコマンドでオペランド "T4010"を指定することで有

効となる。

オペランド

[L 1 S T I TW I T 4 0 1 0 ] 

オペランドの説明

LIST 現在の端末タイプを表示する

TW 低速表示、フロー制御なし

T 4 0 1 0 高速表示、フロー制御あり

なお、セッション開設直後はTWが選択されている。

又、①のフロー制御機能を備えた端末であれば、端末の受信バッファオーバフロー

を抑止できるので、データの欠落無しに高速な利用が可能となる。
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PFDEコマンドの利用開始について2 7. 

(P PFD TSSにおけるディスプレイ指向型のプログラム開発支援システムには、

users) Display f 0 r F a c t y ro-gra π1m I n g 

PFDEコマンドは、データセットPFDEコマンドがあります。コ7 ンドのほかに、

名一覧が画面に表示され、データセット編集等の処理をする場合に適したコマンドです。

次に、使用例を示します。

く使用例>

READY 

PFDE 

:J 7γy-;:;:;:>----ー一一一一一〈データセット一覧〉一一一一一一--~萄萱-;:;:;:>-PÃGË­
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上記メニューにおいて、処理するデータセットに対し、"コマンド入力フィールド"

にコマンドを入力し処理を行し、ます。 "EDIT"コマンドによる編集の各機能につい

PFDコマンドのテキスト編集機能と閉じです。詳しくは、下記マニュアルを御ては、

-参照下さい。

MSP 

プログラム開発機能編

IV/F4 

PFD使用手引書

OS FACOM 
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2 8. データセット整理について

最近、共用ボリューム(データセットを保存するボリューム)の空き領域が少な

くなっています。不要なデータセットは削除し、また、無駄に領域を確保している

場合は、その領域の解放処理を行って下さい。(データセットの確保量は

DSLISTコマンドで表示した場合、 PHYSICAL SPACEにあたりデ

ータセット料金はこの確保量で課金されます。)

次にデータセットの整理について、 TSSによる処理例を示します。

( 1 ) データセットの未使用領域を解放し使用量を減らす。

(イ)Fnnnn. ABC. FORT77の解放
READY 
RELEASE ABC. FORT77 
(ロ)Fnnnn. DEF. FORT77とFnnnn.GHI. DATAを解放
READY 
RELEASE (DEF. FORT77 GHI. DATA) 

デ タセット名は先頭の課題名を除いたデータセット名すべてを指定する。

( 2 ) データセットを削除する。

(イ)Fnnnn.AAA.FORT77の削除

READY 

DELETE AAA 
(ロ)Fnnnn.BBl FORT77(A)の削除(区分データセット)

READY 
DELETE BBB (A) 

( 3 ) 区分データセットに複写し直す

順データセット Fnnnn. AAA. FORT77を区分データセッ

トFnnnn. BB. FORT77 (AA)に複写する。

READY 
COPY AAA. FORT77 BB. FORT77 (AA) 

( 4 ) 同一課題の不要領域を解放する。

同一課題すべてのデータセット中での不要領域を解放するTSSコマンドで

"@RELEASE"コマンドがあります。
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使用例

READY 
@RELEASE 
Fnnnn. PS. DATA RELEASE] 
l(EQ526401 CONDENSE PROCEEDING ------
Fnnnn. PO. DATA RELEASE~ 
TOTAL RELEASE SPACE=lOKB 

READY 

但し、このコマンドの実行には、時聞がかかりますので、なるべくセッション開

始時に実行する様にして下さい。

2 9. データセット名の命名規約について

データセットを作成する時、データセット名を定義しますが、形式は、次のとおりです。

ユーザ識別修飾平・ユーザ指定欠・内窓識男11修飾平
@・一

①…Fnnnn (nnnn 課題番号)

②…利用者が任意につける。(英字で始まる 8文字以内の英数字の列)

③…システムが定めた特定の文字列で、データセットの内容を示すために用いられる。

(次ページに示す。)

最近、この命名規約に合わないデータセット名が作成されてますが、 RENAMEコ

マンドで名前を変更するようお願いします。

また、命名規約に合わないデータセットは、今後定期的に、センターの方で削除致し

ます。御了承ください。
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30. TTY端末におけるコード系の変更について

TSS処理が主流となった現在、パソコン端末による利用が増えて来ています。パソコン

では、 AS C 1 1 (American Standard Code for Information Interchange)系のコードで、

英字の大文字、小文字、カタカナの混在使用が可能です。

しかし、センターのホスト計算機では、従来からEB C D 1 C (Extended B i nary Coded 

Decimal for Interchange Code)というコード系が使われて、このコード系では、英字の小

文字とカタカナが重複して定義されているため、これらの混在使用が不可能です。パソコン

端末がセンターに接続された場合、英小文字を使用するモードに設定して運用していますが、

処理の都合上、利用者側で端末の属性や、プログラムにあった内部コードを選択することが

出来ます。コート系は次ページに示す5種類 ((a)-(e))で、特に拡張EBCDIC

コード (EXTENDED KANA および、 EXTENDED ALPHA)では、英

小文字とカタカナの混在使用が可能です。また、 2.に示す大学間ネットワーク利用時にお

けるコード変換を動的に指定することにより、学術情報センターの情報検索出力時に有効と

なります。
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DEVICE (ASCI 1) 
DEV 1 CE (USASC 11) 
DEVICE (JIS) 
DEVICE (J ISCI 1) 
DEVICE (JISCI 1) 



以下に (b) (d) (e)のコート表を示しますっ

INTERNAL(STANDARD ALPIIA)-DEVICE(USASC Il) 

。 2 3 4 5 6 7 B 9 A B C D E F 

¥ 。

a ~ A J 

b k ' 日 lkls|2 
ぞ? lri l|T13l  
d m u 

. n ‘' 5 

f 。 w F 。!¥v 6 

z p ， G P 

8 [イ=-r-iTr- q Y 11 q Y B 

9 

dα 
「一 、 z R z 9 . 

八 「ベ χ y 
R VTA  「ぷ~ s • 
C ff rs DC4 〈 * 省 @ 

口 CR GS ENQ NAK 

E so RS ACI< + 〆= 
F SI us I sEL デJBVつど， ， Fメ

口
図

ASCIIに定売されていないヨードで， GEN指定的 l 未定捷コート罰き"'え文字"こ宜慎される

m定されていないと SUBヨードに宜慢される(送信)

(iJはテハイスコ-.... (2)はホ λ トで!~.sするョート
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INTERNAL(EXTENDED ALPHA)ーDEVICE(JISCll) 

llz|314i5|6|7iB  lg|A  i B l c l D l E |F  

L_L_l 

DL臼 SP 晶

SOH DCl lぷ / k 

2 STX DC2 レi(SY干J 「 (ォ} b 

3 ETX TM 」 (ャ) e m 

4 「l//P F [L [L[バ (ユ} d n 

NL LF' レ4 (ヨ} e 。

6F11//〆/lac / BS ETB じぷ ヲ (:1) p 

rd.: . 
(ア) q 

「一一一

111 r 

(ウ)

p ff 
B I VT ぷら~Cぷ 'f 参

C FF lJX つ口 〈 旗揚 @ 

D CR じ!o:ENQ NAK 
E SO ~ ACK 〉 = 

F Sl l万二 じイじイ 7 ' 

口…
図①ωiは主…デいイ付スヨ一-り…一トU叫(①叫吾…で叩認澗紺怠針する一=←一-バド

s 

ア

イ

ウ
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オ

カ

キ

タ

ゲ

卜一一一

ヨ
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ザ

h〆

'" 
セ
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'/ オ片 C L T 3 

テ マ D M U 4 

ト 、 E N V 5 

ナ ム F D 

，. --
ー ノ

ト一一
， .， I! 1 Q 1 Y I 8 

3字 ヤ

ト一一ー

ノ ユ

U x 

v ， 

，、 ラ :ソ

ヒ リ . 

フ ，レ 。

」



lNTERNAL(EXTENDED KANA)ーDEVICE(J1SCll) 

101011121314  5 6 7 s 9 A B c D 1 E I F I 

。 ~ SP 品 コ テ ，、 ム リ

[益 。 件l / .，. a Jレ A J l 

2 STX DC2 ~ SYN 「 (剖 イ ン b k ヨ ν B K s 2 

ヌ;| 」 (ヤ) ウ ス e t 回 C L T 3 

14[ィ(L54;: / 、i¥ユ} ~ 

'" d 

レ'州
庁、 u ヲ D M U 4 

5 IIT NL Lf 
〆〆/ 

// RS 
1-1 守 y e n v ン E N V 5 

6 i /1  BS I ETB F/u/ c ヲ 11ノ1iカ 。 w “ F o W 6 

1 DEL凶F ESC EOT i 1ア r p G P X 7 

8 i / 
!〆ノ叫

CAN Y H Q Y 8 

ピ:-r
'" 

z 9 T川L出I一二
A9[Z  d， ~l~ 

「rzl:; ，，---- 卜一一
. トヒ メ

，. 

;41辺〉4 、戸 # ナ フ ..， 

同;F〆fS/FS「| DC4 〈 * ' @ ー
，、 ヤ

り〆S/o's/ ENQ NAK ヌ 十. 2 

/ 

E SO 4同/竺j|A何- + = * 
~ 2 

. 

F SI 
lZlBEL 

SUB ¥ ¥11 ノ ， ラ

己J1…売されて~，ーで G一昨り肘似主宰'叫札る

1 (])/I 
|〆'_.I ①はデ ρ イスコート，②1:1"''''川崎するヨート
レ汁i>1
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これらのコード系への設定変更は、 "SETCODE"コマンドで行し、ます。

コ 勺' ン ド オ J¥ n フ ン ト.

SETCODE [1 NTERNAL 11TAN-]門~IEXTENDED I I KANA 
EV1CE 

1 S C 1 1 

[L 1 S TJ 
S AS C 1 1 

、}，，，「1
1
i
l
i
-
-

A
門Hn 

p
・
1
」
A
門

オペランドの説明

INTERNAL&STANDARD 

LEXTENDED KANA 

(端末との入出力の際に基本となる内部コードを定義する。)

KANA、ALPHA、STANDARD指定できるテーフルは、 STANDARD

INTERNALオペランKANAの4種類である。ALPHA、EXTENDEDEXTENDED 

が、 ALPHA，STANDARD 

が指定されたものとみなされます。

DEVICE( {ASCIIIJISIJISCIIJUSASCII}) 

ドを指定し、 STANDARD，EXTENDEDの指定がないと
ALPHA KANAの指定がないと

(現在使用している端末のコード系を宣言する。)

システムが有効とみなしているコード系がとられ、このオペランドを省略すると、現在、

ASCII，USASCIIは英小文字あり、 JISはカナ文字あり、 JISCIIは両方あり

の端末で指定します。

LIST 

現在使用している内部コード、端末コードの種類を表示します。 SETCODEコマンドが

オペランドの指定なしで入力されると、 LISTが指定されたものとみなします。

3 1.大学問ネットワーク利用(TS S処理)におけるコード変換について

大学問ネットワーク利用におけるTSS処理において、送受信データのコード変換が

1
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ナ

+
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(
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の
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セ
)
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字
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字
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字
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文
文
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文
付
文
付
ナ
ナ
i
s

字
字
字
字
カ
カ
C
U

数
文
数
文
タ
タ
S

(

英
ナ
英
小
カ
カ
A

:
カ
:
英
:
:
:

スベ{子文ナカ

動的に指定できる様になりましたのでお知らせします。コード系は次に示す5種類です。

(l)EBCD1C(英小文字)コード
( 2 )拡張EBCD1C(英小文字ベース

( 3)拡張EBCD1C

(4) EBCD1C (カナ)コード
(5) E B C D 1 C (A S C 1 1)コード

これらは、 TSSユーザ(本センターから他大学計算機センターを利用する場合)が使用

するコード系の種類の表示・変更のための"@CODE"コマンド、及びTSSサーパ(他
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大学計算機センターから本センターを利用する場合)が使用する "NVTCODE"コマン

コマンドは、次の通りです。トにより指定します。

.@CODEコマンド

コマンド名 オペランド

@CODE [1「[「「5訂……T日山…一A州叩……N叩山DA

[EXTENDED ALPHA 
KANA 

[L 1 S TJ 

.NVTCODEコマンド

コマンド名 オペランド

NVTCODE 「T…KANA 
ASCI 

EXTENDE[ALPH竹
KANA 

[L 1 S TJ 

]は省略可能

オペランドの説明は、以下の通りです。

。
す

ド

ま

ド

一

い

ド

一

コ

ド

τ

一
コ
)
一
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コ
ド
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コ
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小
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設

文
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C
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に

小
ナ
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英
カ

A
C
C
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(
(
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I
I
H
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T
A
y
i
T
A
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D
D
D
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B
A
 

C
C
C
E
E
 

B
B
B張
張
D

E
E
E拡
拡
RA
 
D
 
N
 

A
-
I
A
-
A
 

H
A
-
H
A
T
 

P
N
C
P
A
N
s
 

-
u
A
S
L
A
H
 

A
K
A
A
K
は時設開ンヨシリノセ

STANDARD 

EXTENDED 

パソコン端末での学術情報センターのデータベース検索結果の表示において、従来、英小

文字・カタカナ及び、漢字・ひらがな文字の混在表示ができませんでしたが、端末のコード

系を

"SETCODE"コマンドでカナ文字使用にし、データ送受信のコード系を"@CODE

H コマンドで変更することにより、表示が可能になりました。

但し、パソコン端末で利用する場合は、ターミナルモードの設定において、改行時に

" しP"信号を送信しないモードに設定する必要があります。次に使用例を示します。
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r.OGON TSS F9999/paSfiw口I"d-4 ........長大センターをしOGONする
KDS7000¥ ¥ド9999 LAST ACCF.SS AT 14:41:49 ON 87.351 
JOB NO TSUG493 CN(OI) 
KEQ564:，，， 1 F9999 LOGON lN PROGRESS AT 14:43・21ON DECEMHER J 7， 1987 
KEQ5G9:， 1 I NO BROADCAST MESSAGES 
llE，¥DY 
目立rC01l1て l何日) D(J1SCllH ....綿;tのコート系をJlSCllコード(英小文字、カナ文字あり)に設定し、

READY 内部コート 'iEXTENDED KANAを使用する。
NVT NAじSlS‘
KCQIOIO¥l N¥TSS-G USER STARTED 
KCQI01241 CONNECTED TO 1I0ST -NACSIS 
LOGON 1111#111111 ~ • • • • • • • .手間センターをしOGONする
.1 ETl2 02日AENTER PASSWOl1D fOR II lIlI tt~:: -

passwOl"d ‘ 
.JGP300 I l1li怠111111 ，LAST ACCESSED DATE=87. 12. 17 TJME=I2.00.20 
1 ETJ 00日S1 TSS #111111却tt STAl1TED TIME=14:44・.12 DATπ=87-12-¥7 
)) YOUll ACCOUNT (A.Y990.￥14010.￥15000) ATTR1DUTE (.1) << 
) )咽CODEi
KCQI0IJ~1 NVT USER COIlE(STANDARD ASCl 1) 
唖CODEF. AU . . . • • • • .データ受信コートをEXTENDED ALPHAにする
KCQIOl~41 CI1ANGED NVT lJSrm CODE(EXTENDED ALPI1A) 
.1 PM~ 

哩

Welcomc 10 NACS1S-IH JI'阿 dalabafie. (Rp.1. 871030) 
Copyrir，ht NalionaI Dlel L1brary目
This nalabafie conlain只 578512 rp.cords. 
For fl1rlher informal1on. enler ?INFO subcommand. 

TYPE IN COMMAND 
11 日lJN1Xi

S lJNIX 

刻ド 27 11 K.lJN1X 

TYPE 1N COMMAND 
21 11< 

O 

1 ) 
ACCN:039J555 
T1TL:概!(t.UNI Xハシドナ‘げ 1Richard Gaulh1er評 ; アスキーマイクロソフト際限 1:ヒョウγヱシヱこックス
11J ~‘ 7‘ック

2 ) 
ACCN:04R~ :l 48 

TITL:UNIX !石田晴久脊 11.1ニ'"/7;'

3) 

ACCN:0497Sfi4 
TITL:UN1X入門 / し"，-'"/11・トマス.:..-....-ン・イエーツ共持 110l.ii m gs訳 11.1=ック;. =ュゥモン

4 ) 
ACCN:0529:J23 
TITL:UN1XシスデL入門 1 ! 11. マr)~ トン， ll. f:・11':，.芥 ; 女光男.荒実 1.R: 1.1='"/7;'システム=.2ウモシ ] 
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日本語ラインプリンタ装置 (F6715E2)出力の文字セットの追加について:~ 2. 

センターl階オープン入出力室に設置しである日本語ラインプリンター装置 (F6715 

E 2)では、英大文字・英小文字及びカタカナ・カタカナ小文字が出力できますが、このた

等の文字¥ び、文字セットを追加し、混在出力及びTTY端末からの入力文字

出力が可能になりました。追加された文字セット識別名は次の通りです。

E S 1 O. . .拡張EBCDICコード(カナ文字ペース+英小文字)① 

で示したコード表は1.

(J 1 S C DEVICE ALPHA) (EXTENDED INTERNAL (d) 

)
 
-I
 
EK 1 O. . .拡張EBCDICコード(英小文字ベース+カナ文字)② 

で示したコード表は1.

(JISCI DEVICE KANA) (EXTENDED INTERNAL ( e ) 

1 ) 

文字セット識別名は、 TSS処理では"LPALLOC"コマンドの"CHARS"オペランド

SYSOUT=D，CHAR=文字DD で指定し、パッチ処理では、出力DD文で"/ / . . . . 

セット識別名"と指定します。

DATA)の(XXX. 文字セット識別名ES 1 0を使用し、データセット使用例1.

内容を

"LIST"コマンドで日本語ラインプリンタ装置へ出力する。

CHARS (ES10). 
READY 
LPAτLOC 
READY 
てI吉iXXX.DATA
READY 
下育ττ-F<TSSLIST> 

文字セット識別名EKI0を使用し、データセット

SYS(D) 

SYS(D) 

TSSLIST 

DATA)の(XXX. 使用例2.

内容をノイッチ処理で日本語ラインプリンタ装置へ出力する。
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【東京大学大型計算機センターニュース】
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学術情報センター

全国共同利用大型計算機センターデータベース連絡会

オンライン・データペース利用ガイド(第7版)より抜粋
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北海道大学大型計算機センター

1. サービスしているデータペース

略 称 データペースの内容・データ

ALGO アルゴリ'ズルムゴ情リ報ズデムータベース
計算アルゴ j ムに関する情報

AIRIS 情報学知文献能情・報データペース
人工 情報検索の文献情報

ALTS 農業経済長期統計データベース
都道府県別米累年統計、全国市町村別米
累年統計、畜産統計、北海道農業累年統
計、野菜卸売市場統計、地域気象観測
データ

COGBASE 認知科学データペース
認知心理学、言語学、人工知能等の研究
論文、テクニカルレポート、学会発表抄
録、単行本等の文献情報

FRM 強誘電誘体電体文献お録よび(関豊連田ビプリオグフ応ブ用イに) 
強 物質の物性、
関する文献 (1920年以降〉

HEAD 経済・経営データペース
日経NEEDSの日経総合フ 7イル、法
人企業統計デー夕、金融デー夕、消費統
計データの時系列データ

HGEN 遺伝情報のデータペース
Gen BanRライプラリ (GellBank Database 
:英国LosAlmos National Laboratory) 
の文献および塩基配列データ

MEDRAD 放放射線射線医療データペース
科で扱う症例の臨床デー夕、病名、

解剖学的部位名等のコードブ 7イル
NRDF 荷電日粒本子国核内反で応生産データブ 7イル

された荷電粒子を入射粒
子とする核反応実験データ

QCLDB 量子分化子学波文動献データペース
関数の非経験的計算に関する文

献の書誌情報、分子名、計算法、基底関
数、分子の性質等を収集

RRR 道路工学研究者のための雑録デ タペース

SESS ソ連ソ経連済経統済計にァ タペ ス
関する時系列データ

ANGEL 自動幾設何形計学状術理文論献に関デ タペ ス
する文献情報

211 -

060 札幌市北区北 11条西5T目
代表電話 011-716司2111

'j~-~量 説明書 問い合わせ先

3000件 tン~-こ:l-^ センタ一千持葉田(2947) 
16.2 (2948) 

3700fヰ 17 .4 北大工学部工業数学
前回(6715)

15系列 17 .5 務広畜大畜産経営
長南、阿部、伊藤
(0155・48・5111)

北大農学部農業経済 l

土井(2459)
381件 16.4 北大文学部行動科学

相場(3033)
田山、金子

39000件 18.2 北大理学部物理
塩崎(3558)

40000件 18.3 北大経済学部
関口(2778)
嶺野(3988)

13774文zコ献トリ 17 .2 
北大飯理田学(部35化10学.3第58二8) 10913 

10961365 
塩基

145000+牛 17.4 北大医学部放射線
伊藤(5978). 
辻井、入江

66000件 16.3 
北大理学部問物中理(2684) 

加藤(3518)
8500件 16.3 

北大理学部大化野学(3第50二2) 

田中(3512)
富樫

2MB 18.2 
北大工学部上土島木(6工20学2) 

1600件 19.2 北大スラ田プ畑研究(3U79-
97) 

5000件 19.4 
北大工学部斉精藤密(6工44学6) 



東北大学大型計算機センター

干980 仙台市片平2丁目 1番 1号

代表電話 (022) 227・6200

1.サービスしているデータベース

デ-9ベース デーヲベースの内容 デ-9ft 呼び出し・・ 手1) 周波明書 聞い合せ先
コマンド

9空-ー鉱行年軍ワ〉fV移業Eー，行話書ド品〉予誌，衿る事生惣録項協。gャキ7 
約年献3.2万文 UNIQ • HETAOEXのオンライン検 東北大学研大型計算側
/年 1919 *サービスの平IJI司法 センヲー究開発86

50分万以件降約 SENAC VoI.13.No.4 デ-9ベース但当
• HETAOEXのオンライン倹 022.221・3380
業サービスの利用法2

東F北Hほ大学金属材(助24料鍬54U綬〉1 SENAC Vol.14.No.1 ~ 井秀樹
• UN 1 Q-1の使い方 022・227.位∞

C-13NMR 磁有償気ぴ化共合物の炭素篠 ゅ∞ヂ-9 ROB SPIRES • C!3NMR倹スベヲトル 分"橋析M1十~i科学大学
(SP I RES) 鳴スベヲトル 業システム tH制Eセン'/-

およ 備造式に聞す 'SPIRES使用況明書

出
るデ-9 - C.13NMRデータ

0強伺5i3北鈴2大木4学7研0理究1? 容11 
! (N I H/EAP'浸供) 織禦システムー

KIPER 電気化学極の分野にお 2(削データ ROB K I PER -準備中
ける電パ 反応の速度関
治的 ラメータに 022・222・ゅ∞

|する(研研究究室収集〉

MABl  lUN E sco，Aoh間n 計3デーす ROB HAB 'MAB Informa. 東北J京a大H学理学
の生物園』計画 t l o n S Hy 『去s t em 当医 究室

ar咽 tt官 邸〉収る時の情集p事M縄〉業re， 
の慨要と使j 022・2"22・!日∞(410)I 

Progra.e 
研究に閉す
研究室

PROTEIN 
た厳島ん配ぱ列酔お〈貨よのび7立除ミ制ノ徳

341データ PROTEIN- -たんぱく質デーヲベース 東;r;北二大学学料理生学物ーS干ーEすー樋化ーー学iーtーl
-DB OB エンドユーザ昔話i見明書

学tu主
022・222・18∞鏑池(33hH昔。夫

CORMEC 

i智欝
1277件 . TRACIS . TRAICISを呼びだすと 科東北鈴大木学飢究i理学寧郎化学

案内する
• CORHEC' APCOR使用良明省 022-m-I800(お61)

文解献( の室収デ-集〉fp 
• CωOlll.明書

ELDOL 

E二タ気的重(研層化な究学量に室の関で収分あす集野るる〉電でデ気基ー
166件 • TRACIS TRACISを呼びだすと 東科北鈴木大学研I究喧学窓86化学

-案E∞内01lすZ明る書 022・222・18∞(3361)

5EDATA 
FるそB媒数れh値にa出〈デ関研平ー連究撞すタ室iにおる収関文よ集び献す〉

4何7件 c∞D .jfi煤抽出に関するデ一歩 東科北鈴大木学研E究理学室86化学
ベース SEDATA 
SENAC Vol.l7. No.1 022-222・凶∞〈お61)

デ--'J

MEAL5 
四表調お査よI科び会日学本福ア筏食〉ミ術品ノ庁成敵資分組源裂成

1931件 c∞D -四E葬T日本食デ品領時E成分表 東学北f貴重大学医学邸衛生
にづく ータベースの
紹 中I{証2'h4夫) 
SENAC Vol.l7. No.3 022・214-1111(211l

QCLDB 

Z器警開告T2詩E吟F %∞件 QCLOB -量子化学文献デ-9ベー Z東R北二学大学斜班学86it1t
ス QC L D B"の利用
SENAC Vo1.18. No.3 

022-222-ゅ∞“村(3犯勇の一

L一一一一一 一一一一一一一 一L一一一一一一 一ー一一
書川H: Nalio阻 IInstiωtes of H白 Ith.EAP: Enviror眠 nta1 Prot町 lion Age配 y.
U システム遁択レベル(SYSTD1?).ピルドモード(めなどで入力可能
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東京大学大型計算機センター

( 1 1 3)東京都文京区弥生二丁目 11番 16号

代表電話 (03)812-2111

1.データペースの種類およびマニュアル

1. 1 センター提供データペース

データベース名 データの内容および原作成者 オンライン化され データ更新

〈コマンド名〉 ているデータ量 サイクル

化学に周する文献情報〈論文、特許、出版物の 1979年7月以降 2週間

書誌事項、キーワード、化学物質索引等〉。 363.1万件

CAS 米国化学会 Chemical向bstractsService発行 45万件/年

のC向search。

データペース CASで使用されている化学物質 244万件 i年

MOL 名と化学物質登録番号との対応辞書。

東大大型計算機センタ一作成。
. 

結晶徳造解析に関する文献情報および数値デー 5.0万件 l年

XDC タ。

英国ケンブリッジ大学結品データセンタ一発行

のデータペース。 . 

計算機・制御工学に関する文献情報(論文等の 1980年以降 1カ月

IEE 書誌事項および要旨〉。 35.1万件

英国 Institutionof Electrical Engineers 5万件/年

発行のINSPEC司 1C。

マニュアル:

小湾宏、山崎純情報検索システムTOOL-IR/ORIONのやさしい使い方〈第2版)J 、

データペース・マニュアル12、1987年10月。
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1. 2 利用者提供データペース

データベース名 データの内容・機能 提供者 マニュアル

(コマンド名〉 〈連絡先〉

蛋白質構造データパンク。 東大・理・化学 センターニュース、

PDB 蛋白質結品の原子座様データ。 回隅三生 1983年7月号、92頁。

Brookhaven国立研究所作成。

化学の論理のためのプログラム・パッケージ 東海大・関技研 センターニュース、

CHMGRM CHEMOGRAM。 東大名誉教授 1983年4月号、57頁。

有機化合物の立体構造計算、および気体ラジカ 米田幸夫 データペース・マ

ル反応の検索・推算。 ニュアル2。

有機化合物基礎物性推算システム。 東海大・闘技研 センターニュース、

EROICA 有機化合物の物性実測値、お去び物性推算のた 東大名誉教授 1982年11月号、

めのデータ。 米田幸夫 119頁。

建築設計・研究情報検索システム。
. 

共栄学園短大 センターニュース、

KWADIRS 日本建築学会大会梗概集・論文集r=.記載された 湯本長伯 1983年 1・2月号、

講演・論文の書誌事項。 26頁。

流体力学文献データペース。 東大名誉教授 センターニュース、

NAGARE Journal of Fluid Mechanics他の涜体力学関係 橋ヨド英典 1983年11月号、

雑誌に記載された論文の書誌事項。 (東大・理・物理 102頁。

木村芳文〉

化学関連学会講演要旨集データペース。 電通大・応用化学 センターニュース、

SYMPC 鎗塩化学、情報化学等の討論会要旨集に記載さ 山崎和 1983年8月号、41頁。

れた講演の書誌事項。

核酸塩基配列データペース。 東大名誉教授 センターニュース、

NUCDB EMBL、GenBankおよびトIBRFNUCファイルを原 内田久雄 1986年1月号、93頁。

データとする核酸の一次構造。 (東大・大計セ

小湾宏〉

ICDB 集積回路データペース。 千葉大・工・電子 データベース・マ

主な集積回路の機能、ピン数、ピン配置など。 池田宏明 ニュアル7.
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データペースXDC関係、ユーティリティ・プロ 東大・薬 センターニュース、

XDCUTL グラム・パッケージ。 飯高洋一 1983年12月号、69頁;

1987年3月号、42頁。

蛋白質アミノ酸配列データペース。 東大・大計セ センターニュース、

PSDB N8RFおよび PGtransフ7イルを原データとす 小湾宏 1986年1月号、93頁。

る蛋白質の一次構造。

量子化学文献データペース。 北大・理 センターニュース、

QCLDB ab initio法による原子・分子の電子状態計算 大野公男 1986年10月号、92頁;

に関すさk論文の書誌事項。 〈東大・理・化学 1987年2月号、17頁。

小杉信博〉

核酸・蛋白質配列解析システム。 京大・化研 センターニュース、

IDEAS EH8L、Gen8ank、N8RFNUC、N8RFファイルのホ 金久苦f 1986年10月号、98頁.

モロジーサーチなど。
. 

2.利用案内

2. 1 利用手続き

当センターから利用者番号を受けたユーザて・あれば、データベース利用のための特別な手続きな

いむすべてのデータベースを使用できる。ただし、電話網TSS端末を新たに設置した場合は、

端末設置責任者は「交換回線形端末設置申請書」を提出し、端末番号の指定を受ける必要がある。

2. 2 電話網TSSサービスの時間帯

曜日 時 間 備 考

月~金 9:30.....22:00 毎月末日くただし当日が土曜日または日曜日の

土 9:30.....18:00 ときは直前の金閣臼〉は14:00まで
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名古屋大学大型計算機センター

干464 名古屋市千種区不老町

電話 (052) 781-5111 

1. 1文献データベース一覧

|データベース名 データベースの内容 件数 資料

NUMERICL 数値解析に関する文献 10151 利用の手引

データベース編

OPTIMUM オプチマム・デザイン 6402 向上

に関する文献

SVDBANK SHOCK AND VIBRATION 20493 向上

DIGESTからの文献

PLATE 板の理論に関する文献 13328 向上

STABILTY 安定性に関する文献 7565 向上

EEBANK 地震工学に関する文献 5580 向上
. 

VIBANK 機械撮動に関する文献 18274 向上

NVIBANK 機械振動に関する文献 2∞42 向上

FEMBANK 有限要素法の文献 20252 向上

AJEEBANK 地震工学の文献 7178 向上

出典(AJEE)

CONF CONFERENCE RECORD 35068 向上

-216-

連絡先

工学部情報

検索学講座

向上

向上

向上

向上

向上

向上

向上

向上

向上

向上



データベース名 データベースの内容 件数 資料

日八 IGAICH 中部地区の災害に関す 30% ニュース，

る文献(漢字) Vol. 14. No. 2 

SAIGAICE 災宮の英文文献 1519 ニュース.

Vol. 15. No. 3 

SECND 材料力学，締造力学の 53952 向上

文献(1 98 1以降)

PDBBIB 蛋白質の文献 2953 ニュース，

(プルックへプン) Vol. 13.No. 2 

XDCBIB 結晶橋造の文献 56642 向上

(ケンブリッジ大学)
. 

NSDB 核酸塩基配列のデータ 2897 ニュース，

Vol. 15. No. 3 

DPNU 物理学関係のプレプリ 24079 ニュース，

ント Vol. 18. No. 3 

QCLDB 量子化学に関する文献 11271 ニュース，

Vol. 15. No. 4 

*連絡先詳細

・名古屋市千種区不老町 名古屋大学工学部情報検索学講座

.名古屋市東区大幸南1の1の20

名古屋大学医療技術短期大学部

・名古屋市千種区不老町 名古屋大学理学部生物学科

連絡先

工学部情報

検索学講座

向上

向上

医療技術

短期大学部

向上

理学部生物

理学部物理

分子科学研

究所

梶田健夫

佐々木教祐

堀寛

-名古屋市千種区不老町 名古屋大学理学部物理学科図書室プレプリントセンター

.岡崎市明大寺町字西郷中38

岡崎国立共同研究機構分子科学研究所 山本茂義
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京都大学大型計算機センター

〒 606 京都市左京区吉田本町 電話 075-751-2111 
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'H""・1名 デw告かZの内君主 ず寸件数 呼出コマンド 蓄量考文l紋 |区分

CH 1 NAl 中国明代の科挙合格者に関する情報 (漢字) 7.546件 IRS CIIINAI 広報 14.3 1 RS 

CH 1 NA2 中国唐代の詩人李商問の焚南文集 (漢字) 21. 129件 IRS CIIIN̂2 広似 16.3 

CNMRP 高化学分式子C等arをbo含n-む13)4車磁気共鳴T-~ に関する情報(実験1-~、化合物、 2.003 i牛 1 RS CNMRP 広報 16.5 

CONPHYS 物理学に関する国際会11録に収録された文献情報 186.873件 1 RS CONPIIYS 広報 15.5 

CSW 細胞性粘菌に関する文献情報 2.959件 1 RS CSM 広報 13.4 

DESY 高工事~-物理学関係の1~1リント等の情報(反応式、実験結果も含む) 160.020件 I RS DESY 広報 12.5 

ERIC 教育学、教育関連の文献情報 (RIE.CIJEから成る) 262.029件 lRS ERIC 広報 13.6 

1 NSPECA 物理学関連の文献情報(1979年以降) 1. 039. 066件 1 RS 1 NSPECA 広報 18.3 

I NSPECB 電子・電気工学関連の文献情報(1979年以降) 547.849件 1 RS 1 NSPECB 広報 18.3 

1 NSPECC 計算機・制御・情報工学関連の文献情報0979・年以降) 417. 931件 I RS 1 NSPECC 広報 18.3 

1 NSPECJ 1 NSPEC1-~ に収録された雑誌に関する情報 5.207件 I RS 1 NSPECJ 広報 18.3 

JAFOV 日本に収蔵されている脊椎動物化石の標本情報 198件 1 RS JAFOV 広報 19.4 

JMARC 国立国会図書館に収録された図書に関する文献情報. (日本語) 459.990件 1 RS JMARC 広報 15.3 

KOKYUROK 泉大数理解析研究所の摘究録を対象にした書誌情報 7.338件 I RS K日KYUROK 広報 19.6 

KURR 1 P 京大原子炉実験所で実験された研究成果の文献情報 (日本語) 2.868件 IRS KURRIP 広報 18. 1 

WUROWATI 室町幕府が発給した文書のうちの奉行人奉省情報 (日本語) 4.014件 IRS MUROMATI 広報 19.6 

OLDI NSPA 物理学関連の文献情報0969年-1978年) 835.063件 1 RS OLD 1 NSPA 広報 18.3 

OLDI NSPB 電子・電気工学関連の文献情報(1969年-1978年) 424. 548件 1 RS OLD 1 NSPs 広報 18.3 

DLDI NSPC 計算検・制御・情報工学関連の文献f前日0969年-1978年) 257.243件 1 RS OLO 1 NSPC 広報 18.3 

PICWS 数理科学に関する国際会議録に収録された論文情報 3.0g8件 IRS PICMS 広報 13.5 

POLEW 諸外国の政治・立法過程第一資料の嘗総情報及び文献所在情報 4.534件 1 RS POLEM 広報 18.3 

RI FP 京大基礎物理学研究所が所有する素総子・原子被関連の九7リント情報 19.479件 IRS RIFP 広報 17.6 

RIWS 数学関係の論文、レ~h-)- ト、 1レ7リント等に関する文献情報 46. 148件 IRS RIWS 広報 12.5 

SAIGAIKS 関西地区自然災害科学に関する文献情報 (日本語) 8.139件 !日SSAIGAIKS 広報 16.1 

SAO 10等星以上の星に関する観測r-ヲ 258.997件 1 RS SAO 広報 12.5 

SHR 高血圧うヲトに関する文献情報 468件 I RS SHR 

XDCB 1 a 有住民化合物結晶4荷造に関する文献情報(化学式、化合物等を含む) 50. 499件 IRS XDCBIB 広報 12.6 

CAW 
古書簡合物、守:鎚鮮野野合器密2Z寝室長禁値情報 DLS CAM 広報 16.4 DLS 

， RTSB 331551...629858462件V 件
， DATA 

IDEAS DNA 及rJ~'1M賀の配~IJr寸、文献情報、生物的情報等に関する情報 18. 162件 DLS IDEAS 広報 19.4 

I SLI NE 宇宙に存在する原子・分子イルの線対外島'1サ 60.000件 DLS ISLINE 広報 17，2 

KOUHOU 泉大大型計算機b~-広報の目次情報(日本i吾) 939件 DLS KOUIIOU 広報 19.2 
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MIl¥JOIS IliY>市周辺lBの山地災宵対策、環境保全に関する情報 82. 000件 [)LS MOUDI S 広報 20.3 OLS 

(lCLIlB 里子化学に関するJt純験fI'J1'j!論にt毒づいた耐i究論文の情報 6.276件 OLS 0.CLOB 広報 19.5 

[;EIJMAG I J血.s似T気AT観測に限~1量似制4 日る↑11 自ff市¥l I ROB GEDMAG 広汁報削 1169..6η ROB 
・5日T .b制1'1 。似t¥lイI情報 9.m 44 9 件件 法ii 19.i 
A¥JAL7H:lυtH41l1| 傾 43.38U2 
. U:;， KI' l)st、Kp柄数及び|翼団H 11.04 

川SIIIN 地-震FM観測に関す 襲名4骨 839 n I ROB JISHIN 広報 16.6
-FV iq fff幸青市青世器 i • REド f干BHdU5 
• REG IIlN 
・:;111NG1:N ↑1れ0青111 47.2l 6 l 

引11ドT 1 ，1'1，分子Cart3叩ー 13 核磁気共鳴のシ7トに関する数値1-~ 31. 860f牛 ROB SI11 FT 広報 19.2 

T(JSIIO 京大大~'I!I算機tント図際資料室所蔵図構に関する文献情報(日本語 10.503 件 ROB TOSIIO 広報 19.1 

生愈)問合せ先は総てプログラム相談窓か、システム開発加である。

L2データベースの利!!l条件
一一一向

ヂ寸〈ー;瑞 ヂサ牛Zの提供機関 運用開始年
運用J~の規制

E形~i態lllì以?テイ品ム及出カぴ

CIII NAl 京大、人文科学研究所 1981年 5月 TSS 可
バッチ

CH 1 NA2 京大、人文科学研究所 1983年 5Jl

CNMRP 幾i唖工業大学情報工学科 1983年10jl

CONPHYS 京大、必礎物理学研究所 1982年 5月

CSM 京大、理学郎組物学教室 1980年 5月

OESY 「辰五山雇亙i両;正 1979年 4月
ER 1 C 京大、 大(教型計育学算機部t)yq- 1980年 9月 TSS 不可

1 NSPECA 京大、大型計算機tント 1979年 4月 TSS シ1丸山カ

1 NSPECB 示大、大型計算機tント 1979年 4月 7不7可イ品出力
己I

1 NSPECC 京大、大型計算機tント 1979年 4月

1 NSPECJ 京大、大型計算I!lb~- 1981年 l月

JAFOV 京大、学理学教室都地質学鉱物 1986年 5月 TSS 可
/1ヲチ

JMARC 京大、大型計算機世ント 1982年 6月 TSS 

KOKYUROK 京大、数理解析研究所 1986年11月 TSS 
/I.d 

KURR 1 P 尽大、原子炉実験所 1984年11月

MUROMAT1 思大、工学部建築学科 1986年10月

OLO 1 NSPA 京大、大型計算lIHント 1987年 l月 TSS システム出力

OLD 1 NSPB 京大、大型計算段tント 1987年 l月 不7可7可イ/~出力
OLO 1 Nsrc 京大、大型計算機t~~- 1987年 l月

PI CMS 京大、数理解析研究所 1980年 9月 TSS 可
/1ッチ

P日LEM 思大、 法政学文献郎附資料属国tント際法 1985年 4月

RI FP 京大、基礎物理学研究所 1984年10月

RIMS 京大、数理解析研究所 1979年 4月
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利用条件

路線韓形式訟滋銘記成問腕需産税提出

提計前供算槻機許関f~~とー大に型事 ヲ発ペ表論文蹴機等に本限十研 提センヲ供ー段に関事前と大に許型可計算~俄
に日j要 i-iXめI4をに

の別出聞をー
つ1Ji¥

然 止 t~ 止

提高供堅幹機関主と大lこ型事
ヲ発ベ-表1論の文使等用をに本明デ記ー

ufE供qー機に関事自と'1大に許型計可算要機 l

発q付表論の文級機等品に本TT契研-

実毅郎し誌、ず提震
つの提別出刷を一

禁 止 禁 止

提計前供算惚機許セ関ントと大に型事
に百J要

提tン供ヲー線に開事前と大に許型計可算要機

t提ン供ト版に関事自とIJ大に許型可計算要段



城大学旭計算機センター

567茨木市美憾ヶ丘5-1

電話 (06)877・5111

1.サービスしているデータベース

デ一世代ース名 内容 デ-J~ 利用形態 利用説明省

PROTEIN-Ds たんぱく質の3次元 Q37ft TSS 大阪大学大型Hff慨 大阪大学

たんぱくl't $1;品情造デーヲの険 5日1B バッチ センヲー・ニュース 結晶解析

デーヲベース 黙と図形表示 Vol.15. No.Q (1986) (06) 877 

(06)日77

GEODAS l由貿および地震の IQ5000f牛 TSS 大阪大学大型計算視 大阪市立大学t理学問

地球学 デ-"Jの検察と図形 38MB バッチ センター・ニzース 地学教室、弘J!;(湖沼

デーヲベース 表示 Vol.ll. No.3 (1981) (06) 005.2593 

CIJNSULTANT Fortranのデバッグ 1MB TSS 大阪大学大型Hl事槻 名古屋市立大学計算

計算繍利用組以 等のプログラム相以 センヲー・ニュース センヲ一、随本征総

デーヲベース Vol.lI. No.2 (1981) (052) 871.1334内線 209

NQR 十五四極共鳴スベヲト 77341牛 TSS 大阪大学大型計算繍

被四極:I~Q島 ルに関する書誌的情 6.7門B .)¥ッチ センヲー・ニュース 化学教室、千原秀昭

スベクトル 仰と数値デーヲ Vol.lI. No.4 (1982) (06) 844-1151内線 4210

デーヲベース

JSR 日本国内にある学術 1I100f中 TSS 準備中 紋送教育開発センター

日本科学映像 研究・教育のための 13側B 研究開発郎、菊川悦

データベース 科学映画の二次t~f日 (0472) 76-1111 

SI'PECII-D8 音声l:lr~の研究のた QUl'I日 TSS 大阪大学大型11算機 大阪大学産業科学研究所

音声 めの音声データ センター・ニ.ユース I高口理一郎

デーヲベース Vol.15. No.2 (1985) (06) 877.5111内線 356日

YARUKI 学生の学習について 301午 TSS 大阪大学大型計算概 大阪電気通信大学工学部

やる気 の『やる気」に関する 17KB センター・ニコース

データベース デ-"J Vol.15. No.2 (l9H5) 

生物、生物医学分野 40万f'Io/tf: TSS 大阪大学大型計算機

生物分野文献 の学術文献↑両側 600円日/年 セン7ー・ニュース

データベース 1982.8711: Vol.15. No.3 (1985) 

， ..t 明 ~tfJ 大阪大学大型Hlf関

1980.81 年 セン7ー訓究!日JnRII

トピZ予定 (06) 877.5111 f!;Jt!I 2834 
一←一一一一一，ー ーーー一一一'ー一一一一

礼CONPDATA 電~mf官液のm樽!f; 24t18 TSS 近日、大阪大学大型 情浜国立大学工学8[i

電気化学 デ-'1 1I算関セン "J-. 物質工学科、仁木克

デーヲベース ニュースに1m松子定 (045) 335.1451 内*-1:

ハUヮ“ヮ“



九州大学大型計算機センタ-

子812福岡市東区箱崎6丁目10番1号

代表電話(092)641-1101

1 .サービスしているデータベース

戸ータ
データペースの内容 データ量

呼出コ 利用

ベース名 マンド 説明書

INSI'ECA 物理学関係英文二次文献 1969年以降 AIR 広報20，3

l，874，130i牛

INSPECB 電気電子工学関係英文 1969年以降 向上 同上

二次文献 972.3961牛

INSPECC 計算機科学，制御工学.情 1969年以降 向上 同上

報工学関係英文二次文献 675，17H牛

INSPECJ INSPEC~Xf事 ~Ht 1987年版 向上 同上

5，2071牛

JICSTJ 情報工学関係和文二次文 1981年以降 同上 向上

献 108.9071牛
. 

CXDB ケンブリッジ結晶データ 1935年以降 XDT 広報16，1
ベース有機及び有機金 58.2391牛 又は 広報16，6
属化合物の結品情造デー TSUNO 
タ

日本誌単 自立EE，付属語，緩続テー 単語数 (サブルー 広報16.4
I喜辞書 7')レ 92 ， OOO~苦 チノ呼び

出し}

トーマス. フィッシャー版トーマ 11，410頁 SIGMA 広報16，4
マン.ファ ス・マン全集会13巻のテ 約40万行 広報18，2
イ Jレ キスト

GENEDB ヌクレオチドi!"29"IJデータ 塩是正配列数 GENAS 広報16，5
と蛋白質アミノ酸配列 8，817 又は 広報18，6
データ 10，198 TSUNO 

アミノ猷

i!"29"IJ数
4，028 

RAMBJOS 分子生物科学関係英文二 1983年以降 AIR 広報18.6
次レピュ一文献 2.0491牛
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(1987年9月1日現在)

問合せ先

九州大学

大型計算機センター

データベース室

092-641-1101(内)2508

同上

同上

向上

同上

九州大学教養部

上地哲雄助教授

092-771-416l(内)453

九州大学工学部

日高進助教授

092-641-11 0 l(内)5362

九州大学教養部

転車口忠1古事文J畳
092-771-416l(内)323

九州大学

遺伝情報実験施設

榊 {圭之教授

092-641-115l(内)3461

東京理科大学理学部

林健児教授

03-260-4幻竺)2~



当主=祢J t.!f辛l迂一位ンタ

千112 *京都文京区大塚3-29-1
電話(03)942-2351

1 .サービスしているデータベース

ヂーヲベース名 DB呼びlH データ 更新頻度 デークベースの内容及び作成概関 利用条件
しコマンド 件数*

医学学分野、生町1Bc化研h学究a文V、10献生r態をAb収学e録t、X配微し生回、物次学の、妙虫録学誌、にf対t医応学し停てのい生ま命す科. 
Ani皿 Bi皿k盟国tIYAbstracts. 

Biotechno10τu haR皿G毘AEh℃UhEAb回e℃，r配αtEs. 
Lifc Scicnc白 L 1 F E 2 0万降件 月次 CAlcified ， GEGx回E泊世S民回tr国i四ino主pAlothui凹uA配AbtS臼sUE.EEts臼， 0:>11町tlOn 1985以

CBhI m2込tD10m即HUq1hz0uAU u h記廿AAihcbE町stEBr出EE.Attssh. .tr配回 Hi岳、bil。叫lZoYg AbeA上廿eUEEtst.s. 
Ncuro記 .τoxi∞
VirもlogyAbstracts 

データベ スめいか

財町t白 n'llat加 naticalSocieヲtyベが作成する政学分野のt文すt詑
なる係再部配分可布Eも定形、l士印1l1)J[%視E 

~a thSc i MATH 
19885万以降件

月次 論文記事 収録するデー ースでほとんどの論に や機 miでの
liレビュー等が付をいています.次の弘、n:zに対応していま ん83.・ できませ
Ha曲目阻U回1Rcvic同

来詑怜E山包図砲W事ヂRiEha偲g会タ…z片kzペna兎azrLuIス肱唱学でた一Iz 位す由益.fぽ支次MめU咽 ?Iが物作対成する工掌分野の緯政抄府録誌刊行 応、佐術レポート等の
cot!PENDIミX ENG 5 5万件 JJ 次 に しています.

1981以降

E目1。ehtE1nL品ZXSEfI唱 E 1 M 2 0万降件 米関会ーB等ス1ιでのio、会皿工議口学文og献、I枝をnf収術o刊関録泡係し口001議上が作成している抄学録デー1985以 JJ 次 タベ の会、すシンポジウム、会、
討論 ていま.

Harvard臥国io田 sReview誌にお収経国録註1等さ土れ作経る済論成文の全文のデ

JZヂる部FZーd分自タi慢ペUizーdtス7m型の号w%fいileかTy品なι l Har可ard ヲベースです.Jobn ¥li が しマーケティ
臥1510国S HBR 250件 27月 ング、笹理、ま国際貿易、1e'財y政品、 の ・経首分野を対
RevicW' 1985以降 象としていす.

米学索技I国引町誌の術長Ix分に聞野対tDは応の5凶c会しtie阻議てf文tいoif献rまiz5すにcEi関.阻詞すtτiるEf索icha引IknデfaoIーzzPタaRtベXi盟叫ー3がdスu作で砲声成すする科 デーヲベースの検ド索す結|.次の来をダウンロー る
lSIP&.ll ISTP 2 0万以降件月次 こデとはできますが部

1985 分 ーヂベース械を作可成
ln&!x to Sci，田tific肱拍kO:>otc.n回 しn印s刷形再ま配1由や織す 説

. 形1土 で 布ること
できせん.

JP臥RC lPM 1 5万以降件 沼次 日本収国録内で発た行デされた図書での著す者、閏際題国会、図凶版書者館等作の書誌情
1985 報をし -'1ベース.立 成.

LQ1ARC(Books) LCMB 
149805万以件降

月次
主録すとるしてデ英ー文タのベ図ー書スので著す者.米、額国議題会、図出版書者館作等成の;S11:情報を収

LQiAE(C 5edah) LCMS 3 0万以降件 3ケ月 欧米文国雑議誌会図の標書題館作、成出版.者等のl!!11:情報データベースです.
1985 

ア日銀所在情報 省誌

所学設蔵術が学状情術国況雑の報大誌セを収総学ン合図録タす書館る等総成和合文.に所編次目蔵録の198資さデ5料れ年ー版にるヲ和対ベ文応ーのス学で術す雑.誌の書誌、ーデ〈和ハえ銀ー誌ス〉 lSCAT 4万件 データベースのいか
所蔵 ー目作録 します.

なる減部l'i可配分読布も、形態印刷形H抱E 100万件 や機 での

藷E同S瑠i手LE1E離E苦手で3間器帯官詑岨弘
製ん.・ はできませ

日銀所在情報 FSCAT 出誌

データ(洋ベ錐ー誌ス〉 文は 9万件
ULP 所蔵

62万件

金科ア竿研究tHfi慨助~ 文聞豊T.富部省富手嘆のの袋術情科デ空手務究費補助で、作成霊金す.源k脚よ匙り行?わデれ吉一た研究の獅向野究度品来側-'1ベース タli、昭和側
研究成果 KAKEN 2.800件 年次

別合報JみセE進まン研すタが究ー 成. 野研究を、!ra;:一般す で-'1ベース 1985 

学デ位ー論タ文ベ索ー引ス
設が悶現の名を大大収合学録でl畳与吉大れ、術北、情る大九|報事大士、学東で北{昭世大論和文の東大索引データベースGAKUI 5.000件 です. 京デまータは 、 E度Egl大宣 早稲

1985 囚大も、 、 大す、阪学 5作9成、60if に 与され
たの み . センター . 

円

4ワω
円
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10. 業務報告

1.講習会

一学籍処理講習会一

〔講習内容〕教務事務システムの端末操作について

〔日時)5月14日

〔会 場〕情報処理センター控室

〔対 象〕教務関係事務官

ーセンタ一利用初心者講習会一

〔講習内容〕センタ一利用について、

センターシステム紹介とその利用法について

〔日時)5月18 日(月 9:30~12:00

5月21 日(木 13:30~r6:00

〔会 場〕情報処理センター第lTSS端末室

〔対 象〕本学職員及び大学院生

一端末利用初心者講習会一

〔講習内容)TS S処理概要、データセットの作成、プログラムの実行

〔日時)5月19 日(火 11:00~15:00

5月22 日(金 13:30~16:30

〔会 場〕情報処理センター第lTSS端末室

〔対 象〕本学職員及び大学院生

端末利用応用講習会

〔講習内容)TS Sコマンド解説、会話型リモートパッチ処理、出力検索

q
u
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〔日時)5月25日(月 13:30........15:00

5月27日(水 13:30........16:00

〔会 場〕情報処理センター第1TSS端末室

〔対 象〕本学職員及び大学院生

一情報検索講習会一

〔講習内容〕データペース検索、学術情報センター利用

〔日時)5月25日(月 13:30........16:00

〔会 場〕情報処理センター第1TSS端末室

〔対 象〕本学職員及び大学院生

一英日自動翻訳システム講習会一

(英語=>日本語)

〔日時)6月17日(水 13:30........15:30

〔会 場〕情報処理センタ一 日本語端末室

〔対 象〕本学職員及び大学院生

一日英自動翻訳システム講習会一

(日本語ニ〉英語)

〔日時)6月18日(木 13:30........15:30

〔会 場〕情報処理センタ一 日本語端末室

〔対 象〕本学職員及び大学院生

一224



日英自動翻訳システム講習会一

〔講習内容) (論理編)

Prologとは?導入)

DEC-10Prologとの違い

Prologオプションについて

デバッギングテクニック

メモリ管理について

その他、質疑応答

(実習編)

Prologの基本動作の確認

Prologプログラミング実習

〔日 時) 7月17日(金 10:00-12:00(論理編)

13:30-16:00 (実習編)

〔会 場〕情報処理センター利用者控室

〔講 師〕富士通・静岡エンジニアリング

鈴木剛、杉崎由典

一「パソコン端末利用法J講習会一

〔講習内容)(1) 必要なハードウェア(音響カフ。ラ、モデム、モデム内蔵電話)

について

ωパソコンの te r mコマンド、スイッチ類について
(3) 文字の内部コードについて

センターの計算機では現在5種類の内部コードぞ使用している。

(SETCODEコマンドで指定する)

(4) 通信手順について

TTY手順、 HDLC手順

(5) 簡単なTSS通信制御フ。ログラムの説明

(6) パソコンで日本語をやりとりりする方法

J 1 Sコード、シフト J1 Sコード

(7) ユーザ‘開発TSS通信制御プログラムや市販プログラムの紹介

に
U
円

4ワω



(8) フロー制御について

〔日時)1 0月28日(水 13:30-15:30

〔会 場〕情報処理センタ一利用者控室

〔対 象〕本学職員及び大学院学生

〔定員)4 0名

ll.公開講座

〔講座名〕長崎大学公開講座「コンピュータ入門」

〔内容〕コンピュータの基礎知識

BASICによるプログラミング入門講義

プログラミング演習

〔期日) 1 1月10日(火) 1 1月13日(金)

1 1月17臼(火) 1 1月20日(金)

1 1月24日(火) 1 1月27日(金)

1 2月 1日(火) 1 Z月 4日(金)

1 2月 8臼(火) 1 2月11日(金)

〔時間) 1 8時-20時

〔対象〕一般社会人(性別、年齢は問いません)

〔定員)8 0名

〔受講料) 3. 600円

〔場所〕長崎大学情報処理センターTSS端末室

年 齢 申込数 受講許可者数

2 0歳以下 2 。
20-29 3 6 2 7 

30-39 42 3 0 

40-49 2 1 1 4 

5 0 -5 9 1 7 1 2 

6 0歳以上 4 2 

不 明 5 3 

メEミヨ 計 127 88 
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1Il.講演会

〔日時J1 1月24日(火 13:30-15:30

〔全 場〕教養部新々館(1階 125番教室

〔講 師〕東京大学大型計算機センター

教授 石井晴久氏

〔演 題Jru N 1 Xベースのネットワークと国際化」
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センタ一利用状況

歯学
1. 4% 

歯学
O. 8% 

学生郎
1. 2% 

昭和62年 l月~昭和62年12月

BATCH処理件数

工学

76. 2% 

CPU使用時間

工学

85. 5% 
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グルーフ.項目:レポート 2

その他

O. 7% 
保健管壇
センター

O. 8% 1. 6% 

学生保

2. 1% 

TSS端末接続回数

ヱ学

7 O. 7% 

教育

6. 1% 

利用種別BATCH JOB件数

研究

85. 9% 
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計算機稼動状況

稼勤時(時間間) 全CP U(時時間間) * TSS接(続件回)数 BATCHジ件ョブ件数 * (TSS+BATCH) 
(i'f) 処理件数(件

i昭和62年l月 2 54.2 2 5 0.6 6. 0 0 5 7. 7 0 3 1 3. 7 0 8 

2月 2 6 1. 6 2 5 7.7 7. 0 4 3 8. 7 8 6 1 5. 8 2 9 

3月 2 5 1. 6 2 38.8 3. 5 5 0 4. 34 2 7. 8 9 2 

4月 2 2 0.2 1 92.4 2. 289 2. 1 4 9 4. 4 38 

5月 2 08.0 1 9 2. 5 4. 8 5 0 3. 1 8 7 8. 0 3 7 

6月 2 35.4 2 2 1. 2 5. 4 7 0 3. 7 4 1 9. 2 1 1 

7月 2 5 1. 3 2 34.3 4. 9 7 2 4. 5 8 6 9. 5 5 8 

8月 2 13.2 1 98.5 2. 78 3 3. 3 6 7 6. 1 5 0 

9月 2 10.4 2 07.4 6. 1 18 7. 3 5 9 1 3. 4 7 7 

1 0月 2 73.2 2 78.6 4. 7 2 0 4. 5 4 6 9. 2 6 6 

11月 2 39.1 2 3 O. 4 6. 0 3 2 5. 3 7 6 11. 408 

1 2月 2 6 O. 5 2 52.5 6. 9 5 7 6. 7 7 4 1 3. 73 1 

~ Z十 2 8 78.7 2 7 54.9 60.789 61. 916 1 2 2. 705 

月平旬 2 39.9 2 29.6 5. 0 6 6 5. 1 6 0 1 O. 2 2 6 

* TSS接続時間は本年1月より 2時間に延長.

ジョブクラス別処理状況

+ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー‘ーーーーーーーーーーーーーーー・・-噌唱ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー明暗・ーーーーーーーー・・・ーーー・ー・・・咽ーーーーー+

1987.111‘ヲ ー 1987.1211‘ヲ トウケイ 'J~ .. 
+ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ー・・ーーーーーーーーーーーーーー司・・ーーーーーーーー司ーーーーー司・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー+ーーーーーーーーーーー・・・・・・・・ーーーーー+

BATCH J08 TSS 
+ーーーーーー・ーーー喝・ーーー・・・ー司岨周司・ーーーー+ーーーーーーーーーー司事・・・・ー..・・・ーーーーー・・・ー・・・・・・・・・・ーーーーーーーーー・ーー・司・・"‘・・・・・・・・・・喝・・・+・・・・・・・・・・・・ーーーーーーー・・・・・4ト

阿 TOTAI..r csysoun 
TOTAL JOS~コス r 12559 10992 8723 1738 4039 9025 3993 ゐ963 588~ら 619161 60789 4610 

色，.ーハ‘ヲ予 ケコス 124 142 525 6S 52 25 182 1115 t 

F IB!I‘ヨフ‘ "ス I12175 10840 8198 1618 4039 8938 3987 4938 5702 60435 t 

RES!I‘ヨフ‘ ケコス 260 10 55 35 0.. 3661 

XYフ・。て，.ーケヨ丸ウ 378 171 121 429 11121 197 
+・・咽・・ー・・ー司・・・ーー・ーー・・・ー・ーーーーー+ーーーーー司・・・・・・・・ーー岨・・ー・ーーーーー司ーーー・ー"ー・・・・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司 E ・E ・-+・・・・・・・・・ーーーーーーーーーー司----φ
l ・4・-C?UTI阿 (SEC.> I 24 24 26 Sl 156 16 24 -1 18 

l リ-0‘ヨヨ ヲイλ‘ (KB> I 394 809 792 1778 361 3869 186 477 1361 ・ 753

. 
TSS tヲツ‘ク o‘7lj (阿lN.) I ・ー・・・ー・・・・・ 32

7 泊・・ト‘ (INPUT> 21 68 10 -1 

s 35 39 24 36 111 

10 355 

15 12 

3S 387 50 204 。799 -1 794 4460';. 

180 1326 230 3313 6096 -1 1046 

4S 11 31 

-1 

2S -1 32・

:. TSS lNPUT (LINE> 12 11 15 149 

TSS DUTPUT cLINE) I 212 

，、 ，イ:ンフ・ '1コ，- (PAGE) I 13 

イ ライコヲ・ '1 コ~- (LINE) I 16ア 258 394 710 

EXCP泊イスゥ 410 716 850 2499 

ョ ヘ・ -0‘イヨ.1。ト L 

‘ヨフ‘..ヲヲ・.. 

・・・9・:.0"ウト‘'ィι C阿lN.) I 

i ・ ，j~ヲ .ヲツ‘クb・11:" I 
+ーーーーーーーーーーーーーー・ーー司・・・・・._---・・+・・・・・・・・・・ー・・・・・・ー・・・ーーーーーーーーーー司'・・・ーー・・・ーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・ーーー+ーーーーーー・ー・・・・・・・ー・ーーー司ー--+

，-:;. "令，ト・ .イ4 J‘''''1:''‘n， 
TSS 芭ヲソ‘ク 2・9うFイ o‘ηョ

7813 !J‘1;1:.0 15 フ3
32404 !I"Il:T 22 ':.0 

ハ
U
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人出力機器利用件数

枚
50000 

50000 

40000 

30000 

10000 

枚
150000 

100000 

ラインプリンタ一枚数

[月]

カード入力枚数

[月]
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XYプロッタ一件数

7日日

600 

500 

400 

300 

200 

100 

。
6 l口 11 12 

[月]

磁気テープ処理件数
件

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 

5 10 11 12 

[月]
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ジョブ種別ジョブ処理件数

JOB種別JOB処理件数 (Aクラス〕
件

6000 

5000 

V 
6 

T 

7 

， 
8 ' 9 T 

10 
T 

11 12 

4000 

[月]

JOB種目IJJOB処理件数 (Bクラス〕
件

3000 ・ o
/¥ 

2500 ・i / 

1-¥¥1 

500 

2000 

1500 

1000 

10 11 12 

[月]

qu 
η
J
 

ワ
ω



JOB種別JOB処理件数 (Cクラス〕
件

D 

11 

JOB種目IJJOB処理件数 (Fクラス〕
件

10 

A
斗
A

n
ペ
u
ワム】



14 

12 

10 

30 

25 

20 

15 

10 

ゾョフクラス別タ ンアラウントタイム

ターンアラウンドタイム (Aジョブ〕
分

¥ 
//〉ム

[月]

ターンアラウンドタイム (Bジョブ〕
分

|ぷ
. 
マ

[月]
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ターンアラウンドタイム (Cジョブ〕
分
60 

50 

[月]

ターンアラウンドタイム (Fジョブ〕
分
5日

50 

• 

' E ' 7 8 9 i口 II 12 

[月]
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昭和62年度申請課題一覧表

部局 学科・学科目 身分 氏名 t果 題

【 研究用課題 】

教育学部 地 理 助教授 西原 純 日本の都市データ解析

ノノ ノノ 助教授 西原 純 長崎における都市構造解析

f〆 λゾ 助教授 西原 事唱 地理的事象の統計的解析

〆ノ 11 助 教授 西原 純 地方圏の流通における企業の支配

と地方都市発展における中央企業

の影響力

ノノ ノ〆 助教授 西原 純 戦後の流通システムの変化から見

た都市圏内における卸売業の立地

変化

〆/ ノノ 助教授 西原 純 わが国の地方都市における流通機

. 能の分析
H 工業技術 教 授 野津勝蹟 伝熱工学における数値計算

ノノ 数 学 助教授 鷲尾忠司 代数関数体論

ノノ 数 学 助教授 鷲尾忠司 数論

H 数 主子主4 助教授 鷲尾忠司 線形代数

ノノ 地 予.>>4 教 授 荒生公雄 太陽放射の気象および気候学的作

用

H 11 教. 授 荒生公雄 気象統計解析

λ〆 ノノ 教 授 荒生公雄 長崎市の気象環境

ノ/ 11 助 手 近藤 寛 推積物の電算機による数理処理

M 生 4均 教 授 東 幹夫 生態学調査資料の統計計算

H 理 科 教 授 福山 E盛E且i!. シンクロトロン軌道放射光実験デ

ータの解析

H 家 庭 教 授 鈴木 淳 繊維の物理的特性に関する研究

H ノノ 助 教授 玉利正人 天然型c-p化合物の食物連鎖と

体内代謝

H 3日包 楽 2昔 自市 岩竹 徹 コンビュータ/シンセサイザーの

作品研究

ヴ

i
q
J
 

円
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

教育学部 保健体育 教 授 佐伯重幸 水中体重法による児童期の身体組

織に関する研究

〆/ 〆〆 助教授 松永淳一 柔道の授業の因子分析的研究

経済学部 経 済 教 授 田中一芳 理論経済学研究教育

11 ノ〆 事文 授 藤森利美 環境データの統計解析

11 ノノ 助 教授 内田 滋 金融構造及び産業組織に関する計

量分析

11 λ， 助教授 越智教文 出生率・死亡率の標準化について

11 ノノ 助 教授 細内 勇 計量経済学の研究

11 ノノ 助 教授 細内 勇 消費需要の計量分析

H H i蕎 日市 康山謙介 銀行財務表の統計的検討とマクロ

経潰指標の関連

1.ノ 経 営 教 授 梶原禎夫 市場データ解析

ノノ ノ/ 教 授 山下・正喜 企業取引の仕訳から決算までのデ

ーター処理

H H 助 教授 小林みどり 応用数学

H ，ペソ 助 教授 小林みどり 計算機プログラミング(5課題)

11 λ〆 助 教授 小林みどり 経営情報論

ノノ H 助 教授 吉山輝子 財務会計論

// 貿 易 助教授 吉田道夫 経済、貿易の計量的研究

H H 助 教授 青木浩治 国際収支の計量的分析

医学部 細菌学 助教授 日野茂男 HTLV-Iの疫学に関する研究|

ノJ 解剖学第3 助 手 進 正志 大学問ネットワークによるデータ l

ベース検索

H 衛生学 助教授 守山正樹 思春期の身体発育の解析

H ノノ 助 教授 守山正樹 健康障害の発生と発育との関連の

解析

// ノノ 助 手 池田高士 生態と必須微量元素

ノ〆 λ〆 研 究生 片寄真木子 離島住民の健康と食生活に関する l

研究

H 公衆衛生学 教 授 竹本泰一郎 慢性疾患の疫学
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

医学部 公衆衛生学 教 授 竹本泰一郎 熱帯における高度順応

λゾ ノノ 教 授 竹本泰一郎 島雄~生態系における健康問題

λγ ノノ i荷 日市 和泉 喬 感染症の疫学

〆ノ 〆〆 員，W 日市 和泉 喬 漁村保健

ノノ 〆ノ あ己 生 青柳 潔 骨の老化と栄養状態

，ペソ ノノ 院 生 坂井秀章 長崎県内各地域における栄養レベ

Jレと食塩摂取

，ペγ ノ〆 院 生 重藤和弘 琴海町における健康調査の解析

〆ノ H 院 生 掘 博展 西海島蝋における中高齢者の生活

と健康

ノノ ，ペソ 生 後藤 向 ガンの疫学

ノノ 第二薬理 教 授 尾崎正若 実験的高血圧ラットのモノアミン

およびぺプタイド代謝

ノノ 第一内科 i膏 師 岡本純明・ 内分泌機能検査処理

ノノ 公衆衛生学教 助教授 門司和彦 人類生態学・公衆衛生学資料の統

室 計解析

ノノ 医員(研修 吉原由樹 乳児股関節検診にて開排制限を指

医) 摘された患者のX線像

歯学部 口腔解剖学 助 手 真鍋義孝 形質人類学における統計処理

第一

ノノ 口腔解剖学 教・ 授 高野邦雄 生物化学に関する文献情報の収集|

第二

ノノ 口腔生理学 助教授 山田好秋 生体情報の自動認識

ノノ 歯科理工学 助 手 有働公一 歯科用合金の物性

ノノ 予防歯科学 助教授 小林清吾 フッ素によるう蝕予防およびう蝕

の進行抑制効果に関する疫学的研 i

~六174P 

ノ/ ノ/ 助 手 川崎浩二 う蝕発生の多要因分析

H 歯科矯正学 助教授 鈴木弘之 骨のremodelingと応力との関係に

ついて
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

歯学部 歯科矯正学 助教授 鈴木弘之 骨の誘発する電位とremodelingと

の関係について

，ペγ 歯科保存学 助 手 久保至誠 有限要素法による寓洞形態の解析

第一

J〆 歯科補路学 助教授 佐藤博信 顎機能に関する補綴学的研究

第二

，ゲ 口腔生化学 助 手 田中棋一郎 石灰化制御タンパクのコンフォー

メーションの推定

薬学部 薬科学科 教 f受 柴崎寿一郎 薬物の生体内挙動に関する速度論

的研究

11 ノノ 教 授 細見 彰 情報検索
」

ノノ λF 助教授 松田芳郎 シクラジン誘導体のHMO法による

計算

H H 助 教授 木下・敏夫 分子軌道法の利用研究
」

11 ノノ 助 教授 八木沢時記 タンパク質の半合成の研究

ノノ H 助 教授 芳本 忠 蛋白質構造及び遺伝情報の処理

H H 助 教授 芳本 宏、 データベースの利用

11 ノノ 助 手 河野 功 X線回折による天然物の構造決定|

ノノ H 助 手 大串 伸 データベースを利用した酵素の情

報検索

H 薬用植物園 助 手 水上 .iC 薬用植物育成のデータの統計解析

工学部 機械工学科 教 授 今井康文 機械材料の弾塑性変形と強度

H ノノ 教 授 今井康文 アイソパラメトリック要素を用い

た有限要素法

11 ノノ 教 授 児玉好雄 層流ファンの特性に関する研究

ノノ 11 教 授 児玉好雄 多翼ファンの騒音低減化に関する

研究

H ノノ 教 授 児玉好雄 偏流によって生じる回転騒音の研

9'舟tづ

H ノノ 助 教授 茂地 {散 外部流動沸騰熱伝達の研究
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部局 学科・学科目 身分 氏名 j果 題

工学部 機械工学科 助教技 茂地 情I 冷媒熱物性値のプログラム・パッ

ケージの作成

ノ/ 〆/ 助教授 茂地 f敵 伝熱の計算

ノノ λr 助 教授 茂地 1散 熱力学の計算

ノノ /1 助 教授 茂地 j散 膜沸騰における放射伝熱の影響

ノノ ノ/ 助教授 茂地 f散 冷媒の熱物性値の計算

ノ〆 ノ/ 助教授 茂地 1散 伝熱促進の計算

ノノ ，ゲ 助 教授 茂地 1敵 熱物性値プログラム・パッケージ

PROPATHの開発

/1 〆/ j昔 自市 林秀子人 計算機による翼まわり流れの解析

ノ/ H 講 B市 高瀬 徹 有限要素法による解析

/1 ノノ 助 手 山田 由自 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的

性質の研究

H 1.〆 教務員 河部秀彦 ハイドロ・サーモ発電の理論計算

ノノ H 院 生 松尾俊史 歯車の発生熱の伝熱解析

ノ/ H 院 生 中野健一 有限要素法による弾塑性応力の計

算

H 機械工学第E 教 授 石田正弘 過給テ'ィーゼ、ル機関の燃料噴射お|
. 

よぴ燃焼に関する研究

ノ/ H 教 授 浦 最 摩擦面の熱解析

〆ノ H 助教授 石松隆和 気液二相流の実験データの解析

ノノ H 助教授 金丸邦康 混相媒体による伝熱流動の数値解

析

/1 H 助教授 金丸邦康 環状流路体型における冷却法の数

値解析

ノノ ，今' 助 教授 木須博行 境界積分方程式の数値解法に関す

る研究

ノノ λr 助 教授 木須博行 亀裂のデータ解析

H ノノ 助 教授 木須博行 亀裂の解析

ノノ ノノ 助教授 木須博行 非線形問題の境界要素解析法

ノノ ノノ 助教授 植木弘信 ディーゼル機関に関する研究
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

工学部 機械工学第E 助教授 岡林隆敏 確率境界値問題の数値解析に関す|

る研究

λγ 11 助教授 岡林隆敏 走行車両による道路橋の不規則振

動解析

λF 11 助教授 岡林隆敏 橋梁の振動解析に関する研究

Aγ 11 助教授 岡林隆敏 確率変量を有する力学系の非定常:

不規則応答解析

H 11 助教授 岡林隆敏 伸縮継手部段差による道路橋振動|

と動的倍率に関する研究

ノノ 〆ノ 助教授 岡林隆敏 確率論的構造力学に関する研究

Jノ H 助 手 越智利彦 赤外線加熱による水の温度上昇

ノノ λソ 助 手 公門敬治 レーザ光による3次元形状の測定

ノノ 11 技 ，国~・ 梶 聖悟 多結晶体の強度

H 11 院 生 入江・昌信 強制対流熱伝達係数の漸近に関す

る解析的研究

ノノ ノノ 院 生 川末紀功仁 産業用ロボットの最適軌道計算

ノノ ノ/ 院 生 江上弘孝 レーザ、一流速計による機関筒内流

動の研究

// 電子工学科 教 授 田中和雅 レーザ通信に関する研究

〆ノ // 教 授 山田英二 サイリスタの応用に関する研究

ノノ ノノ 教 授 中村 彰 脳CT画像処理に関する研究

ノノ // 教 授 松尾博文 電力変換装置の高速ディジタルP

-I-D制御に関する研究

H ノノ 教 捜 松尾博文 太陽電池の最適動作点追尾に関す

る研究

// H 助 教授 辻 峰男 現代制御理論の応用に関する研究

バF λ〆 助教授 辻 峰男 ACサーボシステムの解析

ノノ ノ〆 助教授 辻 峰男 サイリスタ変換器電動機系の解|

析と設計

，ペγ ノノ 助教授 辻 峰男 テ'ィジタル制御に関する研究
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

工学部 電子工学科 助教授 辻 峰男 パワーエレクトロニクス回路の解

析と設計

ノノ ノノ 助教授 辻 峰男 システムシミュレーションの研究

dゲ /ノ 助 教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

ノ/ /ノ 助教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

// ノノ 助 教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究
← 

ノ/ ノノ 助教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

// 〆ノ 助 教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

ノノ ノ/ 助教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

H /ノ 助 教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

// ノノ 助 教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

// ノノ 助 教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

，ゲ ノノ 助教授 鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関する研究

H ノノ 助教授 田口光雄 マイクロストリップアンテナの解

析

11 11 助 手 泉 勝弘 GTOを使用したPWM制御に関

する研究

ノ/ 11 助 手 泉 勝弘 誘導電動機のディジタル制御に関

する研究
. 

H ノノ 助 手 泉 勝弘 電圧形インバータシステムの制御

に関する研究

11 ノ〆 助 手 泉 勝弘 現代制御理論のパワーエレクトロ

ニクスへの応用に関する研究

ノ〆 ノノ 助 手 泉 勝弘 サイリスタ静止レオナード系の力

率改善に関する研究

11 ノノ 助 手 泉 勝弘 チョッパ駆動直流電動機系のモデ

リングに関する研究

H 〆ノ 助 手 泉 勝弘 デジタルPI制御のシミュレーシ

ョンに関する研究

ノノ H 助 手 黒川不二雄 マイクロプロセッサを用いた高速

スイッチングコンパータの制御
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

工学部 電子工学科 技 官 岩崎昌平 レーザ通信に関する研究

必F ノノ 技 官 浦憲一郎 現代制御理論のパワーエレクトロ

ニクスへの応用に関する研究

H ノノ 技 r国品【. 浦 憲一郎 高調波電流の軽減に関する研究

ノノ ノノ 技 r回ι. 高田謙次 レーザ、通信に関する研究

H 11 院 生 酒井伸一 レーザ、通信に関する研究

必〆 H 院 生 吉田久繭彦 レーザ通信に関する研究

H ノノ 院 生 津森伸一 マイコン制御ACサーボシステム

に関する研究

λ〆 H 院 生 高漬昌信 サイリスタモータのモデリングに

関する研究

" ノノ 院 生 山本剛司 DSPを用いた誘導電動機の制御

に関する研究

H ノ〆 院 生 加藤.一良 直流機による汎用負荷シミュレー

タの開発

ノノ ノノ 院 生 宮路佳浩 インバータ駆動誘導電動機のロパ

ストベクトル制御に関する研究

ノノ ノ〆 院 生 井上敏之 レーザ通信に関する研究

H 電気工学科 教 授 松尾寿夫 導電性沿箇における放電現象に関

する研究

11 ノノ 教 授 藤山 寛 アラズマ中の不安定性解析

H ノノ 助教授 樋口 剛 高速リニアインダクションモータ

の最適設計

11 H 助 教授 樋口 岡4 境界要素法による高速LIMの磁

界解析

ノノ H 助 教授 樋口 同リ 交流励磁新方式サーボモータの電

磁界解析

11 11 助教授 福永博俊 ブロッホラインメモリ動作の計算

機シミュレーション

H ノノ 助教授 伊藤 虞 カオス現象の解析
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

工学部 電気工学科 助 子 J青木 泰こえ 情報とシステムの組織化に関する

研究

ノ〆 /1 助 手 清木泰二丈 S-3500 DSCの運用管理

H ノノ 技 r呂...， 岩永雅洋 サイリスタ変換器一電動機系の

シミュレーション

〆ノ ノノ 技 官 岩永雅洋 高速LI Mの磁界分布

〆〆 11 院 生 服部 修 プラズマメーザーにおけるカオス

の数値計算

ノノ 構造工学科 事文 授 小森清司 部分荷重を受ける床板の応力解析

/ノ H 教 授 小森清司 鉄筋コンクリート床スラブの耐力!

とたわみ

ノノ 〆/ 教 授 末岡禎佑 連層耐震壁の解打法に関する研究

ノノ ノノ 教 授 末岡禎佑 曲面板の解打法に関する研究

λソ ノノ 教 授 築地恒ちた 板構造物の塑性解析

/1 ノノ 教 授 築地恒夫 曲線構造物の解析

11 ノy 教 授 築地恒夫 殻の振動解析

ノノ H 教 授 築地恒夫 低次元モデルによる板の変形解析

λγ ノノ 教 授 築地恒夫 レイレ・リッツ法による力学問題
. 

の解析

/1 ノノ 教 授 崎山 毅 斜板の曲げに関する研究

H ノ〆 教 授 崎山 毅 アーチの耐荷力解析

11 ノノ 教 授 崎山 毅 矩形板の非弾性座屈解析

，ペγ ノノ 教 授 崎山 毅 変厚板の非弾性曲げ解析

/1 ノ〆 教 授 崎山 毅 変厚斜板の自由振動解析

H /1 教 授 中島正樹 溶接継手部の破壊に関する数値解

析

ノノ ，ペソ 助 教授 修行 稔 鋼構造立体骨組の動的弾塑性応答

に関する研究

，ペY ノノ 助教授 修行 稔 立体骨組構造の大変形解析

ノγ ノ〆 助教授 修行 稔 鋼管構造物の弾塑性解析法につい

て
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部局 学科・学科目 身分 氏名 ;果 題

工学部 構造工学科 助教授 修行 稔 薄肉シェルの極限解析法に関する

研究

H 必〆 助教授 修行 稔 シェル構造物の離散化極限解析

H 11 E昔 日市 馨原真一 鉄筋コンクリート部材のせん断破

壊に関する研究

ノ〆 11 i葺 師 馨原真一 コンクリートの破壊機構に関する

研究

11 H 講 自市 原田哲夫 コンクリートの強度および変形挙

動に関する研究

H H 5普 師 原田哲夫 静的破砕剤を用いたコンクリート

構造物の解体に関する基礎的研究|

ノノ H i毒 自市 吉武 裕 クーロン摩擦を伴う振動系の研究

H H j膏 日市 吉武 裕 直接数値積分法による非線形振動

. 系の研究
ノノ H 助 手 勝田順一 破壊力学の数値解析

H ノノ 助 手 松田 浩 変厚矩形板の非弾性曲げ解析

H ノノ 助 手 松田 浩 非線形弾性地盤上の矩形板の非弾

性曲げ解析

H H 教 務員 谷口秀澄 |鋼管構造立体骨組の動的弾塑性

応答」

ノノ 11 教務員 谷口秀澄 非線形振動系の数値解析

Jγ H 技 官 白潰敏行 平面応力問題の解析

H H 技 官 白漬敏行 せん断を含む板の曲げの研究

11 ノノ 技 官 永藤政敏 PC板埋設型枠を用いた鉄筋コン

クリート床スラブの応力解析

11 H 技 官 山下 務 レイレ・リッツ法による構造物の

解析

11 ノノ 院 生 江藤英調 鋼管構造物の弾塑性座屈および座

屈後挙動

11 λ， 院 生 早田嘉宏 鋼管構造立体骨組の複合非線型解

析法に関する研究
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部局 学科・学科目 身分 氏名 j果 題

工学部 構造工学科 院 生 松本泰洋 構造要素(床，耐震壁など)の解

析法に関する研究

ノノ /1 院 生 為平隆司 ねじれた円筒殻の振動解析

ノノ ノノ 院 生 徐 建年 鋼構造立体骨粗の弾塑性振動研究

について

/1 11 院 生 池田昌則 ねじれた板の振動解析

11 /ノ 院 生 小峰裕二 開口ある耐震壁を有する構造物の

剛性評価法に関する研究

11 土木工学科 教 授 小西保則 構造物の最適設計に関する研究

ノノ ノγ 教 授 小西保則 SLp.SUMT法による構造物

の最適設計

11 ノノ 事文 授 小西保則 骨組構造物の最適化汎用プログラ

ム開発に関する研究

11 ノノ 教 授 小西保則 多変数・多制約条件式の最適設計

手法の研究

H 〆ノ 教 授 小西保則 大変形骨粗構造物の最適設計に関

する研究

H ノ〆 教 授 富樫宏由 湾水振動解析

11 H 教 授 富樫宏由 長崎湾のアぜキ解析

11 ノノ 教 授 伊勢田哲也 軟弱地盤対策工法に関する研究

λγ ノ'1 教 授 後藤恵之輔 地滑り防止杭の力学的挙動に関す

る研究

11 ノノ 教 授 後藤恵之輔 リモートセンシングの土木工学へ

の応用に関する研究

λ〆 ノ〆 教 授 後藤恵之輔 舗装構造の最適設計

ノノ H 教 授 後藤恵之輔 人工衛星データの利用開発

λY ノノ 助 教授 高橋和雄 係留ケープルの振動

ノ/ ん' 助 教捜 高橋和雄 平板構造の動的安定解析

11 ノノ 助 教授 高橋和雄 プレートガーダー橋の振動解析

λF ノノ 助 教授 野口正人 成層流場における輸送過程の3次

元的考察

円
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部局 学科・学科目 身分 氏名 5果 題

工学部 土木工学科 助教授 野口正人 都市域での氾濫解析

11 H 助 教授 野口正人 洪水流出の数値計算

H 〆J 助教授 古本勝弘 成層流の乱流構造

，ペY H 助 教授 棚橋由彦 土質材料棚J!Uとその醐閣|

する研究

11 11 助教授 棚橋由彦 土質力学演習

ノノ ノノ 助教授 棚橋由彦 土構造物の応力、変形、安定解析

H 11 助教授 棚橋由彦 土砂災害の統計処理

ノノ ノ〆 助教授 棚橋由彦 二次元非定常浸透流解析とその応

用

ノノ ノノ 助教授 棚橋由彦 歴青材料を塗布した鋼失板の効果 l

判定に関する研究

ノノ H 助 手 武政剛弘 地表面付近の温度挙動に関する研|

. ~ 

ノノ H 助 手 中村武弘 内湾の海水交換に関する研究

H ノ~ 助 手 中村武弘 流れの数値解析

ノノ H 技 官 永田正美 ケーブルの振動

H ノノ 院 生 白石隆俊 海洋構造物用のケーブルの波槙応 l

答解析・

λγ ノ〆 院 生 川野 徹 浦上川のアピキ棚上解析

11 ノノ 院 生 音量 博志 骨組構造物の最適設計に関する研 l

~ヲそ1，a 

11 ノノ 院 生 平川 {命明 海洋構造物の地震応答解析

11 H 院 生 平川倫明 曲線平板構造の動的安定性

11 材料工学科 助教授 清水康博 臭い識別センサーシステムの開発|

，ペソ ノノ i普 自市 古川陸久 ポリウレタン網目のキャラクタリ

ゼーション

11 /ノ 助 手 内山休男 金属およびセラミックスの相互拡

散反応

11 H 助 手 内山休男 ガラスの動径分布解析

，ペγ 11 助 手 平岡教子 高分子の構造解析
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音I~ 局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

工学部 材料工学科 助 手 馬場恒明 金属中の水素の拡散機構に関する

研究

ノノ // 技 官 中島弘道 材料の物性研究

，ペy 工業化学科 教 授 平木克磨 分析化学および無機化学

H 〆〆 助 教授 大西正義 遷移金属錯体のスペクトルシミュ

レーションとデータ処理

ノノ // 助教授 近藤寛樹 酵素および酵素モデル反応の速度

論

// 大学院 院 生 夏秋義広 扇形板の動的安定性

工学研究科

11 ノ〆 院 生 夏秋義広 扇形板の動的安定性

H ノノ 院 生 松竹.英雄 浦上川のアピキ解析

水産学部 漁業管理学 教 授 西ノ首英之 漁船の耐航性に関する研究

ノノ /1 院 生 李 心陽 漁具の力学

ノノ 水産利用学 助教授 野崎征宣 魚類タンパク質の品質と水の存在

状態とに関する研究

ノノ 水産栄養学 教 授 槌本六良 トロール漁獲魚の鮮度に関する研

究

H 資源性物学 助教授 白木原因雄 水産資源、動態に関する理論的研究

M 連習船鶴洋丸 助 手 小妻 勝 インマリサット海事衛星より公衆

回線経由TSS1200/2400bpsによる

アクセス実験

/1 藻類増殖学 教 授 藤田雄二 藻類の生理に関する研究

教養部 科学史 教 授 常石敬一 科学史の科学史

ノノ 統計学 助教授 寺崎康博 所得分布の変動に関する研究

ノ〆 ノソ 助教授 寺崎康博 植民地経済の分析

ノノ H 助 教授 寺崎康博 コンビュータによるデータ解析教

材作成

H 数 学 教 授 小関道夫 二次形式と符号理論

ノノ Jノ 教 授 小関道夫 代数的符号理論
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

教養部 物理学 教 授 松島 最 イオン結晶中の不純物による光の

発光及び吸収について

11 H 助 教授 古賀雅夫 ワープロを用いた学生実験指導書

の作成

ノノ ノノ 助教授 古賀雅夫 超音波減衰及び音速の量子振動

11 H 助 教授 後藤信行 半金属における超音波減衰

ノノ λ， 助 手 冨塚 明 合金の結合エネルギーの計算

ル' 化 A守~ 教 授 竹清章三郎 「分子積分」の計算

ノノ ノノ 教 授 竹清章三郎 分子の電子状態の量子力学

ノノ H 助 手 田漣秀二 銅ゼオライトの昇温還元・酸化処

理

11 ノノ 助 手 上江田一雄 生理活性ペプチドの分子モデリン

グおよび分子計算

H 生物学 教 授 伊藤秀三 植物群落組成の多変量解析

ノノ 倫理学 助教授 吉田雅章 OCPによる文章解析

H 保健体育 5毒 師 田井村明博 児童・生徒の身体的発育発達に関

する研究

〆ノ H 助 手 木村 広 体力測定データの処理

熱帯医学 寄生虫学部門 i音 日市 嶋田雅暁 ケニアにおける住血吸虫症の疲学

研究所 的研究

H H 院 生 勝又達哉 住血吸虫症の研究

必〆 病原細菌学 助 手 江原雅彦 コレラ菌線毛(定着因子)

ノ'1 原虫学部門 教 授 神原麗二 Biology o f P a t h 

ogenlc Protozoa 

商科短大 数 A守，}.4ユ 教 授 奥田英輔 モンテカルロ法と統計

H 経営情報論 5喬 師 永星浩一 FORTRANあるいはBASI

Cによるモデル(失業モデルな

ど)のシミュレーション

医 短 一般教育等 助教授 長谷川芳典 オペラント条件づけを用いた行動

の可塑性の拡大

ノノ 理学療法学科 教 授 穐山富太郎 脳性麻薄の運動機能解析
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

医 短 理学療法学科 教 f受 池田定倫 骨粗悪症の疫学調査

11 ノノ 助教授 加藤克知 ヒト形態の計量的解析

λγ 作業療法学科 i時 日市 長尾哲男 作業姿位の重心変動に及ぼす影響

の分析

【 事務用課崩 】

経理部 経理諜 情報処理係 川添忠久 漢字氏名ファイルのメンテナンス

長 と勤務時間報告書の作成

11 〆'1 ↑育報処理係 川添忠久 入試データ(氏名，出身等)の受

長 領

庶務部 人事課 任用係長 森田 議 人事事務の電算処理

学生 s:s 入学主幹 入学主幹 品川 j鵡 入学試験業務

入学試験に関する統計等の処理

11 11 入学主幹 品川 満 入学試験処理(本部用)

〆ノ 11 入学主幹 品川 満- 入学試験処理(テストラン用)

〆f 11 入学試験係 下回勇治 入学試験統計処理

長

11 ノY 主 任 鳴海幸雄 入学試験に関する資料作成

11 H 教務係長 小浦正昭 学生証印刷

λF 学 生課 学生係長 峯 徳顕 事務の電算化.

H 〆/ 総務係長 飯田蜜吉 日本語文書処理、事務電算化

f〆 厚生課 厚生係長 平湯康弘 第2回学生生活調査の報告書作成 l

のための集計業務

H ノ/ 奨学係長 坂井利明 授業料免除のシステム開発

施設部 建築課 第二工営係 粛田安之 構造計算等のプログラム作成

長 FORTRANの学習

11 〆〆 企画係長 山崎武章 施設台帳プログラム作成

11 〆〆 電気係長 山口征朗 照度計算と幹線計算用プログラム

の作成、設備台帳の作成

図書館 閲覧課 専門委員 戸川和夫 図書館業務の電算化

バγ ノノ 学術情報係 東海安興 学術情報センター情報検索システ

長 ムの利用
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

図書館 整理課 整理係長 松嶋勝顕 学術情報センタ一目録システムの

利用

医学部 閲覧課 運用係長 垣内禎介 図書館業務の電算化

図書館

ノノ 整理課 整理係長 喜多芳郎 学術情報センタ一目録システムの

利用

経済学部 整理課 図書係長 末田 博 学術情報センタ一目録システムの

図書館 利用

〆~ パY 図書係長 末田 博 日本語文書作成

教育学部 事務部 教務係長 岩永孝市 学務事務

経済学部 事務部 教務係長 青木繁明 計算機による事務処理

H H 学生係長 石崎義憲 学生事務電算化

医学部 事務部 教務係長 毎熊利幸 教務事務電算化の端末機使用

歯学部 総務課 学生係長 松野勝雄 教務事務電算化の端末機使用

ノノ 業務課 患者係長 八戸 f藍 大型計算機アプリケーション

(Prolog， ANALYST 

等)の利用

薬学部 事務部 学生係長 稲葉栄一 学籍等のオンライン処理

工学部 事務部 教務係長 早川 7c 学籍管理事務

水産学部 事務部 庶務係長 村上弘行 ATLASやワープロ機能、およ

び庶務的事項の処理

，ペγ ノノ 学生係長 宮本 貰 教務事務

教養部 事務部 教務係長 坂口 豊 教務事務

H 11 教務係長 坂口 豊 教務事務

保健管理 助教授 石井伸子 健康診断データの統計処理

センター

H 助教授 石井伸子 健康診断データの統計処理

H 助教授 湯川幸一 青年期の血清脂質と体格，生活状

況との関連

H 技 官 坂本 功 健康診断におけるデータ処理

λγ 保 健婦 中村ハツ子 健康診断データの統計処理
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

保健管理 看護婦 原田京子 健康診断データの統計処理

センター

11 事務官 瓜生実男 QUERYを利用した学生の健康

データ処理

【 教育用課題 】

教育学部 助教授 西原 純 日本事情・日本の文化事情

(4名)

経済学部 経 介凸主4与 助 教授 小林みどり 経済情報論 (20名)

H ノノ 助教授 小林みどり 計算機プログラミングI

(7 2名)

/ノ H 講 師 永星浩一 計算機フ。ログラミングE

(3 1名)

ノノ 経 済 助教授 細内 勇 計量経済学 (22名)

薬学部 3昔 日市 野崎剛「 情報処理科学概論 (28名)

工学部 機械工学科 助教授 石松隆和 機械情報処理概論 (87名)

H H 助 教授 石松隆和 機械計算法 (72名)

H 電気・電子 教 授 野崎剛一 算法榔論(I1 8名)

ノノ 構造工学科 助教授 修行 稔 電子計算機概論 (90名)

H 土木工学科 助教授 高橋和雄 計算機プログラム (38名)

H 材料・工化 助教授 修行 稔 電子計算機概論 (80名)

教養部 助.教授 寺崎康博 情報処理1I (I 1名)

H 自湾 師 野崎剛一 情報処理1I (I 4 5名)

商科短大 i昔 B市 永星浩一 計算機フ.ログラミング (33名)

【 センター課題 】

情報処理 センター長 山田英二 ネパール都市ポカラにおける都市

センター 社会の研究

λF j昔 自市 野崎剛一 センター運用プログラム開発

画面分割によるプログラミング支

援システムの開発

11 3蕎 自市 野崎剛一 オンライン対話型プログラミング

支援ツール
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部局 学科・学科目 身分 氏名 課 題

情報処理 i普 自市 野崎剛一 ソフトウェアツールの研究開発

センター

ノノ 自書 日市 野崎剛一 フルスクリーン デPィスプレイ端

末用ツールの開発

H 助 手 阪上直美 センター運用フ。ログラムの作成

H 助 手 阪上直美 センター運用関係・プログラム相

談用

ノノ 助 手 阪上直美 教務事務処理

H 助 手 阪上直美 センター業務用

ノノ 助 手 阪上直美 ELFシステム ディノイッグ用

ノノ 教務職員 内本佳彦 センター運用プログラム作成

ノノ 教務職員 内本 イ圭彦 市民公開講座「コンピュータ入

門」演習用

H 技 官 山口・正道 センター運用関係処理

/1 技 官 山口正道 センター課金処理

ノ/ 技 官 山口正道 センターレポート作成

/1 技術補佐員 森内義己 センタ一事務処理

日本語文書作成

H 事務補佐員 浜里麗子 センタニー課題登録処理

ノノ 事務補佐員 浜里麗子 日本語文書作成

ノノ 事務補佐員 田中美穂 日本語文書作成
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11. 諸規程

長崎大学情報処理センター規則

(昭和54年4月27日規則第9号)

(設置)

第 l条 長崎大学に、長崎大学情報処理センター(以下「情報処理センター」という)を

置く。

(目的)

第2条 情報処理センターは、学内の共同利用施設として、学術研究及び学生の一般的情

報処理教育lこ資することを目的とする。

(職員)

第3条 情報処理センターに、情報処理センター長及びその他必要な職員を置く。

2.情報処理センター長は、教授のうちから学長が任命する。

:3.情報処理センター長の任期は、 2年とし、再任を妨げない。

4.↑青報処理センター長は、情報処理センターの業務を掌理し、所属職員を監督する。

5.職員は情報処理センター長の命を受け、情報処理センターの業務に従事する。

(運営委員会)

第4条 情報処理センターの運営に関する重要事項を審議するため、長崎大学情報処理セ

ンター運営委員会(以下「運営委員会」という。)を置く。

(運営委員会の組織)

第5条 運営委員会は、委員長及び次の各号に掲げる委員をもって組織する。

一.各部局及び商業短期大学部の教授、助教授文は講師のうちから選出された者各

1人

二.経理部長

2.前項第1号の委員の任期は、 2年とする。ただし、再任は妨げない。

3.第l項第1号の委員に欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の任期の残

余の期間とする。

4.委員は学長が任命する。

(委員長)

第6条 運営委員会の委員長は、情報処理センター長をもってあてる。

2.委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3.委員長に事故があるときは、委員長の指名する委員がその職務を代行する。

(運営委員会の運営)
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第7条 運営委員会は、委員の過半数の出席により成立し、議事は、出席委員の過半数の

同意により決する。ただし、可否問数のときは、議長の決するところによる。

(小委員会)

第8条 運営委員会には、必要に応じて小委員会を置くことができる。

2.小委員会に関して必要な事項は、運営委員会において定める。

(意見の聴取)

第9条 委員長が必要と認めたときは、運営委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴

取することができる。

(幹事)

第10条 運営委員会に幹事を置き、経理課長をもってあてる。

2.幹事は、運営委員会の事務を処理する。

(業務室及び研究開発室)

第 11条 情報処理センターに、業務室及び研究開発室を置く。

2.前項の室に、それぞれ室長を置くことができる。

3.室長は、情報処理センター長の命を受け、室務を処理する。

(利用等)

第12条 情報処理センターの利用その他に関して必要な事項は、別に定める。

附則

1.この規則は、昭和54年5月1日から施行する。

2. この規則施行後最初に第5条第1項第1号の委員に任命される者の任期は、第5条第2項

の規定にかかわらず、昭和56年3月31日までとする。

3.長崎大学電子計算機室規則(昭和44年11月21日規則第3号)は、廃止する。

長崎大学情報処理センタ一利用規程

(昭和54年4月27日規程第7号)

(趣旨)

第l条 この規程は、長崎大学情報処理センタ一規則(昭和54年規則第9号)第12条

の規定に基づき、長崎大学情報処理センター( 以下「情報処理センターJという。)の利用

について必要な事項を定めるものとする。

(利用の原則)

第2条 情報処理センターは、学術研究・教育及び本学の運営上必要な業務のためにのみ

利用することができるものとする。
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(利用資格)

立~ :~条 情報処理センターを利用することができる者は、次のとおりとする。

l 本学の教職員 3 本学の学部及び教養部の学生(以下「学部等学生」とい

う)

2 本学の大学院学生 4 その他情報処理センター長が必要と認めた者

(利用の手続等)

第4条 情報処理センターを利用しようとする者は、課題ごとに、情報処理センター長が

別に定める利用申請書を情報処理センター長に提出し、その承認を受けなければならない。

2 情報処理センター長は、前項の利用の承認をしたときは、課題番号を付して申請

者に通知するものとする。

3 前項の課題番号の有効期間は、 1年以内とし、当該会計年度をこえることはでき

なし、。

第5条 情報処理センターの入出力装置の操作は、原則として、情報処理センターの利用

を承認された者(以下「利用者Jという。)が行うものとする。

第6条 利用者が、穿孔又は計算を依頼するときは、情報処理センター長が別に定める手

続により行わなければならない。

(利用の制限)

第7条 利用者は、課題番号を当該課題に係る目的以外のために利用し、又は他人に使用

させてはならない。

(終了の報告等)

第8条 利用者は、承認された課題に係る研究・業務等が終了したとき、又は課題番号の

有効期聞が終了したときは、情報処理センター長が別に定める利用報告書を情報処理センター

長に提出しなけれべならない。

2.前項に規定するもののほか、情報処理センター長は、必要に応じて利用者に対し、

情報処理センターの利用に係る事項に関して報告を求めることができる。

3.利用者は、情報処理センターを利用して行った研究の成果を論文等により公表す

るときは、当該論文等に情報処理センターを利用した旨を明記しなければならない。

4.利用者は、前項の公表された論文等の写を情報処理センターに送付するものとす

る。

(情報処理センター外の端局の設置)

第9条 情報処理センター外端局(情報処理センターが設置する端局以外のものをいう。

以下「端局」という。)を設置しようとする者は、情報処理センター長が別に定める設置承認

申請書を情報処理センター長に提出し、その承認を受けなければならない。
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2.情報処理センター長は、端局の設置を承認したときは、端局番号を付して、申請

者に通知するものとする。

3.端局を設置した者は、当該端局を廃止しようとするとき、又は当該設置承認申請

書に記載した事項を変更しようとするときは、あらかじめ、↑青報処理センター長と

協議しなければならない。

(利用の取消等)

第10条 利用者がこの規定に違反し、文は情報処理センターの運営に重大な支障を生じさ

せたときは、情報処理センター長は、その利用の承認を取消し、又はその利用を停止させるこ

とができる。

(経費の負担)

第11条 利用者は、当該利用に係る経費の一部を別表のとおり負担しなければならない。

2.前項の規定にかかわらず、情報処理センター長が特に必要があると認めたときは、

利用に係る経費を負担させないことができる。

(適用除外)

第12条 第三条第三号に規定する学部等学生には、第四条、第八条、第九条及び第十一条

の規定は適用しない。

(補則)

第13条 この規程に定めるもののほか、情報処理センターの利用に関して必要な事項は、

情報処理センター長が別に定める。

附Jtu
1.この規定は、昭和54年5月1日から施行する。

2.長崎大学電子計算機室利用規程(昭和45年3月13日規程第l号)及び長崎大学電子計

算機室利用料金内規(昭和45年3月13日内規第1号)は、廃止する。
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FACOM M-360計算機システム利用料金

区 分 負 担 金 の 客員

演算負担金(注1) 演算処理時間1秒につき 2円

カード入力 1 0枚につき l円

入 ラインプリンタ出力 1ページにつき 5l 円円1 6行につき
出
XYプロッタ出力 4 0 0 0ステ長プにつき 31 円円

力 1 0 c mにつ

負 端末入出力 4 0行につき l円

m 端末接続時間 1・分につき l円

金 ファイルアクセス回数 EXCP50回につき 1円

共用ファイル 100.KBにつき 1月50円

利大用学負問担ネ金ッ ト(注ワー2) ク 送受信1レコードにつき 0.5円

(注1) ・演算処理時間は、 CPU時間に処理係数を乗じたもので、 1秒

未満はl秒に切り上げるものとする。

処理係数・・・・・・パッチ処理:1. O. 会話型処理:1.2

(注2) ・本センターにおいて，他大学の計算センターを利用した場合に

負担する。

2 PANAFACOM U-ll00システム利用料金

使用時間10分につき 5 0円

3 カードパンチサービス料金 l枚につき 1 0円

精算時の利用料金の額に100円未満の端数が生じた場合は、これを

100円に切り上げるものとする。
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長崎大学情報処理センター情報処理教育利用内規

(昭和57年10月13日情報処理センター内規第1号)

(趣旨)

第l条 長崎大学情報処理センター利用規程(以下「規程」という。)第3条第3号に規定

する学部等学生の長崎大学情報処理センター(以下「情報処理センター」という。)の利用に

ついては、規程に定めるもののほか、この内規の定めるところによる。

(利用の条件)

第2条 学部等学生は、次の各号の1に該当する場合に、情報処理センターを利用すること

ができる。

1 情報処理教育に係る授業科目を履修する場合

2 その他情報処理教育上必要と認める場合

(申請者)

第3条 利用申請の手続は、前条第l号に該当する場合には授業担当教官が、同条第2号に

該当する場合には指導教官が行うものとする。

(承認申請)

第4条 授業担当教官及び指導教官(以下「教官」という。)は、学部等学生に情報処理セ

ンターを利用させようとするときは、利用申請書を長崎大学情報処理センター長(以下「情報

処理センター長」という。)に提出し、承認を受けなければならない。

2 前項の申請は、次の各号に掲げる期限までに行わなければならない。

1 第2条第l号に該当する場合 当該授業科目が開講される学期の最初の月の2月前

2 第2条第2号に該当する場合利用開始予定日の二週間前

(承認)

第5条 情報処理センタ.ー長は、前条の申請があったときは、情報処理センターの利用状況

等を考慮のうえ、承認の可否を決定し、教官に通知するものとする。

(課題番号の交付)

第6条 前条によりま認の通知を受けた教官は、利用開始日の1週間前までに、、課題番号

交付願に利用学生名簿を添え、情報処理センター長に提出しなければならない。

2 情報処理センター長は、前項の願い出があったときは、課題番号及びその有効期聞を定め、

教官に通知するものとする。

(変更丞認)

第7条 教官は、最認を受けた利用計画の内容に変更が生じたときは、速やかに情報処理セ

ンター長のま認を受けなければならない。

(利用の制限)
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第包条 本学の職員及び大学院学生の利用に支障をきたすおそれがある場合又は情報処理セ

ンターの機能が著しく低下するおそれがある場合は、学部等学生の利用を制限することがある。

(利用経費)

第9条 学部等学生の利用に係る経費については、原則として負担を免除する。

(様式)

第10条利用申請書及び課題番号交付願の様式は、別に定める。

附則

この内規は、昭和57年10月13日から施行し、昭和57年10月1日から適用する。
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12. 名簿

{長崎大学情報処理センター運営委員名簿}

委員長 センター長 教 授 山田英二

委員 教育学部 助教授 鷲尾忠司

経済学部 教 授 田中 一芳

医 Aヲ主dニL 部 教 授 竹本泰一郎

医学部附属病院 3喬 師 乗松敏晴

歯 Aヲ.u乙L 部 教 授 安田克麗

歯学部附属病院 教 授 小林和英

薬 ムヲ主4巳ら 部 助教授 芳本 忠

工 ム弓‘t 部 助教授 金丸邦康

水産学部 教 授 中根重勝

教 養 部 助教授 古賀雅夫

熱帯医学研究所 助教授 土屋勝彦

商科短期大学部 教 授 奥田英輔

医療技術短期大学部 助教授 長谷川芳典

経理部長 吉沼

{長崎大学情報処理センター職員名簿〉

センター長(併) 教 授 山田英二

研究開発室長 講 師 野崎剛一

教務職員 内本佳彦

業務室長 助 手 阪上直美

技 官 山口正道

事務官 域 みどり

技術補佐員 森内義己

事務補佐員 潰里麗子

事務補佐員 田中美穂
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{編集後記}

故あって第2号に続いて二度めの編集後記を書くはめになった。 I石頭」とも言われていた

コンビュータは、今では、 「電脳」、すなわち、電子頭脳を縮めた中国語で呼ばれるようにな

った。従前のコンビュータが単なる計算機でしかなかったのに比べると、第5世代、第6世代

コンビュータは、 A1 (人工頭脳)機能を持ち、人聞にしか出来ないとされていた問題解決能

力まで持てるよう、設定されていることを考えると、 「電脳」とはなんと相応しい名称であろ

つ。

第2号の時と比べると、情報処理へのコンピュータ利用が非常に広範囲になって来ているこ

とが注目される。情報を検索するだけでなく、情報を交換するためにも大小のコンビュータネ

ットワークが、全世界、昼夜を問わず活躍している。高温超伝導体の研究者聞の情報戦争はま

だ記憶に生々しい。日本の大学聞においても、研究者のニーズに答えられるようなネットワー

クが現在構築されつつある。長崎大学情報処理センターもこの一翼を担えるようになることを

願って止まない。幸い、来年度には総合情報処理センターが実現しそうで、センター内外の交

流と信頼によって、次代を担う長崎大学を作って行って欲しい。(古賀雅夫)

{編集委員}

医 て会~ 部 教 授 竹本泰一郎

歯学部附属病院 教 授 小林和英

水産学部 教 授 中根重勝

*教 養 部 助教授 古賀雅夫

熱帯医学研究所 助教授 土屋勝彦

商科短期大学部 教 授 奥田英輔

医療技術短期大学部 助教授 長谷川芳典

センター長 教 授 山田英二

* 編集長
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